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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　閉じた加入者グループのＣＳＧに属するＣＳＧセルに設けられた基地局であるＣＳＧ基
地局から他のセルに設けられた基地局、または他のセルに設けられた基地局からＣＳＧ基
地局に移動端末がハンドオーバする移動体通信システムであって、
　ハンドオーバする移動端末が、ＣＳＧに属するＣＳＧ端末である場合と、ＣＳＧに属さ
ない非ＣＳＧ端末である場合とで、ハンドオーバの手順を異ならせることを特徴とする移
動体通信システム。
【請求項２】
　前記ＣＳＧ基地局は、ＣＳＧ端末によるアクセスが可能であり、かつ非ＣＳＧ端末によ
るアクセスも可能であるハイブリッド基地局であることを特徴とする請求項１記載の移動
体通信システム。
【請求項３】
　閉じた加入者グループのＣＳＧに属するＣＳＧセルに設けられた基地局であり、他のセ
ルに設けられた基地局に移動端末がハンドオーバする、または他のセルに設けられた基地
局から移動端末がハンドオーバするＣＳＧ基地局であって、
　ハンドオーバする移動端末が、ＣＳＧに属するＣＳＧ端末である場合と、ＣＳＧに属さ
ない非ＣＳＧ端末である場合とで、ハンドオーバの手順を異ならせることを特徴とするＣ
ＳＧ基地局。
【請求項４】
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　閉じた加入者グループのＣＳＧに属するＣＳＧセルに設けられた基地局であるＣＳＧ基
地局から他のセルに設けられた基地局、または他のセルに設けられた基地局からＣＳＧ基
地局にハンドオーバする移動端末であって、
　ハンドオーバする移動端末が、ＣＳＧに属するＣＳＧ端末である場合と、ＣＳＧに属さ
ない非ＣＳＧ端末である場合とで、ハンドオーバの手順を異ならせることを特徴とする移
動端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は無線通信技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　第３世代と呼ばれる通信方式のうち、Ｗ－ＣＤＭＡ（Wideband Code division Multipl
e Access）方式が２００１年から日本で商用サービスが開始されている。また、下りリン
ク（個別データチャネル、個別制御チャネル）にパケット伝送用のチャネル（HS-DSCH: H
igh Speed-Downlink Shared Channel）を追加することにより、下りリンクを用いたデー
タ送信の更なる高速化を実現するＨＳＤＰＡ（High Speed Down Link Packet Access）の
サービスが開始されている。さらに、上り方向のデータ送信をさらに高速化するためＨＳ
ＵＰＡ（High Speed Up Link Packet Access）方式についてもサービスが開始されている
。Ｗ－ＣＤＭＡは、移動体通信システムの規格化団体である３ＧＰＰ（3rd Generation P
artnership Project）により定められた通信方式であり、リリース８版の規格書がとりま
とめられている。
【０００３】
　また、３ＧＰＰにおいて、Ｗ－ＣＤＭＡとは別の通信方式として、無線区間については
「ロングタームエボリューション」（Long Term Evolution　LTE）、コアネットワーク（
単にネットワークとも称する）を含めたシステム全体構成については「システムアーキテ
クチャエボリューション」（System Architecture Evolution　SAE）と称される新たな通
信方式が検討されている。ＬＴＥでは、アクセス方式、無線のチャネル構成やプロトコル
が、現在のＷ－ＣＤＭＡ（HSDPA/HSUPA）とは全く異なるものになる。たとえば、アクセ
ス方式は、Ｗ－ＣＤＭＡが符号分割多元接続（Code Division Multiple Access）を用い
ているのに対して、ＬＴＥは下り方向はＯＦＤＭ（Orthogonal Frequency Division Mult
iplexing ）、上り方向はＳＣ－ＦＤＭＡ（Single Career Frequency Division Multiple
 Access）を用いる。また、帯域幅は、Ｗ－ＣＤＭＡが５ＭＨｚであるのに対し、ＬＴＥ
では１．４／３／５／１０／１５／２０ＭＨｚの中で基地局ごとに選択可能となっている
。また、ＬＴＥでは、Ｗ－ＣＤＭＡのように回線交換を含まず、パケット通信方式のみに
なる。
【０００４】
　ＬＴＥはＷ－ＣＤＭＡのコアネットワーク(GPRS)とは異なる新たなコアネットワークを
用いて通信システムが構成されるため、Ｗ－ＣＤＭＡ網とは別の独立した無線アクセス網
として定義される。したがって、Ｗ－ＣＤＭＡの通信システムと区別するため、ＬＴＥの
通信システムでは、移動端末（UE: User Equipment）と通信を行う基地局（Base station
）はｅＮＢ（E-UTRAN NodeB）、複数の基地局と制御データやユーザデータのやり取りを
行う基地局制御装置(Radio Network Controller)はＥＰＣ（Evolved Packet Core）（aGW
:Access Gatewayと称されることもある)と称される。このＬＴＥの通信システムでは、ユ
ニキャスト（Unicast）サービスとＥ-ＭＢＭＳサービス（Evolved Multimedia Broadcast
 Multicast Service）が提供される。Ｅ－ＭＢＭＳサービスとは、放送型マルチメディア
サービスであり、単にＭＢＭＳと称される場合もある。複数の移動端末に対してニュース
や天気予報や、モバイル放送など大容量放送コンテンツが送信される。これを１対多（Po
int to Multipoint）サービスともいう。
【０００５】
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　３ＧＰＰでの、ＬＴＥシステムにおける全体的なアーキテクチャ（Architecture）に関
する現在の決定事項が、非特許文献１に記載されている。全体的なアーキテクチャ（非特
許文献１　４章）について図１を用いて説明する。図１は、ＬＴＥ方式の通信システムの
構成を示す説明図である。図１において、移動端末１０１に対する制御プロトコル（例え
ばＲＲＣ（Radio Resource Management））とユーザプレイン（例えばPDCP: Packet Data
 Convergence Protocol、RLC: Radio Link Control、MAC: Medium Access Control、PHY:
 Physical layer）が基地局１０２で終端するなら、Ｅ－ＵＴＲＡＮ（Evolved Universal
 Terrestrial Radio Access）は１つあるいは複数の基地局１０２によって構成される。
基地局１０２は、ＭＭＥ１０３（Mobility Management Entity）から通知されるページン
グ信号（Paging Signaling、ページングメッセージ（paging messages）とも称される）
のスケジューリング（Scheduling）及び送信を行う。基地局１０２はＸ２インタフェース
により、お互いに接続される。また基地局１０２は、Ｓ１インタフェースによりＥＰＣ（
Evolved Packet Core）に接続される、より明確にはＳ１＿ＭＭＥインタフェースにより
ＭＭＥ１０３（Mobility Management Entity）に接続され、Ｓ１＿Ｕインタフェースによ
りＳ－ＧＷ１０４（Serving Gateway）に接続される。ＭＭＥ１０３は、複数あるいは単
数の基地局１０２へのページング信号の分配を行う。また、ＭＭＥ１０３は待受け状態（
Idle State）のモビリティ制御（Mobility control）を行う。ＭＭＥ１０３は移動端末が
待ち受け状態及び、アクティブ状態（Active State）の際に、トラッキングエリア（Trac
king Area）リストの管理を行う。Ｓ－ＧＷ１０４はひとつまたは複数の基地局１０２と
ユーザデータの送受信を行う。Ｓ－ＧＷ１０４は基地局間のハンドオーバの際、ローカル
な移動性のアンカーポイント（Mobility Anchor Point）となる。更にＰ－ＧＷ（PDN Gat
eway）が存在し、ユーザ毎のパケットフィルタリングやＵＥ－ＩＤアドレスの割当などを
行う。
【０００６】
　３ＧＰＰでの、ＬＴＥシステムにおけるフレーム構成に関する現在の決定事項が、非特
許文献１（５章）に記載されている。図２を用いて説明する。図２はＬＴＥ方式の通信シ
ステムで使用される無線フレームの構成を示す説明図である。図２において、１つの無線
フレーム（Radio frame）は１０ｍｓである。無線フレームは１０個の等しい大きさのサ
ブフレーム（Sub-frame）に分割される。サブフレームは、２個の等しい大きさのスロッ
ト（slot）に分割される。フレーム毎に１番目（＃０）と６番目（＃５）のサブフレーム
に下り同期信号（Downlink Synchronization Signal: SS）が含まれる。同期信号には第
一同期信号（Primary Synchronization Signal: P-SS）と第二同期信号（Secondary Sync
hronization Signal: S-SS）がある。サブフレーム単位にてＭＢＳＦＮ（Multimedia Bro
adcast multicast service Single Frequency Network）用とＭＢＳＦＮ以外のチャネル
の多重が行われる。以降、ＭＢＳＦＮ送信用のサブフレームをＭＢＳＦＮサブフレーム（
MBSFN sub-frame）と称する。非特許文献２に、ＭＢＳＦＮサブフレームの割り当て時の
シグナリング例が記載されている。図３は、ＭＢＳＦＮフレームの構成を示す説明図であ
る。図３において、ＭＢＳＦＮフレーム（MBSFN frame）毎にＭＢＳＦＮサブフレームが
割り当てられる。ＭＢＳＦＮフレームの集合（MBSFN frame Cluster）がスケジュールさ
れる。ＭＢＳＦＮフレームの集合の繰り返し周期（Repetition Period）が割り当てられ
る。
【０００７】
　３ＧＰＰでの、ＬＴＥシステムにおけるチャネル構成に関する現在の決定事項が、非特
許文献１に記載されている。ＣＳＧ（Closed Subscriber Group cell）セルにおいてもｎ
ｏｎ－ＣＳＧセルと同じチャネル構成が用いられると想定されている。物理チャネル（Ph
ysical channel）について（非特許文献１　５章）図４を用いて説明する。図４は、ＬＴ
Ｅ方式の通信システムで使用される物理チャネルを説明する説明図である。図４において
、物理報知チャネル４０１（Physical Broadcast channel: PBCH）は基地局１０２から移
動端末１０１へ送信される下りチャネルである。ＢＣＨトランスポートブロック（transp
ort block）は４０ｍｓ間隔中の４個のサブフレームにマッピングされる。４０ｍｓタイ
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ミングの明白なシグナリングはない。物理制御チャネルフォーマットインジケータチャネ
ル４０２（Physical Control format indicator channel: PCFICH）は基地局１０２から
移動端末１０１へ送信される。ＰＣＦＩＣＨは、ＰＤＣＣＨｓのために用いるＯＦＤＭシ
ンボルの数について基地局１０２から移動端末１０１へ通知する。ＰＣＦＩＣＨはサブフ
レーム毎に送信される。物理下り制御チャネル４０３（Physical downlink control chan
nel: PDCCH）は基地局１０２から移動端末１０１へ送信される下りチャネルである。ＰＤ
ＣＣＨは、リソース割り当て（allocation）、ＤＬ－ＳＣＨ（図５に示されるトランスポ
ートチャネルの１つである下り共有チャネル）に関するＨＡＲＱ情報、ＰＣＨ（図５に示
されるトランスポートチャネルの１つであるページングチャネル）を通知する。ＰＤＣＣ
Ｈは、上りスケジューリンググラント（Uplink Scheduling Grant）を運ぶ。ＰＤＣＣＨ
は、上り送信に対する応答信号であるＡＣＫ／Ｎａｃｋを運ぶ。ＰＤＣＣＨはＬ１/Ｌ２
制御信号とも呼ばれる。物理下り共有チャネル４０４（Physical downlink shared chann
el: PDSCH）は、基地局１０２から移動端末１０１へ送信される下りチャネルである。Ｐ
ＤＳＣＨはトランスポートチャネルであるＤＬ-ＳＣＨ（下り共有チャネル）やトランス
ポートチャネルであるＰＣＨがマッピングされている。物理マルチキャストチャネル４０
５（Physical multicast channel: PMCH）は基地局１０２から移動端末１０１へ送信され
る下りチャネルである。ＰＭＣＨはトランスポートチャネルであるＭＣＨ（マルチキャス
トチャネル）がマッピングされている。
【０００８】
　物理上り制御チャネル４０６（Physical Uplink control channel: PUCCH）は移動端末
１０１から基地局１０２へ送信される上りチャネルである。ＰＵＣＣＨは下り送信に対す
る応答信号（response）であるＡＣＫ／Ｎａｃｋを運ぶ。ＰＵＣＣＨはＣＱＩ（Channel 
Quality indicator）レポートを運ぶ。ＣＱＩとは受信したデータの品質、もしくは通信
路品質を示す品質情報である。またＰＵＣＣＨは、スケジューリングリクエスト（Schedu
ling Request: SR）を運ぶ。物理上り共有チャネル４０７（Physical Uplink shared cha
nnel: PUSCH）は移動端末１０１から基地局１０２へ送信される上りチャネルである。Ｐ
ＵＳＣＨはＵＬ－ＳＣＨ（図５に示されるトランスポートチャネルの１つである上り共有
チャネル）がマッピングされている。物理ＨＡＲＱインジケータチャネル４０８（Physic
al Hybrid ARQ indicator channel: PHICH）は基地局１０２から移動端末１０１へ送信さ
れる下りチャネルである。ＰＨＩＣＨは上り送信に対する応答であるＡＣＫ／Ｎａｃｋを
運ぶ。物理ランダムアクセスチャネル４０９（Physical random access　channel: PRACH
）は移動端末１０１から基地局１０２へ送信される上りチャネルである。ＰＲＡＣＨはラ
ンダムアクセスプリアンブル（random access preamble）を運ぶ。
【０００９】
　下りリファレンスシグナル（Reference signal）は、移動体通信システムとして既知の
シンボルが、毎スロットの最初、３番目、最後のＯＦＤＭシンボルに挿入される。移動端
末の物理レイヤの測定として、リファレンスシンボルの受信電力（Reference symbol rec
eived power：ＲＳＲＰ）がある。
【００１０】
　トランスポートチャネル（Transport channel）について（非特許文献１　５章）図５
を用いて説明する。図５は、ＬＴＥ方式の通信システムで使用されるトランスポートチャ
ネルを説明する説明図である。図５Ａには下りトランスポートチャネルと下り物理チャネ
ル間のマッピングを示す。図５Ｂには上りトランスポートチャネルと上り物理チャネル間
のマッピングを示す。下りトランスポートチャネルについて報知チャネル（Broadcast ch
annel: BCH）はその基地局（セル）全体に報知される。ＢＣＨは物理報知チャネル（PBCH
）にマッピングされる。下り共有チャネル（Downlink Shared channel: DL-SCH）には、
ＨＡＲＱ（Hybrid ARQ）による再送制御が適用される。基地局（セル）全体への報知が可
能である。ダイナミックあるいは準静的（Semi-static）なリソース割り当てをサポート
する。準静的なリソース割り当ては，パーシステントスケジューリング（Persistent Sch
eduling）とも言われる。移動端末の低消費電力化のために移動端末のＤＲＸ（Discontin
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uous reception）をサポートする。ＤＬ－ＳＣＨは物理下り共有チャネル（PDSCH）へマ
ッピングされる。ページングチャネル（Paging channel: PCH）は移動端末の低消費電力
を可能とするために移動端末のＤＲＸをサポートする。基地局（セル）全体への報知が要
求される。動的にトラフィックに利用できる物理下り共有チャネル（PDSCH）のような物
理リソース、あるいは他の制御チャネルの物理下り制御チャネル（PDCCH）のような物理
リソースへマッピングされる。マルチキャストチャネル（Multicast channel: MCH）は基
地局（セル）全体への報知に使用される。マルチセル送信におけるＭＢＭＳサービス（MT
CHとMCCH）のＳＦＮ合成をサポートする。準静的なリソース割り当てをサポートする。Ｍ
ＣＨはＰＭＣＨへマッピングされる。
【００１１】
　上り共有チャネル（Uplink Shared channel: UL-SCH）にはＨＡＲＱ（Hybrid ARQ）に
よる再送制御が適用される。ダイナミックあるいは準静的（Semi-static）なリソース割
り当てをサポートする。ＵＬ－ＳＣＨは物理上り共有チャネル（PUSCH）へマッピングさ
れる。図５Ｂに示されるランダムアクセスチャネル（Random access channel: RACH）は
制御情報に限られている。衝突のリスクがある。ＲＡＣＨは物理ランダムアクセスチャネ
ル（PRACH）へマッピングされる。ＨＡＲＱについて説明する。
【００１２】
　ＨＡＲＱとは自動再送（Automatic Repeat reQuest）と誤り訂正（Forward Error Corr
ection）との組み合わせにより伝送路の通信品質を向上させる技術である。通信品質が変
化する伝送路に対しても再送により誤り訂正が有効に機能するという利点がある。特に再
送にあたって初送の受信結果と再送の受信結果の合成をすることで更なる品質向上を得る
ことも可能である。再送の方法の一例を説明する。受信側にて受信データが正しくデコー
ド出来なかった場合（CRC Cyclic Redundancy Check エラーが発生した場合（CRC=NG））
、受信側から送信側へ「Ｎａｃｋ」を送信する。「Ｎａｃｋ」を受信した送信側はデータ
を再送する。受信側にて受信データが正しくデコードできた場合（CRCエラーが発生しな
い場合（CRC=OK））、受信側から送信側へ「Ａｃｋ」を送信する。「Ａｃｋ」を受信した
送信側は次のデータを送信する。ＨＡＲＱ方式の一例として「チェースコンバイニング」
（Chase Combining）がある。チェースコンバイニングとは初送と再送に同じデータ系列
を送信するもので、再送において初送のデータ系列と再送のデータ系列の合成を行うこと
で利得を向上させる方式である。これは初送データに誤りがあったとしても部分的に正確
なものも含まれており、正確な部分の初送データと再送データとを合成することでより高
精度にデータを送信できるという考え方に基づいている。また、ＨＡＲＱ方式の別の例と
してＩＲ（Incremental Redundancy）がある。ＩＲとは冗長度を増加させるものであり、
再送においてパリティビットを送信することで初送と組み合わせて冗長度を増加させ、誤
り訂正機能により品質を向上させるものである。
【００１３】
　論理チャネル（Logical channel）について（非特許文献１　６章）図６を用いて説明
する。図６は、ＬＴＥ方式の通信システムで使用される論理チャネルを説明する説明図で
ある。図６Ａには下りロジカルチャネルと下りトランスポートチャネル間のマッピングを
示す。図６Ｂには上りロジカルチャネルと上りトランスポートチャネル間のマッピングを
示す。報知制御チャネル（Broadcast control channel: BCCH）は報知システム制御情報
のための下りチャネルである。論理チャネルであるＢＣＣＨはトランスポートチャネルで
ある報知チャネル(BCH)、あるいは下り共有チャネル（DL-SCH）へマッピングされる。ペ
ージング制御チャネル（Paging control channel: PCCH）はページング信号を送信するた
めの下りチャネルである。ＰＣＣＨは移動端末のセルロケーションをネットワークが知ら
ない場合に用いられる。論理チャネルであるＰＣＣＨはトランスポートチャネルであるペ
ージングチャネル(PCH)へマッピングされる。共有制御チャネル（Common control channe
l: CCCH）は移動端末と基地局間の送信制御情報のためのチャネルである。ＣＣＣＨは移
動端末がネットワークとの間でＲＲＣ接続（connection）を持っていない場合に用いられ
る。下り方法では、ＣＣＣＨはトランスポートチャネルである下り共有チャネル（ＤＬ－
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ＳＣＨ）へマッピングされる。上り方向では、ＣＣＣＨはトランスポートチャネルである
上り共有チャネル(UL-SCH)へマッピングされる。
【００１４】
　マルチキャスト制御チャネル（Multicast control channel: MCCH）は１対多の送信の
ための下りチャネルである。ネットワークから移動端末への１つあるいはいくつかのＭＴ
ＣＨ用のＭＢＭＳ制御情報の送信のために用いられるチャネルである。ＭＣＣＨはＭＢＭ
Ｓ受信中の移動端末のみに用いられるチャネルである。ＭＣＣＨはトランスポートチャネ
ルである下り共有チャネル(DL-SCH)あるいはマルチキャストチャネル（MCH）へマッピン
グされる。個別制御チャネル（Dedicated control channel: DCCH）は移動端末とネット
ワーク間の個別制御情報を送信するチャネルである。ＤＣＣＨは上りでは上り共有チャネ
ル（UL-SCH）へマッピングされ、下りでは下り共有チャネル(DL-SCH)にマッピングされる
。個別トラフィックチャネル（Dedicate Traffic channel: DTCH）はユーザ情報の送信の
ための個別移動端末への１対１通信のチャネルである。ＤＴＣＨは上り・下りともに存在
する。ＤＴＣＨは上りでは上り共有チャネル(UL-SCH)へマッピングされ、下りでは下り共
有チャネル（DL-SCH）へマッピングされる。マルチキャストトラフィックチャネル（Mult
icast Traffic channel: MTCH）はネットワークから移動端末へのトラフィックデータ送
信のための下りチャネルである。ＭＴＣＨはＭＢＭＳ受信中の移動端末のみに用いられる
チャネルである。ＭＴＣＨは下り共有チャネル(DL-SCH)あるいはマルチキャストチャネル
(MCH)へマッピングされる。
【００１５】
　ＧＣＩとは、グローバルセル識別子（Global Cell Identity）のことである。ＬＴＥ及
びＵＭＴＳ（Universal Mobile Telecommunication System）においてＣＳＧセル（Close
d Subscriber Group cell）が導入される。ＣＳＧについて以下説明する（非特許文献７
　３．１章）。ＣＳＧ（Closed Subscriber Group）とは、利用可能な加入者をオペレー
タが特定しているセルである（特定加入者用セル）。特定された加入者は、ＰＬＭＮ（Pu
blic Land Mobile Network）のひとつ以上のＥ-ＵＴＲＡＮセルにアクセスすることが許
可される。特定された加入者がアクセスを許可されている１つ以上のＥ－ＵＴＲＡＮセル
を“ＣＳＧ　ｃｅｌｌ（ｓ）”とよぶ。ただし、ＰＬＭＮにはアクセス制限がある。ＣＳ
Ｇセルとは、固有のＣＳＧアイデンティティ（CSG identity: CSG ID，CSG-ID）を報知す
るＰＬＭＮの一部である。あらかじめ利用登録し、許可された加入者グループのメンバー
は、アクセス許可情報であるところのＣＳＧ－ＩＤを用いてＣＳＧセルにアクセスする。
ＣＳＧ－ＩＤはＣＳＧセルかセルによって報知される。移動体通信システムにＣＳＧ－Ｉ
Ｄは複数存在する。そして、ＣＳＧ－ＩＤは、ＣＳＧ関連のメンバーのアクセスを容易に
するために端末（UE）によって使用される。ＣＳＧセルあるいはセルによって報知される
情報をＣＳＧ－ＩＤの代わりにトラッキングエリアコード（Tracking Area Code　TAC）
にすることが３ＧＰＰ会合において議論されている。移動端末の位置追跡は、１つ以上の
セルからなる区域を単位に行われる。位置追跡は、通信をしていない状態（待受け状態）
であっても移動端末の位置を追跡し、呼び出す（移動端末が着呼する）ことを可能にする
ためである。この移動端末の位置追跡のための区域をトラッキングエリアとよぶ。ＣＳＧ
ホワイトリスト（CSG White List）とは、加入者が属するＣＳＧセルのすべてのＣＳＧ 
ＩＤが記録されている、ＵＳＩＭに格納されたリストである。移動端末内のホワイトリス
トは上位レイヤによって与えられる。これによりＣＳＧセルの基地局は移動端末に無線リ
ソースの割り当てを行う。
【００１６】
　「適切なセル」（Suitable cell）について以下説明する（非特許文献7　4.3章）。「
適切なセル」（Suitable cell）とは、ＵＥが通常（normal）サービスを受けるためにキ
ャンプオン（Camp ON）するセルである。そのようなセルは、（１）セルは選択されたＰ
ＬＭＮか登録されたＰＬＭＮ、または「Ｅｑｕｉｖａｌｅｎｔ　ＰＬＭＮリスト」のＰＬ
ＭＮの一部であること、（２）ＮＡＳ（non-access stratum）によって提供された最新情
報にてさらに以下の条件を満たすこと、（一）そのセルが禁じられた（barred）セルでな
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いこと。（二）そのセルが“ローミングのための禁止されたＬＡｓ”リストの一部ではな
く、少なくとも１つのトラッキングエリア（Tracking Area:TA）の一部であること。その
場合、そのセルは上記（１）を満たす必要がある、（三）そのセルが、セル選択評価基準
を満たしていること、（四）そのセルが、ＣＳＧセルとしてシステム情報（System Infor
mation: SI）によって特定されたセルに関しては、ＣＳＧ－ＩＤはＵＥの「ＣＳＧホワイ
トリスト」（CSG WhiteList）の一部であること（UEのCSG WhiteList中に含まれること）
。
【００１７】
　「アクセプタブルセル」（Acceptable cell）について以下説明する（非特許文献７　
４．３章）これは、ＵＥが限られたサービス（緊急通報）を受けるためにキャンプオンす
るセルである。そのようなセルは以下のすべての要件を充足するものとする。つまり、Ｅ
－ＵＴＲＡＮネットワークで緊急通報を開始するための最小のセットの要件を以下に示す
。（１）そのセルが禁じられた（barred）セルでないこと。（２）そのセルが、セル選択
評価基準を満たしていること。
【００１８】
　セルにキャンプオン（camp on）するとは、ＵＥがセル選択／再選択（cell selection/
reselection）処理を完了し、ＵＥがシステム情報とページング情報をモニタするセルを
選択した状態である。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【００１９】
【非特許文献１】３ＧＰＰ　ＴＳ３６．３００　Ｖ８．６．０
【非特許文献２】３ＧＰＰ　Ｒ１－０７２９６３
【非特許文献３】３ＧＰＰ　ＴＲ　Ｒ３．０２０　Ｖ０．６．０
【非特許文献４】３ＧＰＰ　Ｒ２－０８２８９９
【非特許文献５】３ＧＰＰ　Ｒ２－０８３４９４
【非特許文献６】３ＧＰＰ　ＴＳ３６．３３１　Ｖ８．３．０
【非特許文献７】３ＧＰＰ　ＴＳ３６．３０４　Ｖ８．３．０
【非特許文献８】３ＧＰＰ　Ｒ２―０８４３４６
【非特許文献９】３ＧＰＰ　Ｓ１－０８３４６１
【非特許文献１０】３ＧＰＰ　Ｒ２－０９３９５０
【非特許文献１１】３ＧＰＰ　Ｒ２－０９３８６４
【非特許文献１２】３ＧＰＰ　Ｒ２－０９３１３８
【非特許文献１３】３ＧＰＰ　ＴＳ３６．２１３
【非特許文献１４】３ＧＰＰ　ＴＳ３６．１０１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２０】
　ＣＳＧ（Closed Subscriber Group cell）セルは、マンションや学校、会社などへ数多
く設置されることが要求される。たとえば、マンションでは部屋ごと、学校では教室ごと
、会社ではセクションごとにＣＳＧセルを設置し、各ＣＳＧセルに登録したユーザのみが
該ＣＳＧセルを使用可能とするような使用方法が要求されている。さらには、ＣＳＧセル
は可搬なサイズ、重量を想定しており、これらＣＳＧセルの設置や撤去は頻繁にかつ柔軟
に行われることも要求される。このような要求を考慮すると、ある地点においては同時に
多数のＣＳＧセルからの電波が送信されることになる。つまり、マンションや学校、会社
などでは、移動端末が多数のＣＳＧセルからの電波が届く位置にいる状況が発生する。
【００２１】
　また、ＣＳＧセルは、ｎｏｎ－ＣＳＧセルからの電波がとどかない場所へ設置され、該
ＣＳＧセルを介して移動端末との通信を可能とすることが要求される。例えば、現在、マ
ンションの部屋がｎｏｎ－ＣＳＧセルからの電波がとどかないような状況が多くある。こ
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のような場合に、マンションの部屋ごとにＣＳＧセルが設置され、部屋ごとのＣＳＧセル
でそれぞれＣＳＧが構成されてＣＳＧ－ＩＤが与えられる。例えば各部屋の住人が所有す
る移動端末はそれぞれの部屋のＣＳＧセルにユーザアクセス登録する場合が考えられる。
このような状況においては、移動端末はｎｏｎ－ＣＳＧセルからの電波は届かず、数多く
のＣＳＧセルからの電波が届くような場所に存在するようになる。また、このような場合
に、電波伝搬環境によっては、ユーザアクセス登録したＣＳＧセルからの電波が移動端末
に届かなかったり、届いたとしても他のＣＳＧセルよりも受信電力が弱かったりする場合
が多発する。
【００２２】
　このように、多数のＣＳＧセルからの電波が届く位置にいる移動端末の場合、多くのア
クセス不可能なＣＳＧセル（つまりユーザアクセス登録していないＣＳＧセル）を延々と
サーチやセル選択を繰り返す状況が生じる。このような場合、システムに制御遅延や無線
リソースの使用効率及びシグナリング効率の低下を引き起こす。また、セルサーチを繰り
返す移動端末の消費電力が大きくなるという問題が生じる。これらの問題は前述したよう
な将来のＣＳＧセルの配置状況を想定すると重要な問題となる。本発明はこれらの問題を
解消するためになされたものである。
【課題を解決するための手段】
【００２３】
　本発明にかかる移動体通信システムは、閉じた加入者グループのＣＳＧに属するＣＳＧ
セルに設けられた基地局であるＣＳＧ基地局から他のセルに設けられた基地局、または他
のセルに設けられた基地局からＣＳＧ基地局に移動端末がハンドオーバする移動体通信シ
ステムであって、ハンドオーバする移動端末が、ＣＳＧに属するＣＳＧ端末である場合と
、ＣＳＧに属さない非ＣＳＧ端末である場合とで、ハンドオーバの手順を異ならせること
を特徴とする。
【００２４】
　本発明にかかるＣＳＧ基地局は、閉じた加入者グループのＣＳＧに属するＣＳＧセルに
設けられた基地局であり、他のセルに設けられた基地局に移動端末がハンドオーバする、
または他のセルに設けられた基地局から移動端末がハンドオーバするＣＳＧ基地局であっ
て、ハンドオーバする移動端末が、ＣＳＧに属するＣＳＧ端末である場合と、ＣＳＧに属
さない非ＣＳＧ端末である場合とで、ハンドオーバの手順を異ならせることを特徴とする
。
【００２５】
　本発明にかかる移動端末は、閉じた加入者グループのＣＳＧに属するＣＳＧセルに設け
られた基地局であるＣＳＧ基地局から他のセルに設けられた基地局、または他のセルに設
けられた基地局からＣＳＧ基地局にハンドオーバする移動端末であって、ハンドオーバす
る移動端末が、ＣＳＧに属するＣＳＧ端末である場合と、ＣＳＧに属さない非ＣＳＧ端末
である場合とで、ハンドオーバの手順を異ならせることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明によれば、移動端末は、アクセスが許可された特定加入者用セルのリストを入手
することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】ＬＴＥ方式の通信システムの構成を示す説明図である。ＬＴＥ方式の通信システ
ムの構成を示す説明図である。
【図２】ＬＴＥ方式の通信システムで使用される無線フレームの構成を示す説明図である
。
【図３】ＭＢＳＦＮ（Multimedia Broadcast multicast service Single Frequency Netw
ork）フレームの構成を示す説明図である。
【図４】ＬＴＥ方式の通信システムで使用される物理チャネルを説明する説明図である。
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【図５】ＬＴＥ方式の通信システムで使用されるトランスポートチャネルを説明する説明
図である。
【図６】ＬＴＥ方式の通信システムで使用される論理チャネルを説明する説明図である。
【図７】現在３ＧＰＰで議論されている移動体通信システムの全体的な構成を示すブロッ
ク図である。
【図８】本発明に係る移動端末３１１の構成を示すブロック図である。
【図９】本発明に係る基地局３１２の構成を示すブロック図である。
【図１０】本発明に係るＭＭＥの構成を示すブロック図である。
【図１１】本発明に係るＨｅＮＢＧＷの構成を示すブロック図である。
【図１２】ＬＴＥ方式の通信システムにおいて移動端末（ＵＥ）が行うセルサーチの概略
を示すフローチャートである。
【図１３】多くのＣＳＧセルが存在する場合のセル概念図である。
【図１４】多数のＨｏｍｅ－ｅＮＢからの電波が届く位置にいる移動端末のセルサーチの
フローチャートである。
【図１５】実施の形態１におけるＰＣＩスプリット情報を報知するシーケンス図である。
【図１６】実施の形態１における移動端末のセルサーチのフローチャートである。
【図１７】実施の形態１の変形例１におけるＰＣＩスプリット情報を報知するシーケンス
図を示す。
【図１８】他周波数レイヤのＰＣＩスプリット情報を報知するシーケンス図である。
【図１９】ｅＮＢのエリア内にＨｏｍｅ－ｅＮＢが存在する場合を示す図である。
【図２０】３ＧＰＰで議論されている、ｎｏｎ－ＣＳＧセルを介してホワイトリストを通
知する方法のシーケンス図である。
【図２１】移動端末が登録したＨｏｍｅ－ｅＮＢ（ＣＳＧセル）がｎｏｎ－ＣＳＧセルの
エリア外となる場合を示す図である。
【図２２】実施の形態３におけるホワイトリストを有しない移動端末が手動検索を起動し
た場合のシーケンス図である。
【図２３】移動端末がｎｏｎ－ＣＳＧセルの傘下ではなく、多数のＣＳＧセルの傘下に居
る場合を示す図である。
【図２４】実施の形態４における手動検索を行った際のシーケンス図である。
【図２５】ＴＡＵリジェクトを送信する前にホワイトリストメッセージを送信する方法の
シーケンス図である。
【図２６】実施の形態５の本変形例１で開示した方法におけるシーケンス図である。
【図２７】同一セルから１回ＴＡＵリジェクトメッセージを受信した場合に、移動端末が
該セルへのＲＲＣコネクションの設立を禁止する方法のシーケンス図である。
【図２８】タイマを設けた場合の移動端末での処理を示す図である。
【図２９】実施の形態７におけるｎ回目のＴＡＵリジェクトメッセージを送信する前にホ
ワイトリストの登録メッセージの送信を行う方法のシーケンス図である。
【図３０】同一セルから１回ＲＲＣコネクションリジェクトメッセージを受信した場合に
、移動端末が該セルへのＲＲＣコネクション要求を禁止する方法のシーケンス図である。
【図３１】移動端末がユーザアクセス登録していないＣＳＧ－ＩＤに属するＣＳＧセルが
ＲＲＣコネクションリジェクトメッセージを送信する前にホワイトリストの登録メッセー
ジを送信する方法のシーケンス図である。
【図３２】実施の形態１１における、ホワイトリスト（更新）メッセージの受信成功/失
敗のＡｃｋ／Ｎａｃｋを返す方法のシーケンス図である。
【図３３】ＲＲＣ接続再設立にかかる移動端末の処理を示すフローチャートである。
【図３４】ＣＳＧセルを導入した際のＲＲＣ接続再設立にかかる移動端末の処理を示すフ
ローチャートである。
【図３５】Ｅ－ＵＴＲＡ内のセルを選択するまでの許容時間のタイマをホワイトリスト有
用とホワイトリスト無用を別個に設けた際のＲＲＣ接続再設立にかかる移動端末の処理を
示すフローチャートである。
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【図３６】ホワイトリスト有用のタイマをＣＳＧセルから通知した際のＲＲＣ接続再設定
にかかる移動端末の処理を示すフローチャートである。
【図３７】ホワイトリスト有用のタイマをＣＳＧセルから通知した際のＲＲＣ接続再設定
にかかる移動端末の処理を示すフローチャートである。
【図３８】従来技術の優先順位に関わる移動端末の処理を示すフローチャートである。
【図３９】優先順位をホワイトリスト有用とホワイトリスト無用を別個に設けた際の移動
端末の処理を示すフローチャートである。
【図４０】優先順位の有効時間をホワイトリスト有用とホワイトリスト無用を別個に設け
た際の移動端末の処理を示すフローチャートである。
【図４１】従来技術のセル再選択手順における移動端末の処理を示すフローチャートであ
る。
【図４２】ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する移動端末が、サービングセルの状態
が良い場合であってもセル再選択のための測定をおこなう周期を用いるセル再選択手順に
おける移動端末の処理を示すフローチャートである。
【図４３】ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する移動端末が、サービングセルの状態
が良い場合であってもセル再選択のための測定をおこなう周期とオフセット値を用いるセ
ル再選択手順における移動端末の処理を示すフローチャートである。
【図４４】ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する移動端末が、サービングセルの状態
が良い場合であってもセル再選択のための測定を行う周期とセル再選択が行えなかった場
合に測定を行う周期を解除するセル再選択手順における移動端末の処理を示すフローチャ
ートである。
【図４５】ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する移動端末が、ホワイトリスト中にＣ
ＳＧ－ＩＤを有する移動端末用のセル再選択を開始するための測定基準を用いるセル再選
択手順における移動端末の処理を示すフローチャートである。
【図４６】ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するＵＥ用とそうでないＵＥ用とで別個
にオフセットを設けてハイブリッドセルへの再選択手順を異ならせた場合の移動端末の処
理を示すフローチャートである。
【図４７】実施の形態１５とオフセットを別個に設ける方法を組合せた場合の移動端末の
セル再選択手順処理を示すフローチャートである。
【図４８】ハイブリッドセルからのセル再選択をし難くするためオフセットを別個に設け
た場合の移動端末のセル再選択手順処理を示すフローチャートである。
【図４９】ハイブリッドセルにおいてＣＳＧメンバーのＵＥをｎｏｎ－ＣＳＧメンバーの
ＵＥより長く留まらせた場合の概念図である。
【図５０】ハイブリッドセルにおけるＰＲＡＣＨ初期送信までの手順例である。
【図５１】セル再選択閾値の差分を用いる場合のハイブリッドセルにおけるＰＲＡＣＨ初
期送信までの手順概要である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　実施の形態１．
　図７は、現在３ＧＰＰにおいて議論されているＬＴＥ方式の移動体通信システムの全体
的な構成を示すブロック図である。現在３ＧＰＰにおいては、ＣＳＧ（Closed Subscribe
r Group）セル（e-UTRANのHome-eNodeB（Home-eNB,HeNB）,UTRANのHome-NB（HNB））とｎ
ｏｎ-ＣＳＧセル（e-UTRANのeNodeB（eNB）、UTRANのNodeB(NB)、GERANのBSS）とを含め
たシステムの全体的な構成が検討されており、ｅ－ＵＴＲＡＮについては、図７の（ａ）
や（ｂ）のような構成が提案されている（非特許文献１、非特許文献３）。図７（ａ）に
ついて説明する。移動端末（ＵＥ）７１は基地局７２と送受信を行う。基地局７２はｅＮ
Ｂ（non-CSGセル）７２－１と、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（CSGセル）７２－２とに分類される。
ｅＮＢ７２－１はＭＭＥ７３とインタフェースＳ１により接続され、ｅＮＢとＭＭＥとの
間で制御情報が通信される。ひとつのｅＮＢに対して複数のＭＭＥが接続される。Ｈｏｍ
ｅ－ｅＮＢ７２－２はＭＭＥ７３とインタフェースＳ１により接続され、Ｈｏｍｅ－ｅＮ
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ＢとＭＭＥとの間で制御情報が通信される。ひとつのＭＭＥに対して複数のＨｏｍｅ－ｅ
ＮＢが接続される。
【００２９】
　次に、図７（ｂ）について説明する。移動端末（ＵＥ）７１は基地局７２と送受信を行
う。基地局７２はｅＮＢ（non-CSGセル）７２－１と、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（CSGセル）７２
－２とに分類される。図７（ａ）と同じように、ｅＮＢ７２－１はＭＭＥ７３とインタフ
ェースＳ１により接続され、ｅＮＢとＭＭＥとの間で制御情報が通信される。ひとつのｅ
ＮＢに対して複数のＭＭＥが接続される。一方、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ７２－２はＨｅＮＢＧ
Ｗ（Home-eNB GateWay）７４を介してＭＭＥ７３と接続される。Ｈｏｍｅ－ｅＮＢとＨｅ
ＧＷはインタフェースＳ１により接続され、ＨｅＮＢＧＷ７４とＭＭＥ７３はインタフェ
ースＳ１＿ｆｌｅｘを介して接続される。ひとつまたは複数のＨｏｍｅ－ｅＮＢ７２－２
がひとつのＨｅＮＢＧＷ７４と接続され、Ｓ１を通して情報が通信される。ＨｅＮＢＧＷ
７４はひとつまたは複数のＭＭＥ７３と接続され、Ｓ１＿ｆｌｅｘを通して情報が通信さ
れる。
【００３０】
　図７（ｂ）の構成を用いて、ひとつのＨｅＮＢＧＷ７４を、同じＣＳＧ－ＩＤに属する
Ｈｏｍｅ－ｅＮＢと接続することによって、例えばレジストレーション情報など、同じ情
報をＭＭＥ７３から同じＣＳＧ－ＩＤに属する複数のＨｏｍｅ－ｅＮＢ７２－２に送信す
る場合、一旦ＨｅＮＢＧＷ７４へ送信し、そこから複数のＨｏｍｅ－ｅＮＢ７２－２へ送
信することで、複数のＨｏｍｅ－ｅＮＢ７２－２に対してそれぞれ直接に送信するよりも
シグナリング効率を高められる。一方、各Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ７２－２がそれぞれ個別の情
報をＭＭＥ７３と通信する場合は、ＨｅＮＢＧＷ７４を介すがそこで情報を加工すること
なく通過（透過）させるだけにしておくことで、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ７２－２とＭＭＥ７３
があたかも直接接続されているように通信することも可能となる。
【００３１】
　図８は、本発明に係る移動端末（図７の端末７１）の構成を示すブロック図である。図
８に示す移動端末の送信処理を説明する。まず、プロトコル処理部８０１からの制御デー
タ、アプリケーション部８０２からのユーザデータが送信データバッファ部８０３へ保存
される。送信データバッファ部８０３に保存されたデータはエンコーダー部８０４へ渡さ
れ、誤り訂正などのエンコード処理が施される。エンコード処理を施さずに送信データバ
ッファ部８０３から変調部８０５へ直接出力されるデータが存在しても良い。エンコーダ
ー部８０４でエンコード処理されたデータは変調部８０５にて変調処理が行われる。変調
されたデータはベースバンド信号に変換された後、周波数変換部８０６へ出力され、無線
送信周波数に変換される。その後、アンテナ８０７から基地局３１２に送信信号が送信さ
れる。また、移動端末３１１の受信処理は以下のとおり実行される。基地局３１２からの
無線信号がアンテナ８０７により受信される。受信信号は、周波数変換部８０６にて無線
受信周波数からベースバンド信号に変換され、復調部８０８において復調処理が行われる
。復調後のデータはデコーダー部８０９へ渡され、誤り訂正などのデコード処理が行われ
る。デコードされたデータのうち、制御データはプロトコル処理部８０１へ渡され、ユー
ザデータはアプリケーション部８０２へ渡される。移動端末の一連の処理は制御部８１０
によって制御される。よって制御部８１０は、図面では省略しているが、各部（801～809
）と接続している。
【００３２】
　図９は、本発明に係る基地局（図７の基地局７２）の構成を示すブロック図である。図
９に示す基地局の送信処理を説明する。ＥＰＣ通信部９０１は、基地局７２とＥＰＣ（MM
E73,HeNBGW74など）間のデータの送受信を行う。他基地局通信部９０２は、他の基地局と
の間のデータの送受信を行う。ＥＰＣ通信部９０１、他基地局通信部９０２はそれぞれプ
ロトコル処理部９０３と情報の受け渡しを行う。プロトコル処理部９０３からの制御デー
タ、またＥＰＣ通信部９０１と他基地局通信部９０２からのユーザデータ及び制御データ
が送信データバッファ部９０４へ保存される。送信データバッファ部９０４に保存された
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データはエンコーダー部９０５へ渡され、誤り訂正などのエンコード処理が施される。エ
ンコード処理を施さずに送信データバッファ部９０４から変調部９０６へ直接出力される
データが存在しても良い。エンコードされたデータは変調部９０６にて変調処理が行われ
る。変調されたデータはベースバンド信号に変換された後、周波数変換部９０７へ出力さ
れ、無線送信周波数に変換される。その後、アンテナ９０８より一つもしくは複数の移動
端末７１に対して送信信号が送信される。また、基地局７２の受信処理は以下のとおり実
行される。ひとつもしくは複数の移動端末３１１からの無線信号がアンテナ９０８により
受信される。受信信号は周波数変換部９０７にて無線受信周波数からベースバンド信号に
変換され、復調部９０９で復調処理が行われる。復調されたデータはデコーダー部９１０
へ渡され、誤り訂正などのデコード処理が行われる。デコードされたデータのうち、制御
データはプロトコル処理部９０３あるいはＥＰＣ通信部９０１、他基地局通信部９０２へ
渡され、ユーザデータはＥＰＣ通信部９０１、他基地局通信部９０２へ渡される。基地局
７２の一連の処理は制御部９１１によって制御される。よって制御部９１１は図面では省
略しているが各部（901～910）と接続している。
【００３３】
　図１０は、本発明に係るＭＭＥ(Mobility Management Entity)の構成を示すブロック図
である。ＰＤＮ　ＧＷ通信部１００１はＭＭＥ７３とＰＤＮ　ＧＷ間のデータの送受信を
行う。基地局通信部１００２はＭＭＥ７３と基地局７２間をＳ１インタフェースによるデ
ータの送受信を行う。ＰＤＮ　ＧＷから受信したデータがユーザデータであった場合、ユ
ーザデータはＰＤＮ　ＧＷ通信部１００１からユーザプレイン処理部１００３経由で基地
局通信部１００２に渡され、１つあるいは複数の基地局７２へ送信される。基地局７２か
ら受信したデータがユーザデータであった場合、ユーザデータは基地局通信部１００２か
らユーザプレイン処理部１００３経由でＰＤＮ　ＧＷ通信部１００１に渡され、ＰＤＮ　
ＧＷへ送信される。
【００３４】
　ＰＤＮ　ＧＷから受信したデータが制御データであった場合、制御データはＰＤＮ　Ｇ
Ｗ通信部１００１から制御プレイン制御部１００５へ渡される。基地局７２から受信した
データが制御データであった場合、制御データは基地局通信部１００２から制御プレイン
制御部１００５へ渡される。ＨｅＮＢＧＷ通信部１００４は、ＨｅＮＢＧＷ７４が存在す
る場合に設けられ、情報種別によって、ＭＭＥ７３とＨｅＮＢＧＷ７４間のインタフェー
ス（ＩＦ）によるデータの送受信を行う。ＨｅＮＢＧＷ通信部１００４から受信した制御
データはＨｅＮＢＧＷ通信部１００４から制御プレイン制御部１００５へ渡される。制御
プレイン制御部１００５での処理の結果は、ＰＤＮ　ＧＷ通信部１００１経由でＰＤＮ　
ＧＷへ送信される。また、制御プレイン制御部１００５で処理された結果は、基地局通信
部１００２経由でＳ１インタフェースにより１つあるいは複数の基地局７２へ送信され、
またＨｅＮＢＧＷ通信部１００４経由で１つあるいは複数のＨｅＮＢＧＷ７４へ送信され
る。
【００３５】
　制御プレイン制御部１００５には、ＮＡＳセキュリティ部１００５－１、ＳＡＥベアラ
コントロール部１００５－２、アイドルステート（Idle State）モビリティ管理部１００
５―３などが含まれ、制御プレインに対する処理全般を行う。ＮＡＳセキュリティ部１０
０５―１はＮＡＳ（Non-Access Stratum）メッセージのセキュリティなどを行う。ＳＡＥ
ベアラコントロール部１００５―２はＳＡＥ（System Architecture Evolution）のベア
ラの管理などを行う。アイドルステートモビリティ管理部１００５―３は、待受け（LTE
‐IDLE状態、単にアイドルとも称される）状態のモビリティ管理、待受け状態時のページ
ング信号の生成及び制御、傘下の１つあるいは複数の移動端末７１のトラッキングエリア
（TA）の追加、削除、更新、検索、トラッキングエリアリスト（TA List）管理などを行
う。ＭＭＥはＵＥが登録されている（registered）追跡領域（トラッキングエリア：trac
king Area: TA）に属するセルへページングメッセージを送信することで、ページングプ
ロトコルに着手する。ＭＭＥに接続されるＨｏｍｅ－ｅＮＢ７２－２のＣＳＧの管理やＣ
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ＳＧ－ＩＤの管理、そしてホワイトリスト管理を、アイドルステートモビリティ管理部１
００５―３で行っても良い。ＣＳＧ－ＩＤの管理では、ＣＳＧ－ＩＤに対応する移動端末
とＣＳＧセルの関係が管理（追加、削除、更新、検索）される。例えば、あるＣＳＧ－Ｉ
Ｄにユーザアクセス登録された一つまたは複数の移動端末と該ＣＳＧ－ＩＤに属するＣＳ
Ｇセルの関係であっても良い。ホワイトリスト管理では、移動端末とＣＳＧ－ＩＤの関係
が管理（追加、削除、更新、検索）される。例えば、ホワイトリストには、ある移動端末
がユーザ登録した一つまたは複数のＣＳＧ－ＩＤが記憶されても良い。これらのＣＳＧに
関する管理はＭＭＥ７３の中の他の部分で行われても良いが、アイドルステートモビリテ
ィ管理部１００５―３で行うことで、現在３ＧＰＰ会合で議論されている、ＣＳＧ－ＩＤ
の代わりにトラッキングエリアコード（Tracking Area Code）を用いる方法が効率よく行
える。ＭＭＥ３１３の一連の処理は制御部１００６によって制御される。よって制御部１
００６は図面では省略しているが各部（1001～1005）と接続している。
【００３６】
　図１１は、本発明に係るＨｅＮＢＧＷの構成を示すブロック図である。ＥＰＣ通信部１
１０１はＨｅＮＢＧＷ７４とＭＭＥ７３間をＳ１＿ｆｌｅｘインタフェースによるデータ
の送受信を行う。基地局通信部１１０２はＨｅＮＢＧＷ７４とＨｏｍｅ－ｅＮＢ７２－２
間をＳ１インタフェースによるデータの送受信を行う。ロケーション処理部１１０３は、
ＥＰＣ通信部１１０１経由で渡されたＭＭＥ７３からのデータのうちレジストレーション
情報など、複数のＨｏｍｅ－ｅＮＢに送信する処理を行う。ロケーション処理部１１０３
で処理されたデータは、基地局通信部１１０２に渡され、ひとつまたは複数のＨｏｍｅ－
ｅＮＢ７２－２にＳ１インタフェースを介して送信される。ロケーション処理部１１０３
での処理を必要とせず通過（透過）させるだけのデータは、ＥＰＣ通信部１１０１から基
地局通信部１１０２に渡され、ひとつまたは複数のＨｏｍｅ－ｅＮＢ７２－２にＳ１イン
タフェースを介して送信される。ＨｅＮＢＧＷ７４の一連の処理は制御部１１０４によっ
て制御される。よって制御部１１０４は図面では省略しているが各部（1101～1103）と接
続している。
【００３７】
　次に移動体通信システムにおける一般的なセルサーチ方法の一例を示す。図１２は、Ｌ
ＴＥ方式の通信システムにおいて移動端末（UE）が行うセルサーチから待ち受け動作まで
の概略を示すフローチャートである。移動端末にてセルサーチが開始されると、ステップ
ＳＴ１２０１で周辺の基地局から送信される第一同期信号（P－SS）、第二同期信号（S－
SS）を用いてスロットタイミング、フレームタイミングの同期をとる。Ｐ－ＳＳとＳ－Ｓ
Ｓあわせて、同期信号（SS）にはセル毎に割り当てられたＰＣＩ（Physical Cell Identi
ty）に１対１対応するシンクロナイゼーションコードが割り当てられている。ＰＣＩの数
は現在５０４通りが検討されており、この５０４通りのＰＣＩを用いて同期をとるととも
に、同期がとれたセルのＰＣＩを検出（特定）する。次に同期がとれたセルに対して、ス
テップＳＴ１２０２で、基地局からセル毎に送信される参照信号ＲＳ（Reference Signal
）を検出し受信電力の測定を行う。参照信号ＲＳにはＰＣＩと１対１に対応したコードが
用いられており、そのコードで相関をとることによって他セルと分離できる。ＳＴ１２０
１で特定したＰＣＩから該セルのＲＳ用のコードを導出すことによって、ＲＳを検出し、
ＲＳ受信電力を測定することが可能となる。次にＳＴ１２０３で、ＳＴ１２０２までで検
出されたひとつ以上のセルの中から、ＲＳの受信品質が最も良いセル（例えば、ＲＳの受
信電力が最も高いセル　ベストセル）を選択する。次にＳＴ１２０４でベストセルのＰＢ
ＣＨを受信して、報知情報であるＢＣＣＨを得る。ＰＢＣＨ上のＢＣＣＨには、セル構成
情報が含まれるＭＩＢ（Master Information Block）がのる。ＭＩＢの情報としては、例
えば、ＤＬ（ダウンリンク）システム帯域幅、送信アンテナ数、ＳＦＮ（System Frame N
umber）などがある。
【００３８】
　次に１２０５で、ＭＩＢのセル構成情報をもとに該セルのＤＬ－ＳＣＨを受信して、報
知情報ＢＣＣＨの中のＳＩＢ（System Information Block）１を得る。ＳＩＢ１には該セ
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ルへのアクセスに関する情報や、セルセレクションに関する情報、他のＳＩＢ（SIBk;k≧
2の整数）のスケジューリング情報が含まれる。また、ＳＩＢ１にはＴＡＣ（Tracking Ar
ea Code）が含まれる。また、ＳＩＢ１にはＣＳＧ－ＩＤが含まれていても良い。次にＳ
Ｔ１２０６で、移動端末は、ＳＴ１２０５で受信したＴＡＣと、移動端末が既に保有して
いるＴＡＣと比較する。比較した結果、同じならば、該セルで待ち受け動作に入る。比較
して異なる場合は、移動端末は該セルを通してコアネットワーク（Core Network, EPC）
（ＭＭＥなどが含まれる）へ、ＴＡＵ（Tracking Area Update）を行うためＴＡの変更を
要求する。コアネットワークは、ＴＡＵ要求信号とともに移動端末から送られてくる該移
動端末の識別番号（UE－IDなど）をもとに、ＴＡの更新を行う。コアネットワークはＴＡ
の更新後、移動端末にＴＡＵ受領信号を送信する。移動端末は該セルのＴＡＣで、移動端
末が保有するＴＡＣ（あるいはＴＡＣリスト）を書き換える（更新する）。その後移動端
末は該セルで待ち受け動作に入る。
【００３９】
　ＬＴＥやＵＭＴＳ（Universal Mobile Telecommunication System）においては、ＣＳ
Ｇ（Closed Subscriber Group）セルの導入が検討されている。前述したように、ＣＳＧ
セルに登録したひとつまたは複数の移動端末のみにアクセスが許される。ＣＳＧセルと登
録されたひとつまたは複数の移動端末がひとつのＣＳＧを構成する。このように構成され
たＣＳＧにはＣＳＧ－ＩＤと呼ばれる固有の識別番号が付される。なお、ひとつのＣＳＧ
には複数のＣＳＧセルがあっても良い。移動端末はどれかひとつのＣＳＧセルに登録すれ
ばそのＣＳＧセルが属するＣＳＧの他のＣＳＧセルにはアクセス可能となる。また、ＬＴ
ＥでのＨｏｍｅ－ｅＮＢやＵＭＴＳでのＨｏｍｅ－ＮＢがＣＳＧセルとして使われること
がある。ひとつのＣＳＧ－ＩＤに含まれるひとつまたは複数のＣＳＧセルは同じＴＡに属
する。このため、ひとつのＣＳＧ－ＩＤに含まれるひとつまたは複数のＣＳＧセルは同じ
ＴＡＣを報知情報にのせて傘下の移動端末に報知する。ＣＳＧセルに登録した移動端末は
、ホワイトリストを有する。具体的にはホワイトリストはＳＩＭ／ＵＳＩＭに記憶される
。ホワイトリストには、移動端末が登録したＣＳＧセルのＣＳＧ情報がのる。ＣＳＧ情報
として具体的には、ＣＳＧ－ＩＤ、ＴＡＩ（Tracking Area Identity）、ＴＡＣなどが考
えられる。ＣＳＧ－ＩＤとＴＡＣが対応づけられていれば、どちらか一方で良い。また、
ＣＳＧ－ＩＤやＴＡＣとＧＣＩ（Global Cell Identity）が対応付けられていればＧＣＩ
でもよい。以上から、ホワイトリストを有しない（本発明においては、ホワイトリストが
空（empty）の場合も含める）移動端末は、ＣＳＧセルにアクセスすることは不可能であ
り、ｎｏｎ－ＣＳＧセルのみにしかアクセスできない。一方、ホワイトリストを有する移
動端末は、登録したＣＳＧ－ＩＤのＣＳＧセルにも、ｎｏｎ－ＣＳＧセルにもアクセスす
ることが可能となる。
【００４０】
　移動端末が、多くのＣＳＧセルが存在する場所でセルサーチをした場合問題が生じる。
図１３に多くのＣＳＧセルが存在する場合のセル概念図を示す。図中、１３０１はｅＮＢ
によるｎｏｎ－ＣＳＧセル、１３０２はＨｏｍｅ－ｅＮＢによるＣＳＧセルを示す。１３
０３は移動端末である。ＣＳＧセルは、マンションや学校、会社などへ数多く設置される
ことが要求される。マンションでは各部屋ごと、学校では各教室ごと、会社では各セクシ
ョン毎にＣＳＧセルを設置し、各ＣＳＧセルに登録したユーザのみが該ＣＳＧセルを使用
可能とするような使用方法が要求されている。さらには、ＣＳＧセルは可搬なサイズ、重
量を想定しており、これらＣＳＧセルの設置や撤去は頻繁にかつ柔軟に行われることも要
求される。このような要求を考慮すると、ある地点においては同時に多数のＣＳＧセルか
らの電波が送信されることになる。つまり、マンションや学校、会社などでは、図１３に
示すような、移動端末１３０３が多数のＣＳＧセルからの電波が届く位置にいる状況が発
生する。そしてこのような状況では、ホワイトリストを有する移動端末と、ホワイトリス
トを有しない移動端末が存在することになる。この状況において、移動端末がセルサーチ
を行った場合を考える。
【００４１】
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　図１４に、多数のＣＳＧセルからの電波が届く位置にいる移動端末のセルサーチのフロ
ーチャートの一例を示す。移動端末がセルサーチを開始すると、図１２において一般的な
場合として説明した動作を行う。ＳＴ１４０１で第一同期信号Ｐ－ＳＳ、第二同期信号Ｓ
－ＳＳで同期、ＰＣＩ（Physical Cell Identity）の検出（特定）を行う。ＳＴ１４０２
でＲＳ検出しＲＳの受信電力を測定する。ＳＴ１４０３でベストセルの選択を行い、ＳＴ
１４０４で選択したセルのＰＢＣＨ受信、ＭＩＢ情報を得る。ＳＴ１４０５でＤＬ－ＳＣ
Ｈを受信して、ＳＩＢ１の情報を得る。そして、ＳＩＢ１のＴＡＣ情報が移動端末保有の
ＴＡＣと同じであれば待ち受け動作に移行する。しかし、同じでない場合は、一般的な場
合で示した動作と異なってくる。前述したように、このような状況では、ホワイトリスト
を有する移動端末と、ホワイトリストを有しない移動端末が存在することになる。ＳＴ１
４０７で、移動端末がホワイトリストを有するかどうか判定する。移動端末がホワイトリ
ストを有する場合、ＳＴ１４０８で、ＳＩＢ１のＴＡＣがホワイトリスト内のＣＳＧ－Ｉ
Ｄ（ＴＡＣ）と同じかどうか判定する。これは、もしＣＳＧ－ＩＤ（ＴＡＣ）が同じでな
い場合、未登録のためそのセルへのアクセスは禁止されるからである。同じであれば登録
済みなので、そのセルへのアクセスが許可され、待ち受け動作に移行する。異なる場合は
未登録のためそのセルへのアクセスはできず、ＳＴ１４０９へ移行する。ＳＴ１４０９で
、移動端末は、そのセルがＣＳＧセルかどうか判定する。ＬＴＥにおいては、各セルの報
知情報のＳＩＢ１に自セルがＣＳＧセルか否かを示すＣＳＧインジケータが含まれる。従
って、ＳＴ１４０９の判定はＳＴ１４０５で得たＳＩＢ１の情報に含まれるＣＳＧインジ
ケータを用いて行うことが可能である。ＣＳＧインジケータがＣＳＧセルであることを示
している場合、ＳＴ１４１０に移行する。ＳＴ１４１０で移動端末は該セルのＰＣＩを記
憶して、以降のセルサーチ、ベストセルの選択時に該セルのＰＣＩを除くように設定する
。これは、該セルがＣＳＧセルであっても移動端末のホワイトリストにはのっていないＣ
ＳＧ－ＩＤ（ＴＡＣ）のセルだからである。移動端末が一度セルサーチやベストセル選択
をしたアクセス不可能ＣＳＧセルのＰＣＩを記憶するのに、アクセス不可ＰＣＩリスト等
を設けて該リストに書き込むようにしても良い。アクセス不可能ＣＳＧセルのＰＣＩは、
タイマを設けてそのタイマ期間が終了したとき、かつ／または新たなＣＳＧ－ＩＤに登録
したときに、リセットもしくは消去するようにすると良い。ＳＴ１４０９の判定で該セル
がＣＳＧセルでない場合、ｎｏｎ－ＣＳＧセルなのでＴＡＵ後待ち受け動作に移行する。
【００４２】
　一方、ＳＴ１４０７で移動端末がホワイトリストを有しない場合、ＳＴ１４０９へ移行
する。ＳＴ１４０９の判定で、該セルがＣＳＧセルでない場合はＴＡＵ後待ち受け動作へ
移行することになるが、ＣＳＧセルである場合は、同様にＳＴ１４１０の処理を行い、再
度セルサーチ、ベストセルの選択動作を行う。再度セルサーチ、ベストセルの選択動作を
行い、ＣＳＧセルが見つかった場合は、再びＳＴ１４０７、ＳＴ１４０９、ＳＴ１４１０
を行うことになり、さらに再びセルサーチ、ベストセルの選択動作を行うことになってし
まう。このように、特にホワイトリストを持たない移動端末は、ＣＳＧセルには絶対アク
セスできないとわかっていても、全てのセルを対象にセルサーチ、ベストセルの選択を行
うため、図１３で示したような、多くのＨｏｍｅ－ｅＮＢからの電波が届く位置にいる移
動端末の場合、多くのＣＳＧセルをサーチ、ベストセル選択してしまう可能性が高く、Ｓ
Ｔ１４０１、ＳＴ１４０２、ＳＴ１４０３、ＳＴ１４０４、ＳＴ１４０５、ＳＴ１４０６
、ＳＴ１４０７、ＳＴ１４０９、ＳＴ１４１０の動作を何度も繰り返すことになり、待ち
受け動作に入るまでに、多大な時間がかかってしまい、システムとして大きな制御遅延が
発生するという問題が生じてしまう。また、セルサーチを繰り返せざるを得ない移動端末
においては消費電力が膨大になってしまうという問題が生じる。この問題は、例えＳＴ１
４１０で移動端末がアクセスできないＣＳＧセルのＰＣＩを記憶して、以降のセルサーチ
、ベストセルの選択時に該セルのＰＣＩを除くように設定する処理を行ったとしても生じ
てしまう。この問題は、前述したような将来のＣＳＧセルの配置状況を想定するとシリア
スな問題となる。
【００４３】
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　このような問題を解決するため、３ＧＰＰでは、全ＰＣＩ（Physical Cell Identity）
を、ＣＳＧセル用とｎｏｎ－ＣＳＧセル用とに分割（ＰＣＩスプリットと称する）するこ
とが議論されている（非特許文献４）。全ＰＣＩをＣＳＧセル用とｎｏｎ－ＣＳＧセル用
とに分割することで、セルサーチ時にホワイトリストを有しない移動端末は、ｎｏｎ－Ｃ
ＳＧセル用のＰＣＩを用いてＰ－ＳＣＨ、Ｓ－ＳＣＨ同期を行い、ＰＣＩを特定すればよ
くなるので、ＣＳＧセルをサーチすることはなくなる。しかし、移動端末はセルサーチを
行う前にはいつもＰＣＩスプリット情報を認識していなければならない。このため、３Ｇ
ＰＰではＰＣＩスプリット範囲を固定にする、つまりＣＳＧセルに割り当てるＰＣＩの範
囲とｎｏｎ－ＣＳＧセルに割り当てるＰＣＩの範囲をあらかじめ決めておくことが提案さ
れている。例えば、ＰＣＩ＃０～＃４９まではＣＳＧセルに割り当て、ＰＣＩ＃５０～＃
５０３まではｎｏｎ－ＣＳＧセルに割り当てるようにあらかじめ決めておき、規格書に記
載しておく。こうすることによって、移動端末はセルサーチを行う前にいつもこの値を認
識することが可能となり、セルサーチ時に、ホワイトリストを有しない移動端末が、無駄
にＣＳＧセルをサーチすることをなくすことが可能となる。
【００４４】
　しかし、上記のように、ＣＳＧセルに割り当てるＰＣＩの範囲とｎｏｎ－ＣＳＧセルに
割り当てるＰＣＩの範囲をあらかじめ決めておく方法は、前述したＨｏｍｅ－ｅＮＢへの
要求に対して満足できないものである。すなわち、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢは可搬なサイズ、重
量を想定しており、これらＨｏｍｅ－ｅＮＢの設置や撤去は頻繁にかつ柔軟に行われるこ
とが要求される。この要求を考慮したとき、ＣＳＧセルの数は、オペレータ、周波数レイ
ヤ、設置場所、時刻などさまざまな状況によって異なることになる。従って、ＰＣＩスプ
リット情報をあらかじめ決めておくことは、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢの柔軟かつ頻繁な設置や撤
去によって変わるＣＳＧセル数に対応できないという問題が生じる。
【００４５】
　この問題を解決するため、ＰＣＩスプリット情報をセルサーチから待ちうけの動作に必
要最小限受信する報知情報にのせて傘下の移動端末に報知する方法を開示する。図１５に
、ＬＴＥ方式の通信システムにおける、ＰＣＩスプリット情報を報知するシーケンス図を
示す。例えばＬＴＥ方式の通信システムにおいては、セルサーチから待ちうけの動作に必
要最小限受信する報知情報として、ＳＩＢ１がある。全基地局（Home-eNB（CSGセル）とe
NB（non-CSGセル））は、ＰＣＩスプリット情報をＳＩＢ１に入れ、ＳＩＢ１を含むＢＣ
ＣＨをＤＬ－ＳＣＨにマッピングする。そして全基地局は各々、傘下の移動端末（UE）に
対して、ＤＬ－ＳＣＨを送信し、ＳＩＢ１に入れたＰＣＩスプリット情報を報知する。こ
こでは、全基地局が送信するＰＣＩスプリット情報として、自セルが属する周波数レイア
のＰＣＩスプリット情報とする。次に、図１６に本方法における移動端末のセルサーチの
フローチャートを示す。移動端末がセルサーチを開始する。まず、ＳＴ１６０１で移動端
末はＰＣＩスプリット情報をもっているかどうか判定する。例えば電源オン時、まだＰＣ
Ｉスプリット情報を持っていないときは、ＳＴ１６０２へ移行する。ＳＴ１６０２へ移行
した移動端末は、図１４で示したフローチャートについて記載した方法を行い、ＳＴ１６
０２～ＳＴ１６１１の処理を行う。ここで、図１４に示したフローチャートと異なる点は
、ＳＴ１６０６でＤＬ－ＳＣＨで送られてくるＳＩＢ１に入っているＰＣＩスプリット情
報を受信する処理を行うことであり。ＰＣＩスプリット情報を受信した移動端末は、該Ｐ
ＣＩスプリット情報を記憶する。ＰＣＩスプリット情報リストを設け、そのリストにＰＬ
ＭＮや周波数レイヤとともに記憶しておいても良い。該リストに記憶されたＰＣＩスプリ
ット情報は、報知情報が修正されたとき書換えを行うようにする。
【００４６】
　また、該リストに記憶されたＰＣＩスプリット情報は電源オフ／オン時、周波数レイヤ
間のリセレクションを行ったとき、他システム間のリセレクションを行ったときにリセッ
トもしくは消去を行うようにすると良い。ＳＴ１６０６でＰＣＩスプリット情報を得た移
動端末は、ＳＴ１６１１に進んだ場合、その次のセルサーチ、ベストセル選択時にＳＴ１
６０１で該ＰＣＩスプリット情報を利用することが可能となる。移動端末はＳＴ１６０１
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でＰＣＩスプリット情報をもつと判定し、ＳＴ１６１２に移行する。ＳＴ１６１２に移行
した移動端末はホワイトリストを有するかどうか判定する。ホワイトリストを有する場合
は、ＳＴ１６０２に移行して、再度ＳＴ１６０２～ＳＴ１６１１の動作を行う。しかし、
ホワイトリストを有しない移動端末は、ＳＴ１６１３へ移行し、１回目のセルサーチのＳ
Ｔ１６０６で得たＰＣＩスプリット情報により、ｎｏｎ－ＣＳＧセルのＰＣＩを用いてＰ
－ＳＳ、Ｓ－ＳＳ同期を行いＰＣＩを検出（特定）する。ＰＣＩを特定した移動端末は、
ＳＴ１６１４へ移行し、ＳＴ１６１４～ＳＴ１６１８の処理を行う。この処理は一般的な
セルサーチにおける処理と同じとなる。ここで重要なのは、ｎｏｎ－ＣＳＧセルのＰＣＩ
を用いてＰ－ＳＳ、Ｓ－ＳＳ同期を行いＰＣＩを検出（特定）しているため、ＣＳＧセル
はサーチされなくなる、ということである。このため、図１４で示したフローチャートに
ついて記載した方法で生じてしまうホワイトリストを有しない移動端末がＣＳＧセルには
絶対アクセスできないとわかっていてもＳＴ１６０２～ＳＴ１６１１（ST1609を除く）の
動作を何度も繰り返してしまうという問題は解消する。
【００４７】
　さらに、例えば電源オン後１回目のセルサーチ時にＰＣＩスプリット情報を得たホワイ
トリストを有しない移動端末がその後再度セルサーチを行う場合、該移動端末はＰＣＩス
プリット情報をもっているので、ＳＴ１６０１の判定において「イエス」となり、ＳＴ１
６１２へ移行する。ＳＴ１６１２へ移行した該移動端末はＳＴ１６１３～ＳＴ１６１８の
処理を行うことになる。従って、この場合も、図１４で示したフローチャートについて記
載した方法で生じてしまうホワイトリストを有しない移動端末がＣＳＧセルには絶対アク
セスできないとわかっていてもＳＴ１６０２～ＳＴ１６１１（ST1609を除く）の動作を何
度も繰り返してしまうという問題は解消する。
【００４８】
　なお、報知情報ブロックは多種存在する。ＰＣＩスプリット情報をＳＩＢ１の他のＳＩ
Ｂに入れた場合、一般的なセルサーチから待ちうけの動作では受信しない。ＭＩＢ、ＳＩ
Ｂ１の他の報知情報ブロック（SIBk; k≧2の整数）を受信するためには、ＳＩＢ１にのる
他のＳＩＢのスケジューリング情報（割当て情報）を受信する必要があるため、さらに時
間がかかり遅延が生じ、移動端末の消費電力もさらに増大してしまう。セルサーチから待
ちうけの動作に必要最小限受信する報知情報にＰＣＩスプリット情報を入れることによっ
て、移動端末は他の報知情報ブロックを得る必要がなく短時間に低消費電力でＰＣＩスプ
リット情報を得ることが可能となる。システムとしても制御遅延の少ない良好なシステム
を構築することが可能となる。例えばＬＴＥ方式の通信システムにおいては、セルサーチ
から待ちうけの動作に必要最小限受信する報知情報として、ＭＩＢまたはＳＩＢ１である
。
【００４９】
　本実施の形態で開示した、ＰＣＩスプリット情報を報知情報のＳＩＢ１にのせて傘下の
移動端末に報知する方法を用いることによって、ホワイトリストを有しない移動端末は２
回目以降のセルサーチを行う際に無駄にＣＳＧセルをサーチすることをなくすことが可能
となる。このため、セルサーチから待ち受け動作に入るまでに、多大な時間がかかってし
まい、システムとして大きな制御遅延が発生するという問題や、移動端末において消費電
力が膨大になってしまうという問題を解消できる。したがって、将来の多大な数のＨｏｍ
ｅ－ｅＮＢの設置の要求や、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢの設置や撤去が頻繁にかつ柔軟に行われる
ことによって生じるＣＳＧセル数の柔軟な変更への対応の要求にこたえられる移動体通信
システムを構築することが可能となる。
【００５０】
　本実施の形態で開示した、全てのセル（non-CSGセルとCSGセル）がＰＣＩスプリット情
報をセルサーチから待ちうけの動作に必要最小限受信する報知情報にのせて傘下の移動端
末に報知する方法を用いることによって、ホワイトリストを有する移動端末においても、
ＣＳＧセルもしくはｎｏｎ－ＣＳＧセルを選択的にサーチすることが可能となる。例えば
、ホワイトリストを有する移動端末が、ｎｏｎ－ＣＳＧセルではなくＣＳＧセルへのアク
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セスを優先的に行うようにする場合、ＳＩＢ１を受信して得たＰＣＩスプリット情報を用
いて、優先的にＣＳＧセルをセルサーチすることが可能となる。この場合、図１６に示す
ＳＴ１６１２以降の動作を以下のようにすればよい。移動端末がＳＴ１６１２でホワイト
リストを持っていると判定した場合、ＣＳＧセルのＰＣＩを用いて第一同期信号Ｐ－ＳＳ
、第二同期信号Ｓ－ＳＳの同期を行い、ＰＣＩを検出（特定）する。特定したＰＣＩを用
いて基準信号（RS）を検出し、その受信電力の測定を行う。そして、測定した受信電力を
比較することによってベストセルを選択する。選択したセルのＰＢＣＨを受信してＭＩＢ
を受信し、さらにＤＬ－ＳＣＨを受信してＳＩＢ１を受信する。該ＳＩＢ１上にのるトラ
ッキングエリアコード（Tracking Area Code　TAC）が移動端末保有のものと同じであれ
ば待ち受け動作へ移行し、異なればＳＩＢ１のトラッキングエリアコードＴＡＣが移動端
末が保有するホワイトリスト内のＣＳＧ－ＩＤ（ＴＡＣ）と同じかどうか比較する。同じ
であれば待ち受け動作へ移行する。異なる場合は、再度セルサーチを行う。そして、ＣＳ
ＧセルのＰＣＩを用いてセルサーチを行い、選択するセルが存在しなくなった場合に、ｎ
ｏｎ－ＣＳＧセルのＰＣＩを用いてセルサーチを行う動作を開始するようにする。このよ
うにすれば、優先的にＣＳＧセルのサーチを行うことが可能となり、選択可能なＣＳＧセ
ルがなくなったときにｎｏｎ－ＣＳＧセルへのセルサーチ、セル選択を行うようにするこ
とが可能となる。
【００５１】
　上記では、ホワイトリストを有する移動端末が、ｎｏｎ－ＣＳＧセルではなくＣＳＧセ
ルへのアクセスを優先的に行うようにする場合について説明したが、逆に、ＣＳＧセルで
はなくｎｏｎ－ＣＳＧセルへのアクセスを優先的に行うようにすることも可能である。移
動端末がＳＴ１６１２でホワイトリストを持っていると判定した場合、ｎｏｎ－ＣＳＧセ
ルのＰＣＩを用いてＰ－ＳＳ、Ｓ－ＳＳ同期を行いＰＣＩを検出（特定）する。特定した
ＰＣＩを用いてＲＳ検出しＲＳ受信電力の測定を行う。測定したＲＳ受信電力を比較する
ことによって、ベストセルを選択する。選択したセルのＰＢＣＨを受信してＭＩＢを受信
し、さらにＤＬ－ＳＣＨを受信してＳＩＢ１を受信する。該ＳＩＢ１上にのるＴＡＣが移
動端末保有のＴＡＣと同じであれば待ち受け動作へ移行し、異なれば、ＴＡＵ後待ち受け
動作に移行する。そして、ｎｏｎ－ＣＳＧセルのＰＣＩを用いてセルサーチを行い、選択
するセルが存在しなくなった場合に、ＣＳＧセルのＰＣＩを用いてセルサーチを行う動作
を開始するようにする。このようにすれば、優先的にｎｏｎ－ＣＳＧセルのサーチを行う
ことが可能となり、選択可能なｎｏｎ－ＣＳＧセルがなくなったときにＣＳＧセルへのセ
ルサーチ、セル選択を行うようにすることが可能となる。
【００５２】
　従って、ホワイトリストを有する移動端末においても、２回目以降のセルサーチを行う
際に無駄なセルをサーチすることをなくすことが可能となり、セルサーチから待ち受け動
作に入るまでに、多大な時間がかかってしまい、システムとして大きな制御遅延が発生す
るという問題や、移動端末において消費電力が膨大になってしまうという問題を解消でき
るだけでなく、ＣＳＧセルもしくはｎｏｎ－ＣＳＧセルを選択的にサーチすることが可能
となる。これにより、将来の多大な数のＨｏｍｅ－ｅＮＢの設置の要求や、Ｈｏｍｅ－ｅ
ＮＢの設置や撤去が頻繁にかつ柔軟に行われることによって生じるＣＳＧセル数の柔軟な
変更への対応の要求や、例えばｎｏｎ－ＣＳＧセルよりも登録したＣＳＧセルへ優先的に
アクセスしたい移動端末や、アクセスさせたいシステムの要求などにもこたえられる移動
体通信システムを構築することが可能となる。
【００５３】
　なお、上述した方法では、ＰＣＩスプリット情報を報知情報のＳＩＢ１にのせて傘下の
移動端末に報知する方法を開示したが、ＰＣＩスプリット情報を報知情報のＭＩＢにのせ
て傘下の移動端末に報知する方法としても良い。この方法の場合のシーケンス図は図１５
が適用できる。全基地局（eNBとHome-eNB）は、ＰＣＩスプリット情報をＭＩＢに入れ、
ＭＩＢを含むＢＣＣＨをＰＢＣＨにマッピングする。そして全基地局は傘下の移動端末（
UE）に対して、ＰＢＣＨを送信し、ＭＩＢに入れたＰＣＩスプリット情報を報知する。こ
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こで、全基地局が送信するＰＣＩスプリット情報としては、自セルが属する周波数レイア
のＰＣＩスプリット情報とする。本方法における移動端末のセルサーチのフローチャート
は図１６のＳＴ１６０５とＳＴ１６０６を次のように変更すればよい。基地局からＰＣＩ
スプリット情報はＭＩＢに入れて報知されるため、移動端末はＳＴ１６０５でＰＣＩスプ
リット情報の受信処理を行う。一方、ＳＴ１６０６ではＰＣＩスプリット情報の受信を行
わない。このように変更することによって実現可能となる。ＰＣＩスプリット情報を報知
情報のＭＩＢにのせて傘下の移動端末に報知する方法を用いることによって、前述した効
果を同じように得ることが可能となる。
【００５４】
　実施の形態１の変形例について説明する。実施の形態１では、全てのセル（ＣＳＧセル
とｎｏｎ－ＣＳＧセルからＰＣＩスプリット情報をセルサーチから待ちうけの動作に必要
最小限受信する報知情報にのせて傘下の移動端末に報知する方法を開示した。本変形例１
では、ＣＳＧセルからのみＰＣＩスプリット情報をセルサーチから待ちうけの動作に必要
最小限受信する報知情報にのせて傘下の移動端末に報知する方法を開示する。図１７に、
ＬＴＥ通信方式におけるＰＣＩスプリット情報を報知するシーケンス図を示す。Ｈｏｍｅ
－ｅＮＢは、ＰＣＩスプリット情報をＳＩＢ１に入れ、ＳＩＢ１を含むＢＣＣＨをＤＬ－
ＳＣＨにマッピングする。そしてＨｏｍｅ－ｅＮＢ全基地局は傘下の移動端末（ＵＥ）に
対して、ＤＬ－ＳＣＨを送信し、ＳＩＢ１に入れたＰＣＩスプリット情報を報知する。こ
こでＨｏｍｅ－ｅＮＢが送信するＰＣＩスプリット情報としては、自セルが属する周波数
レイアのＰＣＩスプリット情報とする。一方、ｅＮＢは、ＰＣＩスプリット情報を傘下の
移動端末（ＵＥ）に対して報知しない。本変形例の場合、セルサーチ、ベストセル選択し
たセルが、ＣＳＧセルの場合のみ、移動端末はＰＣＩスプリット情報を得ることが可能と
なる。しかし、この場合でも、ホワイトリストを有しない移動端末は、１度ＣＳＧセルが
ベストセルとして選択されることにより、以降からアクセスできないＣＳＧセルへのセル
サーチ、ベストセル選択といった、図１６におけるＳＴ１６０２～ＳＴ１６１１（ＳＴ１
６０９を除く）の動作を何度も繰り返してしまう、という問題を解消することが可能とな
る。
【００５５】
　本変形例１で開示したＨｏｍｅ－ｅＮＢからのみＰＣＩスプリット情報を報知情報のＳ
ＩＢ１もしくはＭＩＢにのせて傘下の移動端末に報知する方法を用いることによって、実
施の形態１で記載した効果を得られるだけでなく、さらに、ｎｏｎ－ＣＳＧセルからの報
知情報にＣＳＧ用としての新たな情報（ＰＣＩスプリット情報）を送信しなくて済む。こ
れは、既存のＣＳＧを含まないＬＴＥシステム（ｅＵＴＲＡ／ｅＵＴＲＡＮ）での変更が
不要となり、互換性が向上する。
【００５６】
　実施の形態２．
　実施の形態１では、全てのセル（non-CSGセルとCSGセル）がＰＣＩ（Physical Cell Id
entity）スプリット情報をセルサーチから待受けの動作に必要最小限受信する報知情報に
のせて傘下の移動端末に報知する方法を開示した。該ＰＣＩスプリット情報は自セルが属
する周波数レイヤのＰＣＩスプリット情報とした。本実施の形態２では、全ての基地局（
eNBとHome-eNB）が他周波数レイアのＰＣＩスプリット情報を報知情報として傘下の移動
端末に報知する方法を開示する。図１８に、ＬＴＥ方式の通信システムにおける、他周波
数レイヤのＰＣＩスプリット情報を報知するシーケンス図を示す。全基地局（Home-eNBと
eNB）は、自セルが属する周波数レイヤとは異なる他の周波数レイヤのＰＣＩスプリット
情報を報知情報（BCCH）に含める。そして全基地局は傘下の移動端末（UE）に対して、該
報知情報を通知する。従って傘下の移動端末は、サービングセルからの報知情報で他周波
数レイヤのＰＣＩスプリット情報を得ることが可能となる。このため、移動端末は、セル
サーチ、セル選択、セル再選択、ハンドオーバなどの処理のように、他周波数レイヤに関
する処理を必要としたときに、該他周波数レイヤのＰＣＩスプリット情報を使用すること
が可能となる。他周波数レイヤのＰＣＩスプリット情報を使用できるため、例えば周波数
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レイヤ間のセルサーチ、セル選択を行うときに、その動作の１回目のセルサーチ、セル選
択から所望の周波数レイヤのＰＣＩスプリット情報を使用することが可能となる。ホワイ
トリストを有しない移動端末が、セルサーチを行う際にアクセスが不可能であるＣＳＧセ
ルをサーチすることをなくすことが可能となる。このため、他周波数レイヤへのセルサー
チから待ち受け動作に入るまでに、多大な時間がかかってしまい、システムとして大きな
制御遅延が発生するという問題や、移動端末において消費電力が膨大になってしまうとい
う問題を解消できる。従って、将来の多大な数のＨｏｍｅ－ｅＮＢの設置の要求や、Ｈｏ
ｍｅ－ｅＮＢの設置や撤去が頻繁にかつ柔軟に行われることによって生じるＣＳＧセル数
の柔軟な変更への対応の要求にこたえられる移動体通信システムを構築することが可能と
なる。他周波数レイヤは一つであっても良いし、一つ以上であっても良い。その場合、移
動端末はＰＣＩスプリット情報、該周波数の優先順位等を対にして記憶（例えばリストと
して記憶しても良い）しておくと良い。
【００５７】
　本実施の形態２では、自セルが属する周波数レイヤとは異なる他の周波数レイヤのＰＣ
Ｉスプリット情報を報知情報（BCCH）に含めるとした。具体的には、現在３ＧＰＰで議論
中の、自セルと異なる周波数レイヤの報知情報がのる報知情報ブロックであるＳＩＢ５に
追加しても良い。基地局は自セルと異なる周波数レイヤの報知情報がのるＳＩＢ５を含む
ＢＣＣＨをＤＬ－ＳＣＨにマッピングし、傘下の移動端末（UE）に対して、ＤＬ－ＳＣＨ
を送信する。移動端末は該ＳＩＢ５を受信することによって、他周波数レイヤへのセルサ
ーチ、セル選択などの場合に該ＳＩＢ５の中の他周波数レイヤのＰＣＩスプリット情報を
使用することで、短時間に低消費電力で他周波数レイヤへのセルサーチ、セル選択などを
行うことが可能となる。
【００５８】
　また、自セルが属する周波数レイヤとは異なる他の周波数レイヤのＰＣＩスプリット情
報を、個別情報で送信しても良い。例えば、セルは、自セルが属する周波数レイヤとは異
なる他の周波数レイヤのＰＣＩスプリット情報を、個別制御情報（DCCH）に含めて傘下の
移動端末個別に送信しても良い。また、あるセルの傘下の移動端末は、該セルに対して該
ＰＣＩスプリット情報を個別情報で送信するよう個別に要求する要求メッセージを送信し
ても良い。また、例えば、セルは自セルが属する周波数レイヤとは異なる他の周波数レイ
ヤのＰＣＩスプリット情報を、ページング情報（PCCH）に含めて傘下の移動端末個別に送
信しても良い。こうすることによって、各セルは必要に応じて自セルが属する周波数レイ
ヤとは異なる他の周波数レイヤのＰＣＩスプリット情報を送信することが可能となるので
、無線リソースの使用効率の向上を図ることができる。
【００５９】
　なお、実施の形態１、２では、ＰＣＩスプリット情報をｎｏｎ－ＣＳＧセルやＣＳＧセ
ルから移動端末に対して送信する。該ＰＣＩスプリット情報はコアネットワークにて生成
され、ｎｏｎ－ＣＳＧセルやＣＳＧセルを介して移動端末に送信されても良い。この場合
でも上述したのと同等の効果が得られる。
【００６０】
　実施の形態１、２では、ＣＳＧ（Closed Subscriber Group Cell）が用いられるＨｏｍ
ｅ－ｅＮＢやＨｏｍｅ－ＮＢを用いるＬＴＥ（Long Term Evolution）方式の通信システ
ムやＵＭＴＳ（Universal Mobile Telecommunication System）について説明したが、本
発明は、ＣＳＧが用いられないＨｏｍｅ－ＮＢを用いるＵＭＴＳにも適用可能である。Ｐ
ＣＩをＨｏｍｅ－ＮＢとその他のＮＢとで分割し、ＰＣＩスプリット情報として、全ての
基地局（NBとHome-NB）からＰＣＩスプリット情報を報知情報に含めて傘下の移動端末に
報知すればよい。報知情報の中でも、セルサーチ、セル選択に必要な報知情報ブロックに
ＰＣＩスプリット情報を含めて、傘下の移動端末に報知すればよい。これにより、Ｈｏｍ
ｅ－ＮＢに登録していない移動端末が無駄なセルサーチ、セル選択を行うことがなくなり
、セルサーチから待ち受け動作に入るまでに、多大な時間がかかってしまい、システムと
して大きな制御遅延が発生するという問題や、移動端末において消費電力が膨大になって
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しまうという問題を解消できる。従って、将来Ｈｏｍｅ－ＮＢの設置が多数になった場合
や、Ｈｏｍｅ－ＮＢの設置や撤去が頻繁にかつ柔軟になった場合の対応に対する要求にこ
たえられる移動体通信システムを構築することが可能となる。
【００６１】
　実施の形態３．
　将来の多大な数のＣＳＧ（Closed Subscriber Group）セルの設置の要求や、ＣＳＧセ
ルの設置や撤去が頻繁にかつ柔軟に行われることによって生じるＣＳＧセル数の柔軟な変
更への対応の要求にこたえられる移動体通信システムを構築するため、実施の形態１およ
び２では、ＰＣＩスプリット情報の送受信の方法について開示した。本実施の形態では、
多大な数のＣＳＧセルの設置や、ＣＳＧセルの設置や撤去が頻繁にかつ柔軟に行われるこ
とによって生じる、ホワイトリストの運用における問題点を示し、その問題点を解消する
方法について開示する。
【００６２】
　現在、３ＧＰＰにおいて、ＬＴＥシステムにおける、移動端末がＣＳＧセルへ登録した
場合のホワイトリストの入手方法について議論されている（非特許文献５）。３ＧＰＰに
おいては、移動端末がｎｏｎ－ＣＳＧセルを介してホワイトリストを通知される方法が同
意されている。図１９に、ｅＮＢ（non-CSGセル）のエリア内にＨｏｍｅ－ｅＮＢ（CSGセ
ル）が存在する場合を示す。移動端末（UE）はＣＳＧセルのエリア内にいる。図ではｎｏ
ｎ－ＣＳＧセル内にＣＳＧセルは一つだが、複数のＣＳＧセルが存在しても良い。このよ
うな状況におけるホワイトリストの入手方法について説明する。まず、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ
のオーナがネットワークオペレータに、ユーザが所有する移動端末（ＵＥ）をユーザアク
セス登録したことを通知する。その後、ネットワークオペレータは上位レイヤから移動端
末（ＵＥ）にホワイトリストを通知する。ホワイトリストの通知は、ｅＮＢ（ｎｏｎ－Ｃ
ＳＧセル）を介して行われる。
【００６３】
　図２０に、３ＧＰＰで議論されている、ｎｏｎ－ＣＳＧセルを介してホワイトリストを
通知する方法のシーケンス図を示す。図はＬＴＥ方式の通信システムの場合で、図中、"O
wner"はＨｏｍｅ－ｅＮＢのオーナ、"ＣＮ"はコアネットワーク（ＭＭＥ、基地局制御装
置）である。コアネットワークにはＭＭＥなどが含まれている。ユーザが移動端末をＨｏ
ｍｅ－ｅＮＢにユーザアクセス登録すると、ＳＴ２００１で、該Ｈｏｍｅ－ｅＮＢのオー
ナはネットワークオペレータにユーザの所有する移動端末（ＵＥ）が該Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ
にユーザアクセス登録されたことを通知するためコアネットワークへ、例えば、移動端末
の識別番号（ＵＥ－ＩＤ、ＩＭＳＩなど移動端末の識別情報）を送信する。オーナから送
信された移動端末の識別番号（ＵＥ－ＩＤ、ＩＭＳＩなど）を受信したネットワークオペ
レータは、ＳＴ２００２で、該Ｈｏｍｅ－ｅＮＢに対して該移動端末がアクセス可能とす
るよう、コアネットワークから該Ｈｏｍｅ－ｅＮＢへアクセス許可設定要求を送信する。
アクセス許可設定要求を受信した該Ｈｏｍｅ－ｅＮＢは、ＳＴ２００３で、該移動端末か
らのアクセスを許可する設定を行う。次に、ＳＴ２００４でネットワークオペレータは、
コアネットワークから該Ｈｏｍｅ－ｅＮＢが存在しているｎｏｎ－ＣＳＧセルのｅＮＢに
ホワイトリストを送信する。ＳＴ２００５でホワイトリストを受信したｅＮＢは、該移動
端末に対してホワイトリストを通知する。ＳＴ２００６でホワイトリストを通知された該
移動端末は自移動端末内に該ホワイトリストを記憶する。具体的にはＳＩＭ／ＵＳＩＭ（
メモリ、ＣＰＵなどの記憶装置であっても良い）に記憶されることが提案されている。
【００６４】
　ホワイトリストを有しない移動端末は、ＣＳＧセルにアクセスすることは不可能であり
、ｎｏｎ－ＣＳＧセルのみにしかアクセスできない。一方、ホワイトリストを有する移動
端末は、登録したＣＳＧ－ＩＤのＣＳＧセルにも、ｎｏｎ－ＣＳＧセルにもアクセスする
ことが可能となる。
【００６５】
　以上に３ＧＰＰで議論されている、移動端末がＣＳＧセルへ登録した場合のホワイトリ
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ストの入手方法について説明した。しかし、この方法においては、移動端末は、ホワイト
リストをｅＮＢ（ｎｏｎ－ＣＳＧセル）を介して受け取ることになる。これは、移動端末
がｎｏｎ－ＣＳＧセルの傘下にいることが必要条件となってしまう。つまり、移動端末が
ｎｏｎ－ＣＳＧセルの傘下にいないときはホワイトリストを入手することは不可能となっ
てしまう問題が生じる。
【００６６】
　図２１に、移動端末が登録したＨｏｍｅ－ｅＮＢ（ＣＳＧセル）がｎｏｎ－ＣＳＧセル
のエリア外となる場合を示す。移動端末はｎｏｎ－ＣＳＧセルの傘下ではないため、該ｎ
ｏｎ－ＣＳＧセルとの通信ができない。このため、移動端末は、ＣＳＧセルに登録しても
、ホワイトリストを入手できなくなってしまう。ホワイトリストを有しない移動端末はＣ
ＳＧセルへアクセスすることは許可されないため、登録したＣＳＧセルへもアクセスでき
ないことになる。従って、ホワイトリストを有しない移動端末はユーザアクセス登録した
ＣＳＧセルの傘下にいるにもかかわらず、該ＣＳＧセルへセルサーチ、セル選択すらでき
ない状況になる。この問題を解決するために、３ＧＰＰでは、ＣＳＧセルにユーザアクセ
ス登録を行ったｎｏｎ－ＣＳＧセルのエリア外にいる移動端末が手動検索を起動すること
が提案されている（非特許文献５）。非特許文献５には、ＣＳＧセルにユーザアクセス登
録を行ったｎｏｎ－ＣＳＧセルのエリア外にいる移動端末が、まだホワイトリストを有し
ておらず、ユーザアクセス登録したＣＳＧセルのエリア内にいる場合、手動検索を起動す
ることで、ホワイトリストを入手するためにユーザアクセス登録を行った該ＣＳＧセルを
介してコアネットワークにＴＡＵを送信することが記載されている。
【００６７】
　しかし、３ＧＰＰでの提案においては、この手動検索の具体的な方法が示されていない
。どのように該ＣＳＧセルを介してコアネットワークにＴＡＵを送信できるようにするの
かが全く記載されていない。ここでは、その具体的方法を開示することによって、ホワイ
トリストを有しない移動端末がＣＳＧセルにユーザアクセス登録を行った場合に、該ＣＳ
Ｇセルよりホワイトリストを入手できるようにする。図２２に、例えばＬＴＥ方式の通信
システムにおける、ホワイトリストを有しない移動端末が手動検索を起動した場合の具体
的なシーケンス図を開示する。ユーザが移動端末をＣＳＧセル（ここではHome-eNB）にユ
ーザアクセス登録すると、ＳＴ２２０１で、該ＣＳＧセルのオーナはネットワークオペレ
ータにユーザの所有する移動端末（UE）が該ＣＳＧセルにユーザアクセス登録されたこと
を通知するためコアネットワークへ、例えば、移動端末の識別番号（UE-ID,IMSIなど）を
送信する。オーナから送信された移動端末の識別番号（UE-ID,IMSIなど）を受信したネッ
トワークオペレータは、ＳＴ２２０２で、該ＣＳＧセルに対して該移動端末がアクセス可
能とするよう、コアネットワークから該ＣＳＧセルへアクセス許可設定要求を送信する。
アクセス許可設定要求を受信した該ＣＳＧセルは、ＳＴ２２０３で、該移動端末からのア
クセスを許可する設定を行う。
【００６８】
　次に、ＳＴ２２０４で、ＣＳＧセルにユーザアクセス登録した移動端末はＣＳＧセルの
手動検索を起動する。このＣＳＧセルの手動検索において、ホワイトリストを有しない移
動端末が、ユーザアクセス登録したＣＳＧセルにアクセスすることを許可しておく。この
ようにしておくことで、ユーザアクセス登録したＣＳＧセルの傘下にいる移動端末は、該
ＣＳＧセルをセルサーチし、セル選択を行うことが可能となる。該ＣＳＧセルをセル選択
した移動端末は、該ＣＳＧセルから送信されるＴＡＣ（Tracking Area Code）を受信し、
自移動端末内に保有しているＴＡＣと比較する。移動端末はホワイトリストを有していな
いため、自移動端末内に保有するＴＡＣが該ＣＳＧセルから送信されたＴＡＣとは異なる
こととなる。従来は、このようにＴＡＣが異なる場合は、移動端末は該ＣＳＧセルへのＲ
ＲＣコネクションの設立は許されない。そうすると、該ＣＳＧセルへのアクセスは不可能
となり、該ＣＳＧセルを介してコアネットワークにＴＡＵを送信することも不可能となる
。従って、ホワイトリストを入手することができなくなってしまう。しかし、本実施の形
態で開示する方法では、このホワイトリストを得るための手動検索起動時に、ＴＡＣが異
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なる場合にも、移動端末がユーザアクセス登録した該ＣＳＧセルへのＲＲＣコネクション
の要求、さらには、ＴＡＵ（Tracking Area Update）の要求を行えるようにしておく。Ｓ
Ｔ２２０４で手動検索を起動し、該ＣＳＧセルをセル選択した移動端末は、該ＣＳＧセル
へＲＲＣコネクションの要求を送信する。該移動端末からのＲＲＣコネクション要求を受
信した該ＣＳＧセルは、該移動端末がＳＴ２２０３でアクセス許可設定されているためＲ
ＲＣコネクションの設立を許可する。ＲＲＣコネクションの設立を許可された該移動端末
は、ＳＴ２２０５で、該ＣＳＧセルに対して、ＴＡＵ要求を送信する。該ＴＡＵ要求メッ
セージに、移動端末を識別する番号（UE-ID,IMSI等）を一緒に送付しても良い。ＴＡＵ要
求を受信した該ＣＳＧセルは、やはり、該移動端末がアクセス許可設定されているため、
ＳＴ２２０６で、コアネットワークに対してＴＡＵ要求を、移動端末を識別する番号とと
もに送信する。ＳＴ２２０７でコアネットワークは、ＴＡＵを送信してきた該移動端末が
、該ＣＳＧセルに登録した移動端末かどうかのチェックを行う。具体的には、コアネット
ワークは、各ＴＡＣもしくはＣＳＧ－ＩＤ毎にユーザアクセス許可されている移動端末識
別番号のリストを有しておき、該リストに、ＳＴ２２０１でユーザアクセス登録された移
動端末識別番号を書き換えておく（もしくは消去、追加でも良い）ようにする。ＳＴ２２
０７の処理は、例えばＭＭＥ７３で行われる。例えば、図１０に示したＭＭＥ７３のアイ
ドルステートモビリティ管理部１００５－３で行われる。
【００６９】
　ＳＴ２２０７でコアネットワークは、該リストを使用することで、ＴＡＵ（Tracking A
rea Update）を送信してきた該移動端末が、該ＣＳＧセルに登録した移動端末かどうかを
判定することが可能となる。ＳＴ２２０７でＴＡＵを送信してきた該移動端末が該ＣＳＧ
セルに登録した移動端末であると判定したコアネットワークは、ＳＴ２２０８で、該ＣＳ
Ｇセルに対してＴＡＵアクセプトメッセージを送信する。ＴＡＵアクセプトメッセージを
受信した該ＣＳＧセルはＳＴ２２０９で移動端末に対してＴＡＵアクセプトメッセージを
送信する。さらに、ＳＴ２２１０にてコアネットワークは該ＣＳＧセルに対してホワイト
リストを送信し、それを受信した該ＣＳＧセルは、ＳＴ２２１１で、該移動端末に対して
ホワイトリストを送信する。ＳＴ２２１２でホワイトリストと通知された該移動端末は自
移動端末内に該ホワイトリストを記憶する。具体的にはＳＩＭ／ＵＳＩＭに記憶されるこ
とが提案されている。なお、ここでは、ホワイトリストを送信するように記載したが、ホ
ワイトリストそのものでなくてもよく、ホワイトリストに記載される、移動端末がユーザ
アクセス登録したＣＳＧセルのＣＳＧ情報であっても良い。ＣＳＧ情報として具体的には
、ＣＳＧ－ＩＤ、ＴＡＩ、ＴＡＣなどが考えられる。ＣＳＧ－ＩＤとＴＡＩあるいはＴＡ
Ｃが対応づけられていれば、いずれか一つで良い。
【００７０】
　また、ＣＳＧ－ＩＤやＴＡＩあるいはＴＡＣとＧＣＩ（Global Cell Identity）が対応
付けられていれば、ＧＣＩでもよい。また、ホワイトリストそのものでなく、移動端末が
セルサーチ、セル選択の一連の処理で受信したＢＣＣＨ上にあるＴＡＣもしくはＣＳＧ－
ＩＤ情報をホワイトリストに書き込むことを要求するメッセージでもよい。ＳＴ２２１１
でホワイトリストを通知された該移動端末は、ＳＴ２２１２で、自移動端末内に該ホワイ
トリストを記憶する（登録する）。ＳＴ２２１１でホワイトリストではなくＣＳＧ－ＩＤ
が通知された場合は、ホワイトリストに該ＣＳＧ－ＩＤを記憶する。また、ＢＣＣＨ上に
あるＴＡＣもしくはＣＳＧ－ＩＤ情報をホワイトリストに書き込むことを要求された場合
はＴＡＣもしくはＣＳＧ－ＩＤ情報をホワイトリストに記憶する。該ＳＴ２２１２でホワ
イトリストの登録を行った移動端末は、手動検索を起動した場合に限らず、該ＣＳＧセル
へのアクセスが可能となる。なお、ここで説明した該ＣＳＧセルは、同一のＣＳＧ－ＩＤ
に属するＣＳＧセルであればどのＣＳＧセルであっても良い。また、本実施の形態で開示
した方法は、すでにホワイトリストを有する移動端末が、該ホワイトリストを変更（消去
、追加）する場合にも適用することができる。
【００７１】
　ホワイトリストを有しない移動端末がＣＳＧセルにユーザアクセス登録を行った場合に
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おける手動検索の方法を、図２２に示したシーケンスのようにすることで、たとえ該移動
端末がｎｏｎ－ＣＳＧセルの傘下に存在しない場合でも、該ＣＳＧセルよりホワイトリス
トを入手できるようになる。３ＧＰＰで提案されているＨｏｍｅ－ｅＮＢ手動検索は、図
２１で示したように、ホワイトリストを有しない移動端末が、ユーザアクセス登録したＣ
ＳＧセルの傘下にいて、手動検索時に該ＣＳＧセルを選択できることを前提にしている。
このため、該移動端末が、ユーザアクセス登録した該ＣＳＧセルのＣＳＧ－ＩＤに属する
ＣＳＧセルに対してのみ、従来できなかったＲＲＣコネクションの設立さらにはＴＡＵ（
Tracking Area Update）の要求を行えるようにしておけば、手動検索により該移動端末が
該ＣＳＧセルにアクセスでき、ホワイトリストを入手することが可能となる。
【００７２】
　実施の形態４．
　将来の、多大な数のＣＳＧセルの設置や、ＣＳＧセルの設置や撤去が頻繁にかつ柔軟に
行われる場合、実施の形態３に開示した方法だけではホワイトリストを入手することがで
きなくなる場合が生じてしまう。図２３に移動端末がｎｏｎ－ＣＳＧセルの傘下ではなく
、多数のＣＳＧセルの傘下に居る場合を示す。図に示すような状況は、将来、マンション
や学校、会社などへＣＳＧセルが数多く設置された場合に生じる場合がある。ＣＳＧセル
の運用方法として、このようなｎｏｎ－ＣＳＧセルからの電波がとどかない場所への設置
を推進し、ＣＳＧセルを介して通信可能とすることが検討されている。
【００７３】
　例えば、現在、マンションの部屋がｎｏｎ－ＣＳＧセルからの電波がとどかないような
状況が多くある。このような場合に、各部屋にＣＳＧセルが設置され、部屋ごとにＣＳＧ
が構成され、ＣＳＧ－ＩＤが与えられる。例えば各部屋の住人が所有する移動端末はそれ
ぞれの部屋のＣＳＧにユーザアクセス登録する場合が考えられる。このような状況におい
ては、図２３に示すように移動端末はｎｏｎ－ＣＳＧセルからの電波は届かず、数多くの
ＣＳＧセルからの電波が届くような場所に存在するようになる。また、このような場合に
、電波伝搬環境によっては、ユーザアクセス登録したＣＳＧセルからの電波が移動端末に
届かなかったり、届いたとしても他のＣＳＧセルよりも受信電力が弱かったりする場合が
多発する。このような状況下では、移動端末がユーザアクセス登録したＣＳＧセルをセル
選択できなくなってしまう。
【００７４】
　前述した３ＧＰＰにおける提案（非特許文献５）では、ＣＳＧセルにユーザアクセス登
録を行った移動端末が、まだホワイトリストを有しておらず、ユーザアクセス登録したＣ
ＳＧセルのエリア内にいる場合に、手動検索を起動することでユーザアクセス登録を行っ
た該ＣＳＧセルを介してコアネットワークにＴＡＵを送信することを記載しているが、移
動端末が、ユーザアクセス登録したＣＳＧセル（同一のＣＳＧ－ＩＤのＣＳＧセルを含む
）を選択できない場合についての記載は何もなく、また、ＴＡＵがリジェクトされた場合
についての記載も何らされていない。従って、移動端末がユーザアクセス登録したＣＳＧ
セルをセル選択できなくなってしまうような状況においては、３ＧＰＰで提案（非特許文
献５）されている方法ではホワイトリストを入手することが不可能となってしまう、とい
う問題が生じる。
【００７５】
　さらに、ホワイトリストを有しない移動端末がホワイトリストを登録する場合だけでな
く、すでにホワイトリストを有する移動端末が、該ホワイトリストを変更（消去，追加）
する場合にも以下のような問題が生じる。前述した３ＧＰＰにおける提案では、ホワイト
リストを有する移動端末に関しては何らの記載もない。ホワイトリストを有する移動端末
であっても、図２３に示すような状況においては、該移動端末がユーザアクセス登録した
ＣＳＧセルとはＣＳＧ－ＩＤが異なるＣＳＧセル（suitable cellでないセル）を、セル
選択してしまう場合がある。この様な場合も、移動端末が、ユーザアクセス登録したＣＳ
Ｇセル（同一のＣＳＧ－ＩＤのＣＳＧセルを含む）を選択できない場合についての記載が
何もなく、また、ＴＡＵがリジェクトされた場合についての記載も何らされていない３Ｇ
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ＰＰで提案（非特許文献５）されている方法では、ホワイトリストを入手することが不可
能となってしまう、という問題が生じる。３ＧＰＰでの議論では、これらの問題点に関し
ては何ら示唆されておらず、これらの問題に対する解決策も何ら示されていない。
【００７６】
　これらの問題を解決するため、本実施の形態では、ＣＳＧセルにユーザアクセス登録（
以下、変更（消去、追加）を含む）を行った移動端末が手動検索を行った場合、ホワイト
リストの有無にかかわらず、ユーザアクセス登録を行ったＣＳＧセルのＣＳＧ－ＩＤに属
するＣＳＧセルに限らず他のＣＳＧセルにもＲＲＣコネクションの設立およびＣＳＧセル
を介したコアネットワークへのＴＡＵ送信を可能とし、移動端末がどのＣＳＧセルを選択
したとしても選択したＣＳＧセルを介してコアネットワークにＴＡＵを送信可能とする方
法について開示する。
【００７７】
　図２４に、ユーザアクセス登録を行ったＣＳＧセルのＣＳＧ－ＩＤに属するＣＳＧセル
に限らず他のＣＳＧセルにもＲＲＣコネクションを設立可能とし、ＣＳＧセルを介してネ
ットワークにＴＡＵを送信可能とした場合について、手動検索を行った際のシーケンス図
を示す。図は例えばＨｏｍｅ－ｅＮＢを用いるＬＴＥ方式の通信システムについて示して
いる。図について説明する。ここで、移動端末はＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｃ）にユーザアクセ
ス登録を行うこととするが、ＳＴ２４０１～ＳＴ２４０３までは前述と同様の動作なので
説明を省く。図２３のような状況にいる移動端末は、ホワイトリストの登録、変更時に、
ＳＴ２４０４でＨｏｍｅ－ｅＮＢの手動検索を起動する。手動検索を起動した移動端末は
ＳＴ２４０５でセルサーチ、セル選択を行う。図２３に示すような状況の場合、移動端末
はＣＳＧセルをセル選択することになる。セル選択したＣＳＧセルが、ユーザアクセス登
録を行ったＣＳＧセルであろうとなかろうと、移動端末が該ＣＳＧセルへのＲＲＣコネク
ションの設立を可能とし、ＣＳＧセルを介してネットワークにＴＡＵを送信可能とする。
従って、ＳＴ２４０６で移動端末はユーザアクセス登録したＣＳＧセル（ここではＨｏｍ
ｅ－ｅＮＢ（Ｃ））ではないＣＳＧセル（ここではＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ））に対してＲ
ＲＣコネクションの要求を送信し、このＲＲＣコネクションの設立要求を受信したＨｏｍ
ｅ－ｅＮＢ（Ａ）はこの設立要求に対する設立許可を移動端末に送信することで、移動端
末とＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）間でＲＲＣコネクションを設立するようにしておく。次にＳ
Ｔ２４０７、ＳＴ２４０８で移動端末はＴＡＵ要求メッセージを、ユーザアクセス登録し
たＣＳＧセルではないＣＳＧセル（Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ））を介してコアネットワーク
へ送信できるようにしておく。ここで移動端末は移動端末識別番号も送信する。該移動端
末識別番号はＴＡＵ要求メッセージに含めても良いし、ＴＡＵ要求メッセージと一緒にし
ても良いし、別のメッセージとして送信しても良い。また、ユーザアクセス登録したＣＳ
ＧセルではないＣＳＧセルが、手動検索の起動時と他の場合とを区別することが可能とな
るように、移動端末からのＲＲＣコネクション要求メッセージ、ＴＡＵ要求メッセージに
、手動検索起動時である旨の情報を含めるようにしても良い。これによって、ユーザアク
セス登録したＣＳＧセルではないＣＳＧセルが、手動検索起動時に限定して、該移動端末
との間のＲＲＣコネクションの設立、該移動端末からのＴＡＵ要求メッセージの受信、コ
アネットワークへの送信などの一連のメッセージの送受信を可能とすることができる。
【００７８】
　ＴＡＵ要求メッセージを受信したコアネットワークは、やはり受信した該移動端末識別
番号をもとに、該移動端末が、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）のＣＳＧ－ＩＤに属しているかど
うかをチェックする。このチェックの方法は図２２で開示したＳＴ２２０７で説明した方
法が適用できる。Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）が属するＣＳＧ－ＩＤには該移動端末識別番号
が登録されていないため、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）にはアクセス不可能と判定したコアネ
ットワークは、ＳＴ２４１０、ＳＴ２４１１において、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）を介して
該ＴＡＵ要求に対するＴＡＵリジェクトメッセージを該移動端末に送信する。ＴＡＵリジ
ェクトメッセージを受信した移動端末は、ＳＴ２４１２でＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）との間
でＲＲＣコネクションを開放する。そしてＳＴ２４１３で、移動端末は、再度セル選択を
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行う。ここで、再度セルサーチを行った後にセル選択をしてもかまわない。ＴＡＵリジェ
クトメッセージを受信した後の再度セル選択時に、該ＴＡＵリジェクトメッセージを送信
したＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）を除いてベストセルを選択しなおしても良いし、該ＴＡＵリ
ジェクトメッセージを送信したＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）を含めてベストセルを選択しなお
しても良い。該ＴＡＵリジェクトメッセージを送信したＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）を含めて
ベストセルを選択しなおす場合でも、再度セルサーチを行った後にセル選択をおこなうこ
とで、電波伝搬環境が変化した場合など、他のセルがベストセルになり、他のセルを選択
する場合も生じる。
【００７９】
　再度のセル選択でＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｂ）を選択した移動端末は、ユーザアクセス登録
をしていないＣＳＧセルへのＲＲＣコネクション設立要求、該ＣＳＧセルを介してネット
ワークへＴＡＵの送信を許可されているので、ＳＴ２４１４にてＲＲＣコネクションの設
立処理を、ＳＴ２４１５、ＳＴ２４１６にてコアネットワークへＴＡＵ要求メッセージを
送信する。しかし、ＳＴ２４０９と同様に、ＳＴ２４１７において、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（
Ｂ）が属するＣＳＧ－ＩＤには該移動端末識別番号が登録されていないため、Ｈｏｍｅ－
ｅＮＢ（Ｂ）にはアクセス不可能と判定したコアネットワークは、ＳＴ２４１８、ＳＴ２
４１９において、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｂ）を介して該ＴＡＵ要求に対するＴＡＵリジェク
トメッセージを該移動端末に送信する。ＴＡＵリジェクトメッセージを受信した移動端末
は、ＳＴ２４２０でＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｂ）との間でＲＲＣコネクションを開放する。そ
してＳＴ２４１２１で、移動端末は、ＳＴ２４１３と同様に再度セル選択を行う。再度の
セル選択でＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｃ）を選択した移動端末は、ユーザアクセス登録をしてい
る、していないにかかわらずＣＳＧセルへのＲＲＣコネクション設立要求、該ＣＳＧセル
を介してネットワークへＴＡＵの送信を許可されているので、ＳＴ２４２２にてＲＲＣコ
ネクションの設立処理を、ＳＴ２４２３、ＳＴ２４２４にてコアネットワークへＴＡＵ要
求メッセージを送信する。ＳＴ２４２５において、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｃ）が属するＣＳ
Ｇ－ＩＤに該移動端末識別番号が登録されているため、コアネットワークはＨｏｍｅ－ｅ
ＮＢ（Ｃ）にはアクセス可能と判定し、ＳＴ２４２６、ＳＴ２４２７において、Ｈｏｍｅ
－ｅＮＢ（Ｃ）を介して該ＴＡＵ要求に対するＴＡＵアクセプトメッセージを該移動端末
に送信する。また、ＳＴ２４２８において、コアネットワークは、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｃ
）に対してホワイトリストを送信する。ホワイトリストを受信したＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｃ
）は、ＳＴ２４２９にて、該移動端末に対してホワイトリストを送信する。ＳＴ４７３０
でホワイトリストを送信された該移動端末は自移動端末内に該ホワイトリストを記憶する
。
【００８０】
　このような方法をとることで、移動端末の手動検索において、最初のセル選択でユーザ
アクセス登録をしたＣＳＧセルが選択されなかったとしても、ホワイトリストを入手でき
なくなってしまうということはなく、何回目かのセル選択において、ユーザアクセス登録
をしたＣＳＧセルが選択されることになり、移動端末は、ユーザアクセス登録をしたＣＳ
Ｇセルを介してコアネットワークよりホワイトリストを入手することができるようになる
。
【００８１】
　本実施の形態で開示したように、移動端末において手動検索を行った場合、ホワイトリ
ストの有無にかかわらず、ユーザアクセス登録を行ったＣＳＧセルのＣＳＧ－ＩＤに属す
るＣＳＧセルに限らず他のＣＳＧセルにもＲＲＣコネクションの設立およびＣＳＧセルを
介したコアネットワークへのＴＡＵ送信を可能とし、移動端末がどのＣＳＧセルを選択し
たとしても選択したＣＳＧセルを介してコアネットワークにＴＡＵを送信可能とする方法
とすることで、前述した、移動端末がユーザアクセス登録したＣＳＧセルをセル選択でき
なくなってしまう状況下でホワイトリストを入手することが不可能となってしまうという
問題を解消することが可能となる。また、すでにホワイトリストを有する移動端末が、該
ホワイトリストを変更（消去、追加）する場合にも、該移動端末がユーザアクセス登録し
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たＣＳＧセルとはＣＳＧ－ＩＤが異なるＣＳＧセルを、セル選択してしまう状況下におい
て、ホワイトリストを入手することが不可能となってしまうという問題を解消することが
可能となる。これによって、将来の、多大な数のＣＳＧセルの設置や、ＣＳＧセルの設置
や撤去が頻繁にかつ柔軟に行われるようなシステム要求にも対応が可能となる。
【００８２】
　実施の形態５．
　実施の形態４で開示した方法を行うことによって、移動端末がユーザアクセス登録した
ＣＳＧセルをセル選択できなくなってしまう状況下でホワイトリストを入手することが不
可能となってしまうという問題を解消することは可能となる。本実施の形態ではさらに多
数のユーザアクセス登録していないＣＳＧ－ＩＤに属するＣＳＧセルが存在するような場
合にも効果的な通信を可能とする方法を開示する。
【００８３】
　図２３に示すような状況において、さらに多数の、移動端末がユーザアクセス登録して
いないＣＳＧ－ＩＤに属するＣＳＧセルが存在するような場合、移動端末において手動検
索を行った場合に、セルサーチやセル選択、さらには再度のセルサーチやセル選択におい
て、移動端末がユーザアクセス登録していないＣＳＧセルが延々と選択され続けるような
状況が生じる。この様な状況では、移動端末は多数のＣＳＧセルに対してＲＲＣコネクシ
ョンの設立や、ＣＳＧセルを介してコアネットワークへＴＡＵの要求を繰り返してしまう
ことになる。また、将来のシステム運用においては、上記のような移動端末が多数存在す
るような状況が想定される。例えば、学校の各教室にＣＳＧセルが設置され、各教室の生
徒がそれぞれホワイトリストの登録や変更を行うような場合などである。このような場合
は、さらに多くの移動端末から、移動端末は多数のＣＳＧセルに対してＲＲＣコネクショ
ンの設立や、ＣＳＧセルを介してコアネットワークへＴＡＵの要求を繰り返してしまうこ
とになり、それらの数は膨大となることが予測される。このような状況に陥った場合、シ
ステムとして、無線リソースの使用効率やシグナリング効率の極端な低下が引き起こされ
てしまうという問題が生じる。さらに、セルサーチから待ち受け動作に入るまでに、多大
な時間がかかってしまい、システムとして大きな制御遅延が発生するという問題や、移動
端末において消費電力が膨大になってしまうという問題も生じる。
【００８４】
　また、移動端末が有するホワイトリストが何らかの原因で書き換わってしまったり、ホ
ワイトリストの登録や変更の際に、コアネットワークから送信されるホワイトリストの内
容を移動端末が誤って受信してしまった場合などにも以下のような問題が生じる。例えば
、ホワイトリストの登録や変更の際に、コアネットワークから送信されるホワイトリスト
の内容を移動端末が誤って受信してしまった場合について説明する。図２３に示すように
多数のＣＳＧセルが存在する状況においては、誤って受信したホワイトリストのＣＳＧ－
ＩＤに属するＣＳＧセルをセル選択してしまう場合が生じる。このような場合もやはり移
動端末は、誤ったホワイトリストのＣＳＧ－ＩＤに属する該ＣＳＧセルへ何度もＲＲＣコ
ネクションの設立や、ＣＳＧセルを介してコアネットワークへＴＡＵの要求を繰り返して
しまうことになる。
【００８５】
　これらの問題を解消するため、本実施の形態においては、実施の形態４の方法に加えて
、移動端末が手動検索を行った場合に、該移動端末がユーザアクセス登録したＣＳＧセル
のＣＳＧ－ＩＤに属するＣＳＧセルと異なるＣＳＧセルにＲＲＣコネクションを設立し、
さらに該ＣＳＧセルを介してＴＡＵ要求をコアネットワークに送信した場合にも、コアネ
ットワークは該移動端末に該ＣＳＧセルを介してＴＡＵリジェクトメッセージを送信する
前に、該ＣＳＧセルを介してホワイトリストを送信する方法を開示する。図２５に、ＴＡ
Ｕリジェクトを送信する前にホワイトリストを送信する方法のシーケンス図を示す。図に
ついて説明する。図は例えばＨｏｍｅ－ｅＮＢを用いるＬＴＥシステムについて示してい
る。ここで、移動端末はＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｃ）にユーザアクセス登録を行うこととする
が、ＳＴ２５０１～ＳＴ２５０３までは前述と同様の動作なので説明を省く。ＳＴ２５０
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４でＣＳＧセル（ここではＨｏｍｅ－ｅＮＢ）の手動検索を起動した移動端末は、ＳＴ２
５０５でセルサーチ、セル選択を行う。
【００８６】
　図２３に示すような状況において、さらに多数の、移動端末がユーザアクセス登録して
いないＣＳＧ－ＩＤに属するＣＳＧセルが存在するような場合、移動端末はＣＳＧセルを
セル選択することになる。実施の形態４で開示したように、セル選択したＣＳＧセルが、
ユーザアクセス登録を行ったＣＳＧセルであろうとなかろうと、移動端末が該ＣＳＧセル
へのＲＲＣコネクションの設立を可能とし、ＣＳＧセルを介してネットワークにＴＡＵを
送信可能とする。これにより、ＳＴ２５０６で移動端末はユーザアクセス登録したＣＳＧ
セル（ここではＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｃ））ではないＣＳＧセル（ここではＨｏｍｅ－ｅＮ
Ｂ（Ａ））に対してＲＲＣコネクションの要求を送信し、このＲＲＣコネクションの設立
要求を受信したＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）はこの設立要求に対する設立許可を移動端末に送
信することで、移動端末とＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）間でＲＲＣコネクションを設立するよ
うにしておく。次にＳＴ２５０７、ＳＴ２５０８で移動端末はＴＡＵ要求メッセージを、
ユーザアクセス登録したＣＳＧセルではないＣＳＧセル（Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ））を介
してコアネットワークへ送信できるようにしておく。ここで移動端末は移動端末識別番号
も送信する。該移動端末識別番号はＴＡＵ要求メッセージに含めても良いし、ＴＡＵ要求
メッセージと一緒にしても良いし、別のメッセージとして送信しても良い。また、ユーザ
アクセス登録したＣＳＧセルではないＣＳＧセルが、手動検索の起動時と他の場合とを区
別することが可能となるように、移動端末からのＲＲＣコネクション要求メッセージ、Ｔ
ＡＵ要求メッセージに、手動検索起動時である旨の情報を含めるようにしても良い。これ
によって、ユーザアクセス登録したＣＳＧセルではないＣＳＧセルが、手動検索起動時に
限定して、該移動端末との間のＲＲＣコネクションの設立、該移動端末からのＴＡＵ要求
メッセージの受信、コアネットワークへの送信などの一連のメッセージの送受信を可能と
することができる。ＴＡＵ要求メッセージを受信したコアネットワークは、やはり受信し
た該移動端末識別番号をもとに、該移動端末が、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）のＣＳＧ－ＩＤ
に属しているかどうかをチェックする。このチェックの方法は図２２で開示したＳＴ２２
０７で説明した方法が適用できる。Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）が属するＣＳＧ－ＩＤには該
移動端末識別番号が登録されていないため、コアネットワークは、該移動端末はＨｏｍｅ
－ｅＮＢ（Ａ）にはアクセス不可能と判定する。
【００８７】
　本実施の形態５で開示する方法では、コアネットワークは、該移動端末はＨｏｍｅ－ｅ
ＮＢ（Ａ）にはアクセス不可能と判定した場合も、ＴＡＵリジェクトを送信する前に、Ｓ
Ｔ２５１０でＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）に対して該移動端末のホワイトリストを送信する。
該移動端末のホワイトリストを受信したＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）は、ＳＴ２５１１で、該
移動端末に対してホワイトリストを送信する。ＳＴ５２１２でホワイトリストを送信され
た該移動端末は自移動端末内に該ホワイトリストを記憶する。ＳＴ２５１０でＨｏｍｅ－
ｅＮＢ（Ａ）に対して該移動端末のホワイトリストを送信したコアネットワークは、ＳＴ
２５１３、ＳＴ２５１４で、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）を介して該ＴＡＵ要求に対するＴＡ
Ｕリジェクトメッセージを該移動端末に送信する。ＴＡＵリジェクトメッセージを受信し
た移動端末は、ＳＴ２５１５でＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）との間でＲＲＣコネクションを開
放する。
【００８８】
　このような方法をとることで、移動端末の手動検索において、セル選択で延々とユーザ
アクセス登録をしたＣＳＧセルが選択されなくなってしまうことはなくなり、初回のセル
選択において、移動端末は、ユーザアクセス登録をしていないＣＳＧセルを介してコアネ
ットワークよりホワイトリストを入手することができるようになる。また、たとえセル選
択においてベストセルの選択のみが許されるような場合であっても、本方法を用いること
で、選択したベストセルからホワイトリストを確実に入手することができるようになる。
【００８９】
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　手動検索の方法として、セルサーチ、セル選択の前の起動だけでなく、セルサーチにお
いてセルサーチ選択基準に適するひとつまたは複数のセルのセル識別番号、またはＴＡＣ
、またはＣＳＧ－ＩＤなどを移動端末に表示させ、該ひとつまたは複数のセルの中から所
望のセルを該移動端末のユーザが手動で選択してＲＲＣコネクションの設立、ＴＡＵ要求
を該所望のセルに送信するようにしても良い。所望のセルとして、移動端末がユーザアク
セス登録したＣＳＧセルを手動で選択すれば、移動端末がユーザアクセス登録していない
ＣＳＧセルにＲＲＣコネクションの設立のため送受信や、ＴＡＵ要求メッセージの送信を
行う必要がなくなる。
【００９０】
　しかし、セルのセル識別番号、またはＴＡＣ、またはＣＳＧ－ＩＤなどを受信するには
図１２のＳＴ１２０５までに示すように該セルからのＳＩＢ１などの報知情報を受信する
必要があるため時間がかかってしまう。多大な数のＣＳＧセルが設置されるような状況で
は、セルサーチにおいて、セルサーチ選択基準に適するセルが膨大になることが考えられ
、それら全てのセルの報知情報を受信し、セル識別番号、またはＴＡＣ、またはＣＳＧ－
ＩＤなどを移動端末に表示させるのは、やはり膨大な時間がかかってしまう。また、移動
端末がセルサーチ選択基準に適するＣＳＧセルをセルサーチする場合、該ＣＳＧを分別す
るための分解能や、該ＣＳＧセルの報知情報を該移動端末内に記憶すること等が求められ
る。多大なＣＳＧセルが設置されるような状況では、セルサーチにおいて、セルサーチ選
択基準に適するセルが膨大になることが考えられ、それら全てのセルを受信するための分
解能や、それら全てのセルから受信した報知情報を記憶することは、移動端末の受信部を
複雑にし、膨大な記憶容量の記憶処理部を移動端末内に設けなくてはならなくなる。した
がって、移動端末の大形化や製造コストの増大となる。このような問題を避けるため、セ
ルサーチ処理においては、サーチ時間に制限を設けたり、サーチするセル数に制限を設け
たりするなどの方法が用いられる。ある制限時間内で、または、ある制限された数のセル
から、ベストセルを選択する方法などである。
【００９１】
　このような方法が用いられる場合、セルサーチにおいてセルサーチ選択基準に適するひ
とつまたは複数のセルのセル識別番号、またはＴＡＣ、またはＣＳＧ－ＩＤなどを移動端
末に表示させ、該ひとつまたは複数のセルの中から、移動端末がユーザアクセス登録した
ＣＳＧセルを手動で選択するような方法では、サーチ制限時間内に該ＣＳＧセルをサーチ
できなかったり、また、サーチするセルに制限がかけられ、その中に該ＣＳＧセルが入っ
てこなかったりしてしまう、という問題が生じる。このような場合は、いくら手動検索を
しても、移動端末がユーザアクセス登録したＣＳＧセルをセル選択できなくなってしまい
、ホワイトリストを入手することが不可能となってしまう、という問題が生じる。
【００９２】
　こういった場合にも本実施の形態を適用することで上記の問題を解決することが可能と
なる。ＣＳＧセルにユーザアクセス登録（以下、変更（消去、追加）を含む）を行った移
動端末が手動検索を行った場合、ホワイトリストの有無にかかわらず、ユーザアクセス登
録を行ったＣＳＧセルのＣＳＧ－ＩＤに属するＣＳＧセルに限らず他のＣＳＧセルにもＲ
ＲＣコネクションの設立およびＣＳＧセルを介したコアネットワークへのＴＡＵ送信を可
能とし、移動端末がどのＣＳＧセルを選択したとしても選択したＣＳＧセルを介してコア
ネットワークにＴＡＵを送信可能とすることで、セルサーチにおいてサーチ制限時間内に
該ＣＳＧセルをサーチできなかったり、また、サーチするセルに制限がかけられ、その中
に該ＣＳＧセルが入ってこなかったりしてしまった場合でも、他のＣＳＧセルを選択する
ことによって、該他のＣＳＧセルに対してＲＲＣコネクションの設立およびＣＳＧセルを
介したコアネットワークへのＴＡＵ送信が可能となり、コアネットワークは該移動端末に
該ＣＳＧセルを介してＴＡＵリジェクトメッセージを送信する前に、該ＣＳＧセルを介し
てホワイトリストを送信することが可能となり、該移動端末はホワイトリストを入手する
ことが可能となる。
【００９３】
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　本実施の形態で開示した方法とすることで、膨大な数の、移動端末がユーザアクセス登
録していないＣＳＧ－ＩＤに属するＣＳＧセルが存在するような場合や、そのような状況
にいる移動端末が多数存在するような場合や、移動端末が有するホワイトリストが何らか
の原因で書き換わってしまったり、ホワイトリストの登録や変更の際にコアネットワーク
から送信されるホワイトリストの内容を移動端末が誤って受信してしまった場合に、移動
端末において手動検索を行った際に、ＣＳＧセルが延々と選択され続けるような状況が生
じ、移動端末が多数のＣＳＧセルに対してＲＲＣコネクションの設立や、ＣＳＧセルを介
してコアネットワークへＴＡＵの要求を無駄に繰り返してしまうという問題を解消するこ
とが可能となる。これらの問題を解消することで、将来のシステム運用において、無線リ
ソースの使用効率やシグナリング効率の極端な低下をなくすことが可能となる。さらには
、セルサーチから待ち受け動作に入るまでの時間を短縮でき、システムとして大きな制御
遅延が発生する問題を解消することが可能となる。さらには、移動端末において手動検索
を行った際に、ＣＳＧセルが延々と選択され続けるような状況を解消することができるた
め、移動端末の消費電力の低減も可能となる。
【００９４】
　以下、上記説明の実施の形態５の変形例について説明する。実施の形態５では、実施の
形態４の方法に加えて、移動端末が手動検索を行った場合に、該移動端末がユーザアクセ
ス登録したＣＳＧセルのＣＳＧ－ＩＤに属するＣＳＧセルと異なるＣＳＧセルにＲＲＣコ
ネクションを設立し、さらに該ＣＳＧセルを介してＴＡＵ要求をコアネットワークに送信
した場合にも、コアネットワークは該移動端末に該ＣＳＧセルを介してＴＡＵリジェクト
メッセージを送信する前に、該ＣＳＧセルを介してホワイトリストを送信する方法を開示
した。本変形例では、コアネットワークが、該移動端末に該ＣＳＧセルを介してＴＡＵリ
ジェクトメッセージを送信する際に、ホワイトリストを該ＴＡＵリジェクトメッセージに
のせて送信する方法を開示する。
【００９５】
　図２６に本変形例１で開示した方法におけるシーケンス図を示す。本方法は実施の形態
５の図２５において説明した方法とほとんど同じであるので、ここでは異なる部分につい
てのみ説明する。ＳＴ２６０９で、受信した該移動端末識別番号をもとに、該移動端末が
、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）のＣＳＧ－ＩＤに属しているかどうかをチェックしたコアネッ
トワークは、該移動端末はＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）にはアクセス不可能と判定する。ＳＴ
２６１０でコアネットワークは、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）に対してホワイトリスト通知の
要求を含むＴＡＵリジェクトメッセージを送信する。このメッセージを受信したＨｏｍｅ
－ｅＮＢ（Ａ）はＳＴ２６１１で該移動端末に対してホワイトリストの通知を含むＴＡＵ
リジェクトメッセージを送信する。ＳＴ２６１１でホワイトリストの通知を含むＴＡＵリ
ジェクトメッセージを受信した該移動端末は、ＳＴ２６１２で自移動端末内に該ホワイト
リストを記憶する。また、ＳＴ２６１３で該移動端末とＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）間のＲＲ
Ｃコネクションを開放する。このような方法とすることで、実施の形態５の効果に加えさ
らに、コアネットワークがＣＳＧセルを介して移動端末にＴＡＵリジェクトメッセージを
送信する前に行うホワイトリスト送信のためのシグナリングを減らすことが可能となる。
さらには、ＴＡＵ要求メッセージに対してＴＡＵリジェクトメッセージの送受信を行うこ
とになるため、従来のＴＡＵ要求およびリジェクト方法との互換性が向上するという効果
が得られる。
【００９６】
　実施の形態６．
　実施の形態５であげた問題点を解消するため、本実施の形態においては、移動端末が同
一のセルからｎ回（ｎ≧１の整数）連続でＴＡＵリジェクトメッセージを受信した場合、
該移動端末は該セルへのＲＲＣコネクションの設立、ＴＡＵ要求メッセージの送信を禁止
する方法を開示する。
【００９７】
　図２７に、同一セルから１回ＴＡＵリジェクトメッセージを受信した場合に、移動端末
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が該セルへのＲＲＣコネクションの設立を禁止する方法のシーケンス図を示す。図につい
て説明する。図は、例えばＨｏｍｅ－ｅＮＢを用いるＬＴＥシステムの場合を示す。ここ
で、移動端末はＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｂ）にユーザアクセス登録を行うこととするが、ＳＴ
２７０１～ＳＴ２７０３までは前述と同様の動作なので説明を省く。ＳＴ２７０４でＣＳ
Ｇセル（ここではＨｏｍｅ－ｅＮＢ）の手動検索を起動した移動端末は、ＳＴ２７０５で
セルサーチ、セル選択を行う。図２３に示すような状況において、該移動端末がユーザア
クセス登録していないＣＳＧ－ＩＤに属するＣＳＧセルが膨大な数存在するような場合、
該移動端末はユーザアクセス登録していないＣＳＧ－ＩＤに属するＣＳＧセルをセル選択
してしまうことが多くなる。実施の形態４で開示したように、セル選択したＣＳＧセルが
、ユーザアクセス登録を行ったＣＳＧセルであろうとなかろうと、移動端末が該ＣＳＧセ
ルへのＲＲＣコネクションの設立を可能とし、ＣＳＧセルを介してネットワークにＴＡＵ
を送信可能とする。これにより、ＳＴ２７０６で、移動端末はユーザアクセス登録したＣ
ＳＧセル（ここではＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｃ））ではないＣＳＧセル（ここではＨｏｍｅ－
ｅＮＢ（Ａ））に対してＲＲＣコネクションの要求を送信し、このＲＲＣコネクションの
設立要求を受信したＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）はこの設立要求に対する設立許可を移動端末
に送信することで、移動端末とＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）間でＲＲＣコネクションを設立す
る。
【００９８】
　次にＳＴ２７０７、ＳＴ２７０８で移動端末はＴＡＵ要求メッセージをＨｏｍｅ－ｅＮ
Ｂ（Ａ）を介してコアネットワークへ送信する。ここで移動端末は移動端末識別番号も送
信する。該移動端末識別番号はＴＡＵ要求メッセージに含めても良いし、ＴＡＵ要求メッ
セージと一緒にしても良いし、別のメッセージとして送信しても良い。ＳＴ２７０９で、
ＴＡＵ要求メッセージを受信したコアネットワークは、やはり受信した該移動端末識別番
号をもとに、該移動端末が、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）のＣＳＧ－ＩＤに属しているかどう
かをチェックする。このチェックの方法は図２２で開示したＳＴ２２０７で説明した方法
が適用できる。Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）が属するＣＳＧ－ＩＤには該移動端末識別番号が
登録されていないため、コアネットワークは、該移動端末はＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）には
アクセス不可能と判定する。ＳＴ２７１０、ＳＴ２７１１でコアネットワークは該移動端
末に対してＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）を介してＴＡＵリジェクトメッセージを送信する。Ｓ
Ｔ２７１２で、ＴＡＵリジェクトメッセージを受信した該移動端末はＨｏｍｅ－ｅＮＢ（
Ａ）との間のＲＲＣコネクションを解放する。１回ＴＡＵリジェクトメッセージを受信し
たＳＴ２７１３で該移動端末はＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）へのＲＲＣコネクションの設立を
禁止する処理を行う。具体的には例えば、該移動端末内部にＲＲＣコネクションの設立禁
止セルリストを設け、該移動端末は該リストにＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）のセル識別番号（
ＰＣＩ、Ｃｅｌｌ－ＩＤ、ＧＣＩなど）を記憶する。そして、次のＲＲＣコネクションの
設立を行う前に該リストをチェックし、リスト内に記憶されたセルかどうかを判定する。
該リスト内に記憶されたセルの場合はＲＲＣコネクションの設立を禁止する。ここで、該
リストにＣＳＧ－ＩＤやＴＡＣであっても良く、さらに該ＣＳＧ－ＩＤやＴＡＣが該セル
識別番号と関連付けられて記憶されても良い。このようにすることで、次に、セルサーチ
、セル選択により今後再度Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）が選択された場合に、該移動端末はＨ
ｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）にＲＲＣコネクション設立を行わないようにできる。ＳＴ２７１３
まででホワイトリストを入手できなかった該移動端末は、ＳＴ２７１４で新たにセルサー
チ、セル選択を行う。
【００９９】
　ここで、再びＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）が選択された場合は、ＲＲＣコネクションの設立
が禁止されているためＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）を除いたセルからセル選択を行うことにな
る。セル選択によりＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｂ）を選択した該移動端末は、ＳＴ２７１５で、
Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｂ）との間でＲＲＣコネクション設立の処理を行う。ＲＲＣコネクシ
ョンの設立処理が行われた後、ＳＴ２７１６、ＳＴ２７１７で、該移動端末はＨｏｍｅ－
ｅＮＢ（Ｂ）を介してコアネットワークに対してＴＡＵ要求メッセージを送信する。ＳＴ
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２７１８で、ＴＡＵ要求メッセージを受信したコアネットワークは、一緒に受信した該移
動端末識別番号をもとに、該移動端末が、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｂ）のＣＳＧ－ＩＤ（ＴＡ
Ｃ）に属しているかどうかをチェックする。このチェックの方法も図２２で開示したＳＴ
２２０７で説明した方法が適用できる。Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｂ）が属するＣＳＧ－ＩＤに
は該移動端末識別番号が登録されているため、コアネットワークは、該移動端末はＨｏｍ
ｅ－ｅＮＢ（Ｂ）にアクセス可能と判定する。ＳＴ２７１９、ＳＴ２７２０でコアネット
ワークは該移動端末に対してＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｂ）を介してＴＡＵアクセプトメッセー
ジを送信する。また、ＳＴ２７２１、ＳＴ２７２２でコアネットワークは該移動端末に対
してＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｂ）を介してホワイトリストを送信する。ＳＴ２７２３でホワイ
トリストを通知された該移動端末は自移動端末内に該ホワイトリストを記憶する。
【０１００】
　本実施の形態の例では移動端末がＴＡＵリジェクトメッセージを受信したセルへのＲＲ
Ｃコネクションの設立を禁止する処理について説明したが、移動端末がＴＡＵリジェクト
メッセージを受信したセルのＣＳＧ－ＩＤに属する全てのセルへＲＲＣコネクションの設
立を禁止するようにしても良い。また、ＲＲＣコネクションの設立を禁止する処理につい
て説明したが、ＴＡＵ要求メッセージの送信を禁止する処理、もしくは両方を禁止する処
理としても良い。また、移動端末が１回ＴＡＵリジェクトメッセージを受信したセルへの
ＲＲＣコネクションの設立を禁止する処理について説明したが、同一セルから複数回連続
してＴＡＵリジェクトメッセージを受信した場合にＲＲＣコネクションの設立を禁止する
ようにしても良い。同一セルからＴＡＵリジェクトメッセージを連続して受信する回数に
ついては、該セルから報知情報で送信してもよいし、または、あらかじめ決めておいても
良い。
【０１０１】
　本実施の形態で開示した方法とすることで、移動端末がユーザアクセス登録していない
ＣＳＧ－ＩＤに属するＣＳＧセルが膨大な数存在するような場合や、そのような状況にい
る移動端末が多数存在するような場合や、移動端末が有するホワイトリストが何らかの原
因で書き換わってしまったり、ホワイトリストの登録や変更の際にコアネットワークから
送信されるホワイトリストの内容を移動端末が誤って受信してしまった場合に、移動端末
において手動検索を行った際に、ＣＳＧセルが延々と選択され続けるような状況が生じ、
移動端末が多数のＣＳＧセルに対してＲＲＣコネクションの設立や、ＣＳＧセルを介して
コアネットワークへＴＡＵの要求を無駄に繰り返してしまうという問題を解消することが
可能となる。これらの問題を解消することで、将来のシステム運用において、無線リソー
スの使用効率やシグナリング効率の極端な低下をなくすことが可能となる。さらには、セ
ルサーチから待ち受け動作に入るまでの時間を短縮でき、システムとして大きな制御遅延
が発生する問題を解消することが可能となる。さらには、移動端末において手動検索を行
った際に、ＣＳＧセルが延々と選択され続けるような状況を解消することができるため、
移動端末の消費電力の低減も可能となる。
【０１０２】
　次に、上記説明の実施の形態６の第一の変形例について説明する。第一の変形例では、
コアネットワークがＴＡＵリジェクトメッセージにＲＲＣコネクション設立禁止、ＴＡＵ
要求メッセージ送信禁止の情報をのせて移動端末に送信する方法を開示する。
【０１０３】
　図２７を用いて説明する。図２７の一部を以下のように変更すればよい。実施の形態６
と同じ動作については説明を省略する。ＳＴ２７０９で、ＴＡＵ要求メッセージを受信し
たコアネットワークは、やはり受信した該移動端末識別番号をもとに、該移動端末が、Ｈ
ｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）のＣＳＧ－ＩＤに属しているかどうかをチェックする。Ｈｏｍｅ－
ｅＮＢ（Ａ）が属するＣＳＧ－ＩＤには該移動端末識別番号が登録されていないため、コ
アネットワークは、該移動端末はＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）にはアクセス不可能と判定する
。ＳＴ２７１０、ＳＴ２７１１でコアネットワークは該移動端末に対してＨｏｍｅ－ｅＮ
Ｂ（Ａ）を介してＴＡＵリジェクトメッセージを送信する。この際にコアネットワークは
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ＴＡＵリジェクトメッセージに、該Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）へのＲＲＣコネクション設立
禁止、ＴＡＵ要求メッセージ送信禁止の情報をのせておく。具体的には、１ビットのイン
ジケータを設けて、禁止の場合は“１”、許可の場合は“０”を設定する（もちろん逆で
も良い）ようにしておいても良い。これを受信した該移動端末は、ＳＴ２７１２で、Ｈｏ
ｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）との間のＲＲＣコネクションを解放し、ＳＴ２７１３で、Ｈｏｍｅ－
ｅＮＢ（Ａ）へのＲＲＣコネクションの設立を禁止する処理を行う。
【０１０４】
　このようにすることで、実施の形態６と同じ効果を得ることが可能となる。さらには、
コアネットワークが、ＲＲＣコネクション設立禁止、ＴＡＵ要求メッセージ送信禁止する
かどうかを決定することが可能となる。これにより、コアネットワークはシグナリング負
荷量やＣＳＧセルの配置状況など、その時の状況に応じて適宜移動端末に禁止処理を行わ
せることが可能となるため、システムとしての運用が柔軟になるという効果が得られる。
【０１０５】
　次に上記説明の実施の形態６の第二の変形例について説明する。実施の形態６及び第一
の変形例１の説明において、移動端末がＴＡＵリジェクトメッセージを受信した場合、該
移動端末は該セルへのＲＲＣコネクションの設立禁止、ＴＡＵ要求メッセージの送信を禁
止する方法を開示した。しかし、上記のような禁止状態において、移動端末が新たにＣＳ
Ｇセルへのユーザアクセス登録（更新）を行った場合、問題が生じる可能性がある。
【０１０６】
　移動端末が、新たなユーザアクセス登録前に該ＣＳＧセルのＣＳＧ－ＩＤに対してＲＲ
Ｃコネクションの設立禁止、ＴＡＵ要求メッセージの送信を禁止されていた場合、該移動
端末が該ＣＳＧセルへ新たにユーザアクセス登録したとしても引き続き該ＣＳＧセルに対
してＲＲＣコネクションの設立、ＴＡＵ要求メッセージの送信が禁止されてしまいアクセ
ス不可能となってしまうことが考えられる。このような問題を解消するため、本変形例２
として、ＲＲＣコネクション設立禁止、ＴＡＵ要求メッセージ送信禁止を解除するタイマ
を設けることを開示する。タイマの値は、全セル共通の値としてあらかじめ決められてい
ても良いしＣＳＧセルの報知情報で報知されていても良い。
【０１０７】
　ＣＳＧセルの報知情報で報知される場合は、セルごとに値が異なっていても良い。これ
によりセル毎に柔軟な運用が可能となる。また、図２７のＳＴ２７１０、ＳＴ２７１１で
示したＴＡＵリジェクトメッセージに含めて送信されても良い。該ＴＡＵリジェクトメッ
セージ１回目でもよいし、ＲＲＣコネクションの設立禁止、ＴＡＵ要求メッセージの送信
禁止となる直前のＴＡＵリジェクトメッセージでも良い。この場合、コアネットワークが
タイマの値を設定することが可能となるし、さらには移動端末個別に設定することが可能
となるので、シグナリング負荷などのシステムの状況や、移動端末の電池残容量などの移
動端末固有の状況に応じて適宜タイマの値を設定することが可能となる。タイマの開始は
、例えば、あるＣＳＧセルへのＴＡＵ要求メッセージ送信としても良い。タイマの終了は
、タイマの時間が終了した場合、もしくは該ＣＳＧセルからＴＡＵアクセプトメッセージ
を受信した場合、もしくは新たなＣＳＧセルにユーザアクセス登録（更新）した場合とし
ても良い。なお、図２８にタイマを設けた場合の移動端末での処理の一例を開示する。
【０１０８】
　Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（ＣＳＧセル）手動検索を開始した移動端末は、ＳＴ２８０１でセル
サーチ、セル選択を行う。ＳＴ２８０２で移動端末は、セル選択したＨｏｍｅ－ｅＮＢの
ＣＳＧ－ＩＤ（ＴＡＣ）がＴＡＵ禁止のためタイマが走っているかどうか判定する。例え
ば、具体的には、図２７のＳＴ２７１３の処理で示した禁止リストにＣＳＧ－ＩＤ（ＴＡ
Ｃ）と該ＣＳＧ－ＩＤ（ＴＡＣ）にセットされたタイマを載せておいても良い。該リスト
のタイマを見て判定すれば良い。タイマが走っている場合は、セル選択したＣＳＧセルは
ＴＡＵ禁止となるため、ＳＴ２８０３でＴＡＵが禁止されたＣＳＧ－ＩＤ（ＴＡＣ）では
ないセルをセルサーチ、セル選択して、ＳＴ２８０４に移行する。一方、ＳＴ２８０２で
タイマが走っていないＣＳＧセルをセル選択した場合は、該ＣＳＧセルはＴＡＵ禁止では
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ないため、ＳＴ２８０４へ移行し、セル選択をしたＨｏｍｅ－ｅＮＢへＴＡＵ要求を送信
する。ＳＴ２８０５で、ＴＡＵ要求の送信をトリガとして、該ＴＡＵ要求したＨｏｍｅ－
ｅＮＢのＣＳＧ－ＩＤ（ＴＡＣ）に対してタイマを設定する。ＳＴ２８０６でＨｏｍｅ－
ｅＮＢよりＴＡＵ要求メッセージに対するＮＡＳメッセージを受信する。
【０１０９】
　移動端末は、ＳＴ２８０７で、ＳＴ２８０６で受信したＮＡＳメッセージがＴＡＵリジ
ェクトか、ＴＡＵアクセプトかを判定する。ＴＡＵアクセプトの場合はＳＴ２８０８へ移
行し、タイマ終了しタイマをリセットする。そして、ＳＴ２８０９でホワイトリスト登録
処理し、通常処理へ移行する。一方、ＳＴ２８０７でＴＡＵリジェクトと判定された場合
、ＳＴ２８１０に移行し、タイマ期間が終了しているかどうか再度判定しておく。ＳＴ２
８１０でタイマ期間が終了していたら、ＳＴ２８１２へ移行して該ＴＡＵ要求したＨｏｍ
ｅ－ｅＮＢのＣＳＧ－ＩＤ（ＴＡＣ）に対してＴＡＵを許可し、ＳＴ２８１３でタイマを
リセットしてから再度セルサーチ、セル選択へ移行する。ＳＴ２８１０でタイマ期間が終
了していない場合は、該ＴＡＵ要求したＨｏｍｅ－ｅＮＢのＣＳＧ－ＩＤ（ＴＡＣ）に対
してのＴＡＵを禁止したまま再度セルサーチ、セル選択へ移行する。なお、タイマ期間の
終了かどうかは、図２８で示したときだけでなく、例えば、ＳＴ２８０２での処理に含ま
れても良い。タイマ期間終了している場合は、ＳＴ２８１２、ＳＴ２８１３の処理を行っ
たあと、ＳＴ２８０４へ移行すれば良い。タイマ期間が終了していない場合は、ＳＴ２８
１１の処理を行ったあと、ＳＴ２８０３へ移行すれば良い。
【０１１０】
　上記説明のとおり、ＲＲＣコネクション設立禁止、ＴＡＵ要求メッセージ送信禁止を解
除するタイマを設けることで、上記説明の実施の形態６、及び第一の変形例で説明したも
のと同じ効果を得ることができる。また、移動端末が新たにＣＳＧセルへのユーザアクセ
ス登録（更新）を行った場合などにアクセス不可能となってしまうといった問題を解消す
ることができる。これにより、さらに安定したシステムを構築することが可能となる。
【０１１１】
　上記説明の実施の形態６において、ＣＳＧが用いられるＨｏｍｅ－ｅＮＢやＨｏｍｅ－
ＮＢを用いるＬＴＥやＵＭＴＳについて説明した。しかし、本発明は、ＣＳＧが用いられ
ないＨｏｍｅ－ＮＢを用いるＵＭＴＳにも適用可能である。ＣＳＧが用いられないＨｏｍ
ｅ－ＮＢを用いるＵＭＴＳの場合は、移動端末がユーザアクセス登録をしたＨｏｍｅ－ｅ
ＮＢにアクセスし、アクセス成功した場合、Ｈｏｍｅ－ＮＢから該Ｈｏｍｅ－ＮＢのセル
識別番号（Cell Identity, PCI, GCIなど）を入手して、移動端末内のホワイトリスト（
ＵＭＴＳの場合、セル識別番号ホワイトリストと称される）に登録する。この場合も、セ
ルサーチ、セル選択によって移動端末がユーザアクセス登録をしたＨｏｍｅ－ＮＢとは異
なるＨｏｍｅ－ＮＢが選択され続けるような場合、移動端末がユーザアクセス登録をした
セル識別番号を受信できなかったり、受信に時間がかかってしまうことがある。
【０１１２】
　このような問題を解消するため、実施の形態６の方法をＣＳＧが用いられないＨｏｍｅ
－ＮＢを用いるＵＭＴＳにも適用することが可能である。移動端末がＴＡＵリジェクトメ
ッセージを受信して、該移動端末は該セルへのＲＲＣコネクションの設立禁止、ＴＡＵ要
求メッセージの送信を禁止する方法により、その後のセルサーチ、セル選択によって移動
端末がＴＡＵリジェクトメッセージを受信したＨｏｍｅ－ＮＢとは異なるＨｏｍｅ－ＮＢ
が選択されるようになるため、移動端末がユーザアクセス登録をしたＨｏｍｅ－ＮＢとは
異なるＨｏｍｅ－ＮＢが選択され続けるようなことはなくなる。
【０１１３】
　なお、ＵＭＴＳ方式の通信システムの場合は、基地局（Ｈｏｍｅ－ＮＢ、ＮＢ）とコア
ネットワークの間にＲＮＣを設け、ＲＲＣコネクション要求などのＲＲＣメッセージは移
動端末とＲＮＣ間で送受信を行うようにすれば良く、ＴＡＵ要求などのＮＡＳメッセージ
は移動端末から基地局（Home-NB, NB）およびＲＮＣを介してコアネットワークへ送受信
されるようにすれば良い。こうすることによって、ＣＳＧセルとしてＨｏｍｅ－ＮＢが用
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いられるＵＭＴＳ方式の通信システムの場合でも適用可能となる。したがって、移動端末
が無駄なセルサーチ、セル選択を行うことがなくなり、セルサーチから待ち受け動作に入
るまでに、多大な時間がかかってしまい、システムとして大きな制御遅延が発生するとい
う問題や、移動端末において消費電力が膨大になってしまうという問題を解消できる。将
来Ｈｏｍｅ－ＮＢの設置が多数になった場合や、Ｈｏｍｅ－ＮＢの設置や撤去が頻繁にか
つ柔軟になった場合の対応に対する要求にこたえられる移動体通信システムを構築するこ
とが可能となる。
【０１１４】
　実施の形態７．
　実施の形態５であげた問題点を解消するため、本実施の形態においては、コアネットワ
ークが、同一の移動端末に対してｎ回（ｎ≧１の整数）ＴＡＵリジェクトメッセージを連
続して送信する場合、コアネットワークはｎ回目のＴＡＵリジェクトメッセージを送信す
る前にホワイトリストの送信を行う方法を開示する。
【０１１５】
　図２９に、同一の移動端末に対して２回ＴＡＵリジェクトメッセージを連続して送信す
る場合に、コアネットワークはｎ回目のＴＡＵリジェクトメッセージを送信する前にホワ
イトリストの送信を行う方法のシーケンス図を示す。図について説明する。図は、例えば
Ｈｏｍｅ－ｅＮＢを用いるＬＴＥシステムについて示す。ここで、移動端末はＨｏｍｅ－
ｅＮＢ（Ｂ）にユーザアクセス登録を行うこととするが、ＳＴ２９０１～ＳＴ２９０３ま
では前述と同様の動作なので説明を省く。ＳＴ２９０４でＣＳＧセル（ここではＨｏｍｅ
－ｅＮＢ）の手動検索を起動した移動端末は、ＳＴ２９０５でセルサーチ、セル選択を行
う。図２３に示すような状況において、該移動端末がユーザアクセス登録していないＣＳ
Ｇ－ＩＤに属するＣＳＧセルが膨大な数存在するような場合、該移動端末はユーザアクセ
ス登録していないＣＳＧ－ＩＤに属するＣＳＧセルをセル選択してしまうことが多くなる
。実施の形態４で開示したように、セル選択したＣＳＧセルが、ユーザアクセス登録を行
ったＣＳＧセルであろうとなかろうと、移動端末が該ＣＳＧセルへのＲＲＣコネクション
の設立を可能とし、ＣＳＧセルを介してネットワークにＴＡＵを送信可能とする。これに
より、ＳＴ２９０６で、移動端末はユーザアクセス登録したＣＳＧセル（ここではＨｏｍ
ｅ－ｅＮＢ（Ｃ））ではないＣＳＧセル（ここではＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ））に対してＲ
ＲＣコネクションの要求メッセージを送信し、このＲＲＣコネクションの要求メッセージ
を受信したＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）はこの要求に対する許可を移動端末に送信することで
、移動端末とＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）間でＲＲＣコネクションを設立する。
【０１１６】
　次にＳＴ２９０７、ＳＴ２９０８で移動端末はＴＡＵ要求メッセージをＨｏｍｅ－ｅＮ
Ｂ（Ａ）を介してコアネットワークへ送信する。ここで移動端末は移動端末識別番号も送
信する。該移動端末識別番号はＴＡＵ要求メッセージに含めても良いし、ＴＡＵ要求メッ
セージと一緒に送信しても良いし、別のメッセージとして送信しても良い。ＳＴ２９０９
で、ＴＡＵ要求メッセージを受信したコアネットワークは、やはり受信した該移動端末識
別番号をもとに、該移動端末が、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）のＣＳＧ－ＩＤに属しているか
どうかをチェックする。このチェックの方法は図２２で開示したＳＴ２２０７で説明した
方法が適用できる。Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）が属するＣＳＧ－ＩＤには該移動端末識別番
号が登録されていないため、コアネットワークは、該移動端末はＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）
にはアクセス不可能と判定する。該移動端末がＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）にはアクセス不可
能と判定したコアネットワークは、さらに、該移動端末へのリジェクト回数をカウントす
る（ｎ＝１）。ＳＴ２９１０、ＳＴ２９１１でコアネットワークは該移動端末に対してＨ
ｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）を介してＴＡＵリジェクトメッセージを送信する。ＳＴ２９１２で
、ＴＡＵリジェクトメッセージを受信した該移動端末はＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）との間の
ＲＲＣコネクションを解放する。ＳＴ２９１２まででホワイトリストを入手できなかった
該移動端末は、ＳＴ２９１３で新たにセルサーチ、セル選択を行う。ここでは、再びＨｏ
ｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）が選択された場合、ＳＴ２９１４で、再度Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）と
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の間でＲＲＣコネクションを設立する。次にＳＴ２９１５、ＳＴ２９１６で移動端末はＴ
ＡＵ要求メッセージをＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）を介してコアネットワークへ送信する。こ
こで同様に移動端末は移動端末識別番号も送信する。
【０１１７】
　ＳＴ２９１７で、ＴＡＵ要求メッセージを受信したコアネットワークは、やはり受信し
た該移動端末識別番号をもとに、該移動端末が、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）のＣＳＧ－ＩＤ
に属しているかどうかをチェックする。ＳＴ２９０９と同様に、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）
が属するＣＳＧ－ＩＤには該移動端末識別番号が登録されていないため、コアネットワー
クは、該移動端末はＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）にはアクセス不可能と判定する。該移動端末
がＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）にはアクセス不可能と判定したコアネットワークは、該移動端
末へのリジェクト回数を１だけインクリメントする（ｎ＝２）。同一移動端末へのリジェ
クト回数が２回となるため、コアネットワークは２回目のＴＡＵリジェクトメッセージを
送信する前に、ホワイトリストの登録メッセージの送信を行う。ＳＴ２９１８、ＳＴ２９
１９でコアネットワークは該移動端末に対してＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｂ）を介してホワイト
リストを送信する。ＳＴ２９２０でホワイトリストを通知された該移動端末は自移動端末
内に該ホワイトリストを記憶する。ＳＴ２９１８でＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）に対して該移
動端末のホワイトリストを送信したコアネットワークは、ＳＴ２９２１、ＳＴ２９２２で
、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）を介してＴＡＵ要求に対する２回目のＴＡＵリジェクトメッセ
ージを該移動端末に送信する。ＴＡＵリジェクトメッセージを受信した移動端末は、ＳＴ
２９２３でＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）との間でＲＲＣコネクションを開放する。同一移動端
末に対してＴＡＵリジェクトメッセージを連続して送信する回数については、あらかじめ
決められても良いが、コアネットワークが柔軟に決めることも可能である。コアネットワ
ークが柔軟に決めることで、シグナリング負荷量や移動端末の受信品質の状況など、その
時の状況に応じて適宜移動端末にホワイトリストを送信することが可能となるので、シス
テムとしての運用が柔軟になるという効果が得られる。
【０１１８】
　本実施の形態で開示した方法とすることで、移動端末がユーザアクセス登録していない
ＣＳＧ－ＩＤに属するＣＳＧセルが膨大な数存在するような場合や、そのような状況にい
る移動端末が多数存在するような場合や、移動端末が有するホワイトリストが何らかの原
因で書き換わってしまったり、ホワイトリストの登録や変更の際にコアネットワークから
送信されるホワイトリストの内容を移動端末が誤って受信してしまった場合に、移動端末
において手動検索を行った際に、ＣＳＧセルが延々と選択され続けるような状況が生じ、
移動端末が多数のＣＳＧセルに対してＲＲＣコネクションの設立や、ＣＳＧセルを介して
コアネットワークへＴＡＵの要求を無駄に繰り返してしまうという問題を解消することが
可能となる。これらの問題を解消することで、将来のシステム運用において、無線リソー
スの使用効率やシグナリング効率の極端な低下をなくすことが可能となる。さらには、セ
ルサーチから待ち受け動作に入るまでの時間を短縮でき、システムとして大きな制御遅延
が発生する問題を解消することが可能となる。さらには、移動端末において手動検索を行
った際に、ＣＳＧセルが延々と選択され続けるような状況を解消することができるため、
移動端末の消費電力の低減も可能となる。
【０１１９】
　実施の形態８．
　上記説明の実施の形態４～７では、移動端末がユーザアクセス登録していないＣＳＧ－
ＩＤに属するＣＳＧセルとの間でＲＲＣコネクションの設立を行い、コアネットワークが
移動端末へ送信するＴＡＵリジェクトメッセージを利用した方法を開示した。しかし、こ
れらの場合いずれも、移動端末と、移動端末がユーザアクセス登録していないＣＳＧ－Ｉ
Ｄに属するＣＳＧセルとの間でＲＲＣコネクションの設立を行う必要があり、さらには、
移動端末とコアネットワークとの間でＴＡＵ要求などのＮＡＳメッセージの送受信を行う
必要があった。
【０１２０】
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　そこで、コアネットワークが移動端末へ送信するＴＡＵリジェクトメッセージを利用す
るのではなく、移動端末が送信するＲＲＣコネクション要求メッセージに対するＲＲＣコ
ネクションリジェクトメッセージを利用して、ホワイトリストの登録を行う方法を開示す
る。これによって、ＲＲＣコネクションの設立やＴＡＵ要求などのＮＡＳメッセージの送
受信を行わなくてすむことになる。例えば、実施の形態６に開示した方法において、コア
ネットワークが移動端末へ送信するＴＡＵリジェクトメッセージを利用するのではなく、
移動端末が送信するＲＲＣコネクション要求メッセージに対するＲＲＣコネクションリジ
ェクトメッセージを利用して、ホワイトリストの登録を行う方法を開示する。移動端末が
同一のセルからｎ回（ｎ≧１の整数）連続でＲＲＣコネクションリジェクトメッセージを
受信した場合、該移動端末は該セルへのＲＲＣコネクション要求を禁止する。
【０１２１】
　図３０に、同一セルから１回ＲＲＣコネクションリジェクトメッセージを受信した場合
に、移動端末が該セルへのＲＲＣコネクション要求を禁止する方法のシーケンス図を示す
。図について説明する。図は、例えばＨｏｍｅ－ｅＮＢを用いるＬＴＥシステムについて
示す。ここで、移動端末はＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｂ）にユーザアクセス登録を行うこととす
るが、ＳＴ３００１～ＳＴ３００３までは前述と同様の動作なので説明を省く。ＳＴ３０
０４、ＳＴ３００５でコアネットワークは、全ＣＳＧセル（ここではＨｏｍｅ－ｅＮＢ）
に対し、各Ｈｏｍｅ－ｅＮＢのＣＧＳ－ＩＤ（ＴＡＣ）と該ＣＳＧ－ＩＤに属する移動端
末の識別番号の情報を送信しておく。例えば、コアネットワークは、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（
Ｂ）に対して、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｂ）のＣＳＧ－ＩＤに属する移動端末識別番号の情報
を送信し、また、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）に対して、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）のＣＳＧ－
ＩＤに属する移動端末識別番号の情報を送信する。これらの情報の具体例として、ＣＳＧ
－ＩＤに属する移動端末識別番号が記載されているリストであっても良い。各Ｈｏｍｅ－
ｅＮＢのＣＳＧ－ＩＤに対応する該リストが、コアネットワークから各Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ
に対して送付される。
【０１２２】
　ＳＴ３００６でＨｏｍｅ－ｅＮＢの手動検索を起動した移動端末は、ＳＴ３００７でセ
ルサーチ、セル選択を行う。図２３に示すような状況において、該移動端末がユーザアク
セス登録していないＣＳＧ－ＩＤに属するＣＳＧセルが膨大な数存在するような場合、該
移動端末はユーザアクセス登録していないＣＳＧ－ＩＤに属するＣＳＧセルをセル選択し
てしまうことが多くなる。本実施の形態においては、セル選択したＣＳＧセルが、ユーザ
アクセス登録を行ったＣＳＧセルであろうとなかろうと、移動端末が該ＣＳＧセルへのＲ
ＲＣコネクションの要求メッセージを送信することを可能としておく。また、移動端末は
移動端末識別番号も送信する。該移動端末識別番号はＲＲＣコネクション要求メッセージ
に含めても良いし、ＲＲＣコネクション要求メッセージと一緒にしても良い。これにより
、ＳＴ３００８で、移動端末はユーザアクセス登録したＣＳＧセル（ここではＨｏｍｅ－
ｅＮＢ（Ｂ））ではないＣＳＧセル（ここではＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ））に対してＲＲＣ
コネクションの要求を送信する。ＳＴ３００９で、このＲＲＣコネクション要求を受信し
たＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）は、やはり受信した該移動端末識別番号をもとに、該移動端末
が、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）のＣＳＧ－ＩＤに属しているかどうかをチェックする。この
チェックは、ＳＴ３００８でコアネットワークより送信された、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）
のＣＳＧ－ＩＤに属する移動端末識別番号リストに該移動端末識別番号が含まれているか
否かを判定する。
【０１２３】
　Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）が属するＣＳＧ－ＩＤには該移動端末識別番号が登録されてい
ないため、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）は、該移動端末はＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）にはアクセ
ス不可能と判定する。ＳＴ３０１０でＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）は該移動端末に対してＲＲ
Ｃコネクションリジェクトメッセージを送信する。１回ＲＲＣコネクションリジェクトメ
ッセージを受信した該移動端末は、ＳＴ３０１１でＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）へのＲＲＣコ
ネクション要求メッセージの送信を禁止する処理を行う。具体的には例えば、該移動端末
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内部にＲＲＣコネクション要求送信禁止セルリストを設け、該移動端末は該リストにＨｏ
ｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）のセル識別番号（ＰＣＩ、Ｃｅｌｌ－ＩＤ、ＧＣＩなど）を記憶する
。そして、次のＲＲＣコネクション要求送信を行う前に該リストをチェックし、リスト内
に記憶されたセルかどうかを判定する。該リスト内に記憶されたセルの場合はＲＲＣコネ
クション要求の送信を禁止する。ここで、該リストに記憶されるのは、該ＣＳＧセルのＣ
ＳＧ－ＩＤやＴＡＣであっても良く、さらに該ＣＳＧ－ＩＤやＴＡＣが該ＣＳＧセル識別
番号と関連付けられて記憶されても良い。このようにすることで、次に、セルサーチ、セ
ル選択により今後再度Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）が選択された場合に、該移動端末はＨｏｍ
ｅ－ｅＮＢ（Ａ）にＲＲＣコネクション要求の送信を行わないようにできる。
【０１２４】
　ＳＴ３０１１まででホワイトリストを入手できなかった該移動端末は、ＳＴ３０１２で
新たにセルサーチ、セル選択を行う。ここで、再びＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）が選択された
場合は、ＲＲＣコネクション要求の送信が禁止されているためＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）を
除いたセルからセル選択を行うことになる。セル選択によりＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｂ）を選
択した該移動端末は、ＳＴ３０１３で、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｂ）にたいしてＲＲＣコネク
ション要求メッセージの送信を行う。ＳＴ３０１４で、ＴＡＵ要求メッセージを受信した
Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｂ）は、一緒に受信した該移動端末識別番号をもとに、該移動端末が
、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｂ）のＣＳＧ－ＩＤ（ＴＡＣ）に属しているかどうかをチェックす
る。このチェックの方法も上述した方法が適用できる。Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｂ）が属する
ＣＳＧ－ＩＤには該移動端末識別番号が登録されているため、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｂ）は
、該移動端末が自セルにアクセス可能と判定する。該移動端末が自セルにアクセス可能と
判定したＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｂ）は、ＲＲＣコネクションアクセプトメッセージを送信す
る前に、ＳＴ３０１５で該移動端末に対してホワイトリストを通知するようにしても良い
。ＳＴ３０１６でホワイトリストを受信した該移動端末は、自移動端末内に該ホワイトリ
ストを記憶する。該移動端末に対してホワイトリストを送信したＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｂ）
は、ＳＴ３０１７でＲＲＣコネクションアクセプトメッセージを送信する。これにより該
移動端末とＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｂ）間でＲＲＣコネクションが設立される（ＳＴ３０１８
）。その後、ＳＴ３０１９、ＳＴ３０２０で、該移動端末は、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｂ）を
介してコアネットワークに対してＴＡＵ要求メッセージを送信する。ここで該移動端末は
移動端末識別番号も送信する。
【０１２５】
　ＴＡＵ要求メッセージを受信したコアネットワークは、やはり受信した移動端末識別番
号をもとに、ＳＴ３０２１でＣＳＧ－ＩＤ（ＴＡＣ）のチェックを行う。ＳＴ３０２１で
、該移動端末がＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｂ）のＣＳＧ－ＩＤ（ＴＡＣ）に属していることを確
認したコアネットワークは、ＳＴ３０２２、ＳＴ３０２３で該移動端末にＴＡＵアクセプ
トをＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｂ）を介して送信する。なお、ＳＴ３００４、ＳＴ３００５でコ
アネットワークは、全ＣＳＧセル（ここではＨｏｍｅ－ｅＮＢ）に対し、各Ｈｏｍｅ－ｅ
ＮＢのＣＧＳ－ＩＤ（ＴＡＣ）と該ＣＳＧ－ＩＤに属する移動端末の識別番号の情報を送
信しておくようにしたが、該ＣＳＧ－ＩＤに属するＣＳＧセルに接続されるＨｅＮＢＧＷ
に、それぞれのＣＳＧ－ＩＤに属する移動端末識別番号の情報を送信しても良い。該Ｈｅ
ＮＢＧＷは、受信したそれぞれのＣＳＧ－ＩＤに属する移動端末識別番号の情報を、自Ｈ
ｅＮＢに接続される同一のＣＳＧ－ＩＤのＣＳＧセルに対して送信するようにしても良い
。また、該ＨｅＮＢＧＷは、受信したそれぞれのＣＳＧ－ＩＤに属する移動端末識別番号
の情報を、自ＨｅＮＢに接続される同一のＣＳＧ－ＩＤのＣＳＧセルに対して送信する処
理は、ＳＴ３００８で移動端末からのＲＲＣコネクション要求を受信したＣＳＧセルがＨ
ｅＮＢＧＷに対して自ＣＳＧセルのＣＳＧ－ＩＤに属する移動端末識別番号の情報を要求
するメッセージを送出するようにしておき、ＨｅＮＢＧＷが該メッセージを受信した場合
に行われても良い。
【０１２６】
　本実施の形態では移動端末がＲＲＣコネクションリジェクトメッセージを受信したＣＳ
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Ｇセルに対してＲＲＣコネクション要求を禁止する処理について説明したが、移動端末が
ＲＲＣコネクションリジェクトメッセージを受信したセルのＣＳＧ－ＩＤに属する全ての
セルへＲＲＣコネクションの要求を禁止するようにしても良い。また、移動端末が１回Ｒ
ＲＣコネクションリジェクトメッセージを受信したＣＳＧセルへのＲＲＣコネクションの
要求を禁止する処理について説明したが、同一セルから複数回連続してＲＲＣコネクショ
ンリジェクトメッセージを受信した場合にＲＲＣコネクションの要求を禁止するようにし
ても良い。同一セルからＲＲＣコネクションリジェクトメッセージを連続して受信する回
数については、該セルから報知情報で送信してもよいし、または、あらかじめ決めておい
ても良い。また、ホワイトリストの通知は、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢが、ＲＲＣコネクションア
クセプトを送信する前に行うようにしたが、ＳＴ３０２３のＴＡＵアクセプトを受信した
あとで、ＮＡＳメッセージにより、コアネットワークからＣＳＧセルを介して移動端末に
送信するようにしても良い。
【０１２７】
　次に、例えば、実施の形態５や実施の形態７に開示した方法において、コアネットワー
クが移動端末へ送信するＴＡＵリジェクトメッセージを利用するのではなく、移動端末が
送信するＲＲＣコネクション要求メッセージに対するＲＲＣコネクションリジェクトメッ
セージを利用して、ホワイトリストの送信を行う方法を開示する。実施の形態５や７では
、移動端末がユーザアクセス登録していないＣＳＧ－ＩＤに属するＣＳＧセルからも、該
移動端末のホワイトリストを送信する必要が生じる。このため、コアネットワークは全て
のＣＳＧセルに対し、全ＣＳＧ－ＩＤ（ＴＡＣ）と該ＣＳＧ－ＩＤに属する移動端末の識
別番号の情報を送信しておく。
【０１２８】
　図３１に、移動端末がユーザアクセス登録していないＣＳＧ－ＩＤに属するＣＳＧセル
がＲＲＣコネクションリジェクトメッセージを送信する前にホワイトリストを送信する方
法のシーケンス図を示す。図３１は、例えばＨｏｍｅ－ｅＮＢを用いるＬＴＥシステムの
場合を示す。ここで、移動端末はＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｃ）にユーザアクセス登録を行うこ
ととするが、ＳＴ３１０１～ＳＴ３１０３までは前述と同様の動作なので説明を省く。Ｓ
Ｔ３１０４でコアネットワークは、全ＣＳＧセル（ここでは全Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ）に対し
、全ＣＧＳ－ＩＤ（ＴＡＣ）と該ＣＳＧ－ＩＤに属する移動端末の識別番号の情報を送信
しておく。これらの情報の具体例として、ＣＳＧ－ＩＤに属する移動端末識別番号が記載
されているリストであっても良い。全ＣＳＧ－ＩＤに対応する該リストが、コアネットワ
ークから全Ｈｏｍｅ－ｅＮＢに対して送付される。ＳＴ３１０５でＨｏｍｅ－ｅＮＢの手
動検索を起動した移動端末は、ＳＴ３１０６でセルサーチ、セル選択を行う。図２３に示
すような状況において、該移動端末がユーザアクセス登録していないＣＳＧ－ＩＤに属す
るＣＳＧセルが膨大な数存在するような場合、該移動端末はユーザアクセス登録していな
いＣＳＧ－ＩＤに属するＣＳＧセルをセル選択してしまうことが多くなる。本実施の形態
においては、セル選択したＣＳＧセルが、ユーザアクセス登録を行ったＣＳＧセルであろ
うとなかろうと、移動端末が該ＣＳＧセルへのＲＲＣコネクションの要求メッセージを送
信することを可能としておく。また、移動端末は移動端末識別番号も送信する。該移動端
末識別番号はＲＲＣコネクション要求メッセージに含めても良いし、ＲＲＣコネクション
要求メッセージと一緒にしても良い。
【０１２９】
　これにより、ＳＴ３１０７で、移動端末はユーザアクセス登録したＣＳＧセル（ここで
はＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｃ））ではないＣＳＧセル（ここではＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ））に
対してＲＲＣコネクションの要求を送信する。ＳＴ３１０８で、このＲＲＣコネクション
要求を受信したＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）は、やはり受信した該移動端末識別番号をもとに
、該移動端末が、どのＣＳＧ－ＩＤに属しているかどうかをチェックする。このチェック
は、ＳＴ３１０４でコアネットワークより送信された、全ＣＳＧ－ＩＤに属する移動端末
識別番号リストを利用して行われる。Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）は、該移動端末識別番号が
含まれているＣＳＧ－ＩＤを検索して特定する。ＳＴ３１０９でＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）
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は該移動端末に対して、特定したＣＳＧ－ＩＤを用いてホワイトリストを通知する。ＳＴ
３１１０で、ホワイトリストを受信した該移動端末は、自移動端末内に該ホワイトリスト
を記憶する。ＳＴ３１０９で該移動端末にホワイトリストを通知したＨｏｍｅ－ｅＮＢ（
Ａ）は、ＳＴ３１１１で該移動端末に対してＲＲＣコネクションリジェクトメッセージを
送信する。
【０１３０】
　なお、ＳＴ３１０４でコアネットワークは、全ＣＳＧセル（ここでは全Ｈｏｍｅ－ｅＮ
Ｂ）に対し、全ＣＧＳ－ＩＤ（ＴＡＣ）と該ＣＳＧ－ＩＤに属する移動端末の識別番号の
情報を送信しておくようにしたが、全ＨｅＮＢＧＷに、それぞれのＣＳＧ－ＩＤに属する
移動端末識別番号の情報を送信しても良い。該ＨｅＮＢＧＷは、全ＣＳＧ－ＩＤに属する
移動端末識別番号の情報を、自ＨｅＮＢに接続される全ＣＳＧセルに対して送信するよう
にしても良い。また、全ＨｅＮＢＧＷは、受信した全ＣＳＧ－ＩＤに属する移動端末識別
番号の情報を、自ＨｅＮＢに接続される全ＣＳＧセルに対して送信する処理は、ＳＴ３１
０７で移動端末からのＲＲＣコネクション要求を受信したＣＳＧセルがＨｅＮＢＧＷに対
して全ＣＳＧ－ＩＤに属する移動端末識別番号の情報を要求するメッセージを送出するよ
うにしておき、ＨｅＮＢＧＷが該メッセージを受信した場合に行われても良い。このよう
な方法とすることで、移動端末がユーザアクセス登録していないＣＳＧ－ＩＤに属するＣ
ＳＧセルからも、該移動端末のホワイトリストを送信することが可能となる。
【０１３１】
　上記説明で開示した方法を採用することで、実施の形態４～７で述べた効果に加えて、
さらに、ＲＲＣコネクションの設立やＴＡＵ要求などのＮＡＳメッセージの送受信を行わ
なくてすむことになるため、さらに、無線リソースの使用効率の向上、シグナリング負荷
の削減、システムとしての制御遅延の低減、移動端末の低消費電力化をはかることが可能
となる。
【０１３２】
　実施の形態９．
　上記説明の実施の形態３から実施の形態７において、ＣＳＧセルにユーザアクセス登録
した移動端末は、ホワイトリストをコアネットワークから入手するため、コアネットワー
クに対してＴＡＵ要求を送信することになる。移動端末からＴＡＵ要求を送信されたコア
ネットワークは、該移動端末の識別番号を使用してＣＳＧ－ＩＤ（ＴＡＣ）のチェックを
行い、該移動端末に対してホワイトリストの送信を行うことを説明した。
【０１３３】
　コアネットワークは、移動端末からＴＡＵ要求メッセージが送信されたら必ず、上記方
法に従いホワイトリストの送信を行うようにしておいても良い。しかし、ＴＡＵ要求メッ
セージにはホワイトリストをコアネットワークから入手するためだけでなく、他の理由で
発生する場合がある。例えば、移動端末がホワイトリストに既に二つのＣＳＧ－ＩＤを持
っていて、一つのＣＳＧ－ＩＤに属するＣＳＧセルから、他の一つのＣＳＧ－ＩＤに属す
るＣＳＧセルに移動した場合など、新たにホワイトリストを登録（更新）する必要がない
が、二つのＣＳＧセルのＴＡＣが異なるため、該移動端末はＴＡＵ要求をコアネットワー
クに送信する。このような場合には、コアネットワークがホワイトリストを該移動端末に
送信することは必要ないにもかかわらず、該移動端末にホワイトリストを送信することに
なってしまい、無駄にシグナリング負荷を増大させてしまう問題が生じる。
【０１３４】
　さらに、実施の形態６の変形例１や実施の形態７に開示した方法では、コアネットワー
クが該移動端末に対してＲＲＣコネクションの設立やＴＡＵ要求の送信を禁止することを
判断することが可能であるが、このような場合も、コアネットワークは該移動端末が送信
されるＴＡＵ要求メッセージがホワイトリストの要求のためであるかどうかを知っておい
たほうが良く、知らないと、他の理由で送信されたＴＡＵ要求メッセージも考慮してしま
うので、効率の悪い動作になってしまう。このような問題を解消するため、本実施の形態
では、ＴＡＵ要求メッセージ上にホワイトリスト（登録）更新要求あるいはホワイトリス
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ト送信（通知）要求のためであることを示す情報をのせることを開示する。
【０１３５】
　例えば、実施の形態５で説明した図２５に示した例の場合、ＳＴ２５０７、ＳＴ２５０
８で移動端末はＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）を介してコアネットワークに対してＴＡＵ要求を
送信する。該ＴＡＵ要求メッセージ上に、ホワイトリスト（登録）更新要求のためである
ことを示す情報をのせて、ＴＡＵ要求とともに、その理由がホワイトリスト（登録）更新
要求のためであることをコアネットワークに通知する。このように構成することで、コア
ネットワークは、該移動端末がホワイトリスト（登録）更新を要求していることを知るこ
とが可能となる。逆に、ＴＡＵ要求メッセージ上に、ホワイトリスト（登録）更新要求の
ためであることを示す情報がのっていない場合は、該ＴＡＵ要求メッセージがホワイトリ
スト（登録）更新を要求しているものでないことがわかり、該移動端末に対してホワイト
リストを送信しないですむ。ＴＡＵ要求メッセージ上にホワイトリスト（登録）更新要求
のためであることを示す情報をのせる具体的な方法としては、ＴＡＵのＴｙｐｅ情報に、
ホワイトリスト（登録）更新要求を追加すれば良い。該Ｔｙｐｅ情報は数値で示されてい
ても良い。また、ＴＡＵ要求メッセージ上にホワイトリスト（登録）更新要求のためか否
かを示す１ビットのインジケータを設けても良い。
【０１３６】
　上記説明の方法を採用することで、コアネットワークがホワイトリストを該移動端末に
送信することは必要ないにもかかわらず、該移動端末にホワイトリストを送信することに
よる、本来不要なシグナリング負荷の増大を抑制することができる。また、コアネットワ
ークが該移動端末に対してＲＲＣコネクションの設立やＴＡＵ要求の送信を禁止すること
を判断するような場合に、他の理由で送信されたＴＡＵ要求メッセージを考慮することに
よる効率の悪い動作を引き起こすという問題を解消することが可能となる。
【０１３７】
　次に、本実施の形態に関する第一の変形例を説明する。ＴＡＵ要求メッセージ上にホワ
イトリスト（登録）更新要求に用いられる情報をのせる方法は、実施の形態３から実施の
形態７に適用可能である。ここでは、実施の形態８で開示した方法に適用すべく、ＲＲＣ
コネクション要求メッセージ上にホワイトリスト（登録）更新要求あるいはホワイトリス
ト送信（通知）要求のためであることを示す情報をのせることを開示する。
【０１３８】
　実施の形態８では、移動端末が送信するＲＲＣコネクション要求メッセージに対するＲ
ＲＣコネクションリジェクトメッセージを利用して、ホワイトリストの送信を行う。移動
端末からＲＲＣコネクション要求を送信されたＣＳＧセルは、該移動端末の識別番号を使
用してＣＳＧ－ＩＤ（ＴＡＣ）のチェックを行い、該移動端末に対してホワイトリストを
送信することを説明した。ＣＳＧセルは、移動端末からＲＲＣコネクション要求メッセー
ジが送信されたら必ず、上記の方法に従ってホワイトリストの送信を行うようにしておい
ても良いが、このようにすると、上述したのと同様に、無駄に無線リソースの使用効率を
低下させてしまう問題が生じ、さらには効率の悪い動作を引き起こしてしまう。このよう
な問題を解消するため、本変形例１では、ＲＲＣコネクション要求メッセージ上にホワイ
トリスト（登録）更新要求のためであることを示す情報をのせることを開示する。
【０１３９】
　例えば、実施の形態８で説明した図３１に示した例の場合、ＳＴ３１０７で移動端末は
Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）に対してＲＲＣコネクション要求を送信する。該ＲＲＣコネクシ
ョン要求メッセージ上に、ホワイトリスト（登録）更新要求のためであることを示す情報
をのせて、ＲＲＣコネクション要求とともに、その理由がホワイトリスト（登録）更新要
求のためであることをＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）に通知する。このようにすることで、Ｈｏ
ｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）は、該移動端末がホワイトリスト（登録）更新を要求していることを
知ることが可能となる。逆に、ＲＲＣコネクション要求メッセージ上に、ホワイトリスト
（登録）更新要求のためであることを示す情報がのっていない場合は、該ＲＲＣコネクシ
ョン要求メッセージがホワイトリスト（登録）更新を要求しているものでないことがわか
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り、該移動端末に対してホワイトリストを送信しないですむ。
【０１４０】
　ＲＲＣコネクション要求メッセージ上にホワイトリスト（登録）更新要求のためである
ことを示す情報をのせる具体的な方法としては、ＲＲＣコネクション要求メッセージの理
由（cause）情報として、ホワイトリスト（登録）更新要求を追加すれば良い。該理由情
報は数値で示されていても良い。また、ＲＲＣコネクション要求メッセージ上にホワイト
リスト（登録）更新要求のためか否かを示す１ビットのインジケータを設けても良い。本
変形例は実施の形態８で開示した方法に適用した場合について記載したが、実施の形態３
から実施の形態７に適用することも可能である。ホワイトリスト（登録）更新要求時に行
われるＲＲＣコネクションの要求時に適用することが可能である。
【０１４１】
　本実施の形態で開示した方法とすることで、実施の形態８で述べた効果に加えて、さら
に、前述したような、ＣＳＧセルがホワイトリストを該移動端末に送信することは必要な
いにもかかわらず、該移動端末にホワイトリストを登録（更新）通知メッセージを送信す
ることになってしまい、無駄に無線リソースが低下する問題や、さらに、ＣＳＧセルが該
移動端末に対してＲＲＣコネクション要求の送信を禁止することを判断するような場合に
、他の理由で送信されたＲＲＣコネクション要求メッセージも考慮してしまうことによる
効率の悪い動作を引き起こすという問題を解消することが可能となる。また、ＴＡＵ要求
メッセージ上やＲＲＣコネクション要求メッセージ上にホワイトリスト（登録）更新要求
のためであることを示す情報をのせることで、移動端末がユーザアクセス登録したＣＳＧ
セルではないＣＳＧセルへのＲＲＣコネクションの設立や該ＣＳＧセルを介したコアネッ
トワークへのＴＡＵ要求メッセージの送信が手動検索起動時に限られる、ということが無
くなる。本実施の形態および変形例で示した方法を適用することによって、移動端末がホ
ワイトリストの（登録）更新要求のためであれば、該移動端末がユーザアクセス登録した
ＣＳＧセルではないＣＳＧセルへのＲＲＣコネクションの設立や該ＣＳＧセルを介したコ
アネットワークへのＴＡＵ要求メッセージの送信が許可されるようにしておけばよく、こ
うすることによって、例えば、ユーザアクセス登録後、手動検索を起動せず自動的にホワ
イトリスト入手のための通信を行うようにすることも可能となるし、手動検索を起動せず
ホワイトリストを入手するまで定期的に（例えば、あらかじめ決められた、ある周期で周
期的に）ホワイトリスト入手のための通信を行うようにすることも可能である。こうする
ことで、移動端末が登録（更新）されたホワイトリストを入手するまでの手続きを柔軟に
することができ、将来の多数のＣＳＧセルが設置され、いろいろな場所でユーザアクセス
登録が行われるような状況に対しても対応することが可能となる。なお、本実施の形態お
よび変形例で示した方法を適用することによって、実施の形態４、５で開示したような、
移動端末が手動検索を起動したことを示す旨の情報をＲＲＣコネクション要求やＴＡＵ要
求に含める必要が無くなり、シグナリング量の削減もはかれる。
【０１４２】
　実施の形態１０．
　実施の形態４から実施の形態７において、ＣＳＧセルにユーザアクセス登録した移動端
末は、ホワイトリストをコアネットワーク（CN）から入手するため、ＣＳＧセルを介して
コアネットワークに対してＴＡＵ要求を送信することになる。移動端末からＴＡＵ要求を
送信されたコアネットワークは、該移動端末の識別番号を使用してＣＳＧ－ＩＤ（ＴＡＣ
）のチェックを行い、該ＣＳＧセルへのアクセスが不可能と判定した場合は、該移動端末
に対して該ＣＳＧセルを介して、ＴＡＵリジェクトメッセージを送信することを説明した
。一方、該移動端末がコアネットワークより該ＣＳＧセルを介して受信したＴＡＵリジェ
クトメッセージに応じて次につづく動作を決定する方法についても説明した。このような
場合において、移動端末は、ＣＳＧセルを介して受信したＴＡＵリジェクトメッセージが
ホワイトリストの登録（更新）要求のためのＴＡＵ要求に対してであったかどうかを知っ
ておいたほうが良く、知らないと、他の理由で送信されたＴＡＵリジェクトメッセージも
考慮してしまうので、効率の悪い動作を引き起こしてしまう。
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【０１４３】
　一方、３ＧＰＰにおいて、ＴＡＵリジェクトメッセージまたはＲＲＣコネクションリジ
ェクトメッセージに、「不適切なセル」（no suitable cells）という理由情報をのせる
ことが検討されている。しかし、前述したように、「適切なセル」（suitable cell）の
定義には何種類もあるため、どの定義にあてはまっていないのか特定できない。このよう
な問題を解消するため、本実施の形態では、ＴＡＵリジェクトメッセージ上に、リジェク
トの理由がＣＳＧセルが属するＣＳＧ－ＩＤには該移動端末識別番号が登録されていない
ためであることを示す情報をのせることを開示する。
【０１４４】
　例えば、実施の形態６で説明した図２７に示した例の場合、ＳＴ２７１０、ＳＴ２７１
１でコアネットワークはＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）を介して移動端末に対してＴＡＵ要求リ
ジェクトメッセージを送信する。該ＴＡＵリジェクトメッセージ上に、リジェクトの理由
がＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）が属するＣＳＧ－ＩＤには該移動端末識別番号が登録されてい
ないためであることを示す情報をのせることで、その理由がＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）が属
するＣＳＧ－ＩＤには該移動端末識別番号が登録されていないためであることを通知する
。このようにすることで、該移動端末は、受信したＴＡＵ要求リジェクトメッセージの理
由がＣＳＧセルが属するＣＳＧ－ＩＤには該移動端末識別番号が登録されていないためで
あることを知ることが可能となる。逆に、ＴＡＵリジェクトメッセージ上に、リジェクト
の理由がＣＳＧセルが属するＣＳＧ－ＩＤには該移動端末識別番号が登録されていないた
めであることを示す情報がのっていない場合は、該ＴＡＵリジェクトメッセージが別のな
んらかの理由によるものであることがわかる。
【０１４５】
　ＴＡＵリジェクトメッセージ上にリジェクトの理由が、ＣＳＧセルが属するＣＳＧ－Ｉ
Ｄには該移動端末識別番号が登録されていないためであることを示す情報をのせる具体的
な方法としては、ＴＡＵリジェクトメッセージの理由（cause）情報に、ＣＳＧセルが属
するＣＳＧ－ＩＤには該移動端末識別番号が登録されていない旨を示す情報を追加すれば
良い。該理由情報は数値で示されていても良い。また、ＴＡＵ要求リジェクトメッセージ
上にＣＳＧセルが属するＣＳＧ－ＩＤには該移動端末識別番号が登録されていないためか
否かを示す１ビットのインジケータを設けても良い。
【０１４６】
　本実施の形態で開示した方法とすることで、実施の形態４～７で述べた効果に加えて、
さらに、前述したような、移動端末がコアネットワークより送信されたＴＡＵリジェクト
メッセージに対してＲＲＣコネクションの設立やＴＡＵ要求の送信を禁止することを判断
するような場合に、他の理由で送信されたＴＡＵリジェクトメッセージも考慮してしまう
ことによる効率の悪い動作を引き起こすという問題を解消することが可能となる。
【０１４７】
　次に、上記説明の実施の形態１０の第一の変形例について説明する。ここでは、実施の
形態８で開示した方法に適用すべく、ＲＲＣコネクションリジェクトメッセージ上にリジ
ェクトの理由がＣＳＧセルが属するＣＳＧ－ＩＤには該移動端末識別番号が登録されてい
ない旨を示す情報をのせることを開示する。実施の形態８では、移動端末が送信するＲＲ
Ｃコネクション要求メッセージに対するＲＲＣコネクションリジェクトメッセージを利用
して、該移動端末がＲＲＣコネクション要求メッセージの送信を禁止する処理を行ってい
ることを説明した。移動端末が、ＣＳＧセルからＲＲＣコネクションリジェクトメッセー
ジが送信されたら必ず、該ＣＳＧセルに対してＲＲＣコネクション要求メッセージの送信
を禁止するようにしておいても良いが、このようにすると、上述したのと同様に効率の悪
い動作を引き起こしてしまう。
【０１４８】
　このような問題を解消するため、本変形例１では、ＲＲＣコネクションリジェクトメッ
セージ上にリジェクトの理由がＣＳＧセルが属するＣＳＧ－ＩＤには該移動端末識別番号
が登録されていないためであることを示す情報をのせることを開示する。例えば、実施の
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形態８で説明した図３１に示した例の場合、ＳＴ３１１０で移動端末はＨｏｍｅ－ｅＮＢ
（Ａ）からＲＲＣコネクションリジェクトを受信する。Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）は、該Ｒ
ＲＣコネクションリジェクトメッセージ上に、リジェクトの理由がＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ
）が属するＣＳＧ－ＩＤには該移動端末識別番号が登録されていないためであることを示
す情報をのせて、その理由がリジェクトの理由がＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）が属するＣＳＧ
－ＩＤには該移動端末識別番号が登録されていないためであることを該移動端末に通知す
る。このようにすることで、該移動端末は、受信したＲＲＣコネクションリジェクトメッ
セージが、ＣＳＧセルが属するＣＳＧ－ＩＤには該移動端末識別番号が登録されていない
ためであることを知ることが可能となる。逆に、該ＲＲＣコネクションリジェクトメッセ
ージ上に、リジェクトの理由がＣＳＧセルが属するＣＳＧ－ＩＤには該移動端末識別番号
が登録されていないためであることを示す情報がのっていない場合は、リジェクトの理由
がＣＳＧセルが属するＣＳＧ－ＩＤには該移動端末識別番号が登録されていないためでは
ないことを知ることが可能となる。
【０１４９】
　ＲＲＣコネクションリジェクトメッセージ上にリジェクトの理由が、ＣＳＧセルが属す
るＣＳＧ－ＩＤには該移動端末識別番号が登録されていないためであることを示す情報を
のせる具体的な方法としては、ＲＲＣコネクションリジェクトメッセージの理由（cause
）情報に、ＣＳＧセルが属するＣＳＧ－ＩＤには該移動端末識別番号が登録されていない
旨を示す情報を追加すれば良い。該理由情報は数値で示されていても良い。また、ＲＲＣ
コネクションリジェクトメッセージ上にＣＳＧセルが属するＣＳＧ－ＩＤには該移動端末
識別番号が登録されていないためか否かを示す１ビットのインジケータを設けても良い。
【０１５０】
　本実施の形態で開示した方法とすることで、実施の形態８で述べた効果に加えて、さら
に、前述したような、移動端末がＣＳＧセルよりＲＲＣコネクションリジェクトメッセー
ジを受信した場合にＲＲＣコネクション要求の禁止することを判断するような方法の場合
に、他の理由で送信されたＲＲＣコネクションリジェクトメッセージも考慮してしまうこ
とによる効率の悪い動作を引き起こすという問題を解消することが可能となる。
【０１５１】
　実施の形態１１．
　ホワイトリストの登録や変更の際に、コアネットワークから送信されるホワイトリスト
内容を移動端末が誤って受信してしまう場合があることを記載した。このような場合、多
数のＣＳＧセルが存在する状況において、誤って受信したホワイトリストのＣＳＧ－ＩＤ
に属するＣＳＧセルをセル選択してしまう場合が生じ、移動端末は、誤ったホワイトリス
トのＣＳＧ－ＩＤに属する該ＣＳＧセルへ何度もＲＲＣコネクションの設立や、ＣＳＧセ
ルを介してコアネットワークへＴＡＵの要求を繰り返してしまうことになる。従って、シ
ステムとして、無線リソースの使用効率やシグナリング効率の極端な低下が引き起こされ
てしまうという問題が生じる。さらに、セルサーチから待ち受け動作に入るまでに、多大
な時間がかかってしまい、システムとして大きな制御遅延が発生するという問題や、移動
端末において消費電力が膨大になってしまうという問題も生じてしまう。
【０１５２】
　これらの問題を解消するため、本実施の形態では、移動端末は、ホワイトリスト受信の
成功/失敗（Ack/Nack）をコアネットワークへ明示的に送信する方法を開示する。図３２
に、ホワイトリスト登録時、移動端末におけるホワイトリスト受信の成功/失敗（Ack/Nac
k、完了／未完了、complete/incomplete）をコアネットワークへ明示的に送信する方法の
シーケンス図を示す。図は、例えばＨｏｍｅ－ｅＮＢを用いるＬＴＥ方式の通信システム
の場合について示す。図について説明する。ここで、移動端末はＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｃ）
にユーザアクセス登録を行うこととするが、ＳＴ３２０１～ＳＴ３２０３までは前述と同
様の動作なので説明を省く。ＳＴ３２０４でＣＳＧセル（ここではＨｏｍｅ－ｅＮＢ）の
手動検索を起動した移動端末は、ＳＴ３２０５でセルサーチ、セル選択を行う。図２３に
示すような状況において、さらに多数の、移動端末がユーザアクセス登録していないＣＳ



(45) JP 6671453 B2 2020.3.25

10

20

30

40

50

Ｇ－ＩＤに属するＣＳＧセルが存在するような場合、移動端末はＣＳＧセルをセル選択す
ることになる。実施の形態４で開示したように、セル選択したＣＳＧセルが、ユーザアク
セス登録を行ったＣＳＧセルであろうとなかろうと、移動端末が該ＣＳＧセルへのＲＲＣ
コネクションの設立を可能とし、ＣＳＧセルを介してネットワークにＴＡＵを送信可能と
する。これにより、ＳＴ３２０６で移動端末はユーザアクセス登録したＣＳＧセル（ここ
ではＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ｃ））ではないＣＳＧセル（ここではＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ））
に対してＲＲＣコネクションの要求を送信し、このＲＲＣコネクションの設立要求を受信
したＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）はこの設立要求に対する設立許可を移動端末に送信すること
で、移動端末とＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）間でＲＲＣコネクションを設立する。
【０１５３】
　次にＳＴ３２０７、ＳＴ３２０８で移動端末はＴＡＵ要求メッセージをＨｏｍｅ－ｅＮ
Ｂ（Ａ）を介してコアネットワークへ送信する。ここで移動端末は移動端末識別番号も送
信する。該移動端末識別番号はＴＡＵ要求メッセージに含めても良いし、ＴＡＵ要求メッ
セージと一緒にしても良いし、別のメッセージとして送信しても良い。ＴＡＵ要求メッセ
ージを受信したコアネットワークは、やはり受信した該移動端末識別番号をもとに、該移
動端末が、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）のＣＳＧ－ＩＤに属しているかどうかをチェックする
。このチェックの方法は図２２で開示したＳＴ２２０７で説明した方法が適用できる。Ｈ
ｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）が属するＣＳＧ－ＩＤには該移動端末識別番号が登録されていない
ため、コアネットワークは、該移動端末はＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）にはアクセス不可能と
判定する。本実施の形態では、例えば、実施の形態５で開示した方法を用いることとする
。コアネットワークは、該移動端末はＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）にはアクセス不可能と判定
した場合も、ＴＡＵリジェクトを送信する前に、ＳＴ３２１０でＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）
に対して該移動端末のホワイトリストを送信する。該移動端末のホワイトリストを受信し
たＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）は、ＳＴ３２１１で、該移動端末に対してホワイトリストを送
信する。
【０１５４】
　ここで、ホワイトリストを受信した移動端末は、ＳＴ３２１２でＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ
）に対して、ホワイトリスト受信成功のＡｃｋを送信する。このＡｃｋはＮＡＳメッセー
ジとしても良い。該移動端末からホワイトリスト受信成功のＡｃｋを受信したＨｏｍｅ－
ｅＮＢ（Ａ）は、ＳＴ３２１３で、コアネットワークに対してホワイトリスト受信成功の
Ａｃｋを送信する。ホワイトリスト受信成功のＡｃｋを受信したコアネットワークは、Ｓ
Ｔ３２１５で該移動端末がユーザアクセス登録したＨｏｍｅ－ｅＮＢ(Ｃ)に対して、該移
動端末がユーザアクセス登録を完了したことを通知するための情報を送信する。一方、移
動端末は、ＳＴ３２１４にて、自移動端末に、受信したホワイトリストを記憶する。ＳＴ
３２１３でホワイトリスト受信成功のＡｃｋを受信したコアネットワークは、ＳＴ３２１
６、ＳＴ３２１７で、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）を介してＴＡＵ要求に対するＴＡＵリジェ
クトメッセージを該移動端末に送信する。ＴＡＵリジェクトメッセージを受信した移動端
末は、ＳＴ３２１８でＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）との間でＲＲＣコネクションを開放する。
【０１５５】
　ＳＴ３２１１でホワイトリストの受信を失敗した移動端末は、ＳＴ３２１２でＨｏｍｅ
－ｅＮＢ（Ａ）に対して、ホワイトリスト受信失敗のＮａｃｋを送信する。このＮａｃｋ
はＮＡＳメッセージとしても良い。該移動端末からホワイトリスト受信失敗のＮａｃｋを
受信したＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）は、ＳＴ３２１３で、コアネットワークに対してホワイ
トリスト受信失敗のＮａｃｋを送信する。ホワイトリスト受信失敗のＮａｃｋを受信した
コアネットワークは、再度ＳＴ３２１０、ＳＴ３２１１でＨｏｍｅ－ｅＮＢ（Ａ）を介し
て該移動端末に対してホワイトリストを送信する。このような処理を該移動端末がホワイ
トリストを受信成功するまで繰り返す。該移動端末が受信成功したら、ＳＴ３２１２以降
の処理を行う。このような方法とすることで、コアネットワークから送信されるホワイト
リスト内容を移動端末が誤って受信してしまう確率を大きく低減させることが可能となる
。従って、前述したような、多数のＣＳＧセルが存在する状況において、移動端末が、誤
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って受信したホワイトリストのＣＳＧ－ＩＤに属するＣＳＧセルをセル選択してしまい、
該ＣＳＧセルへ何度もＲＲＣコネクションの設立や、ＣＳＧセルを介してコアネットワー
クへＴＡＵの要求を繰り返してしまうという問題を解消できる。これらの問題を解消する
ことで、将来のシステム運用において、無線リソースの使用効率やシグナリング効率の極
端な低下をなくすことが可能となる。
【０１５６】
　なお、本発明における実施の形態４～１１ではホワイトリストの登録について説明した
が、ホワイトリストの登録だけでなく、ホワイトリストの更新（削除、追加を含む）の場
合にも適用可能である。本発明における実施の形態１～１１の例ではＣＳＧセルとしてＨ
ｏｍｅ－ｅＮＢの用いられるＬＴＥ方式を用いた通信システムについて示したが、ＣＳＧ
セルとしてＨｏｍｅ－ＮＢが用いられるＵＭＴＳ方式の通信システムの場合でも適用可能
である。ＣＳＧセルとしてＨｏｍｅ－ＮＢが用いられるＵＭＴＳ方式の通信システムの場
合は、基地局（Ｈｏｍｅ－ＮＢ、ＮＢ）とコアネットワークの間にＲＮＣを設け、ＲＲＣ
コネクション要求などのＲＲＣメッセージは移動端末とＲＮＣ間で送受信を行うようにす
れば良く、ＴＡＵ要求などのＮＡＳメッセージは移動端末から基地局（Ｈｏｍｅ－ＮＢ、
ＮＢ）およびＲＮＣを介してコアネットワークへ送受信されるようにすれば良い。こうす
ることによって、ＣＳＧセルとしてＨｏｍｅ－ＮＢが用いられるＵＭＴＳ方式の通信シス
テムの場合でも適用可能となる。
【０１５７】
　実施の形態１２．
　非特許文献６にＲＲＣ接続再設立（RRC(Radio Resource Control） connection re-est
ablishment）のＬＴＥ移動体通信システムとしての手順が開示されている。図３３に開示
されているＲＲＣ接続再設立にかかる移動端末としての処理の流れを示す。ステップＳＴ
３３０１にて移動端末は、無線リンク失敗（Radio link failure）を検出したか否かを判
断する。結果、無線リンク失敗を検出した場合はステップＳＴ３３０５へ移行し、検出し
なかった場合はステップＳＴ３３０２へ移行する。ステップＳＴ３３０２にて移動端末は
、ハンドオーバ失敗（Handover failure）したか否かを判断する。結果、ハンドオーバ失
敗した場合はステップＳＴ３３０５へ移行し、失敗しなかった場合はステップＳＴ３３０
３へ移行する。ステップＳＴ３３０３にて移動端末は、インテグリティ失敗（Integrity 
failure）がより低いレイヤより指示が存在するか否か判断する。結果、インテグリティ
失敗の指示があればステップＳＴ３３０５へ移行し、指示がなければステップＳＴ３３０
４へ移行する。ステップＳＴ３３０４にて移動端末は、ＲＲＣ接続再設定失敗（RRC conn
ection reconfiguration failure）したか否かを判断する。結果、ＲＲＣ接続再設定失敗
した場合はステップＳＴ３３０５へ移行し、失敗しなかった場合はステップＳＴ３３０１
へ移行する。ステップＳＴ３３０１へ戻った移動端末は、ステップＳＴ３３０１、ステッ
プＳＴ３３０２、ステップＳＴ３３０３、ステップＳＴ３３０４の処理を繰り返す。また
、ステップＳＴ３３０１、ステップＳＴ３３０２、ステップＳＴ３３０３、ステップＳＴ
３３０４の処理の順序は任意であり、さらには同時であっても構わない。
【０１５８】
　ステップＳＴ３３０１にて移動端末が検出の有無を判断する無線リンク失敗について以
下説明する。物理層問題（Physical layer problem）を検出してから、無線リンク復旧（
Radio link recovery）を許す時間を、例えばＴ３１０とする。Ｔ３１０の代わりに、物
理層問題を検出してから無線リンク復旧を許すまでの物理層失敗（Physical layer failu
re）のカウンタ値を規定することも可能である。また、ＭＡＣからのランダムアクセス問
題インジケータを受信してから、無線リンク復旧を許す時間を、例えばＴ３１２とする。
【０１５９】
　移動端末は、上記タイマ（Ｔ３１０、Ｔ３１２）が終了する場合、無線リンク失敗を検
出する。なお上記タイマ（Ｔ３１０、Ｔ３１２）は、基地局（ネットワーク側）が移動端
末に移動端末のタイマと定数の情報要素（UE-Timer And Constansts information elemen
t）の一部として、システム情報ブロックタイプ２（System Information BlockType２: S
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IB2）にマッピングされ、ＢＣＣＨを用いてＰＤＳＣＨ（DL-SCH）にて通知する。
【０１６０】
　ステップＳＴ３３０２にて移動端末が判断するハンドオーバ失敗について以下説明する
。移動端末は、ハンドオーバのきっかけ（トリガ）となるＲＲＣメッセージの受信によっ
て、ハンドオーバを実行する。移動端末は、ＲＲＣ接続再設定（RRC Connection　Reconf
iguration message）に移動性制御情報（Mobility Control information）が含まれてい
る場合、移動性制御情報中に含まれるタイマ（例えばＴ３０４とする）をセットする。移
動端末は、ＭＡＣがランダムアクセス手順を完了した場合、上記タイマ（Ｔ３０４）をス
トップさせる。移動端末は、上記タイマ（Ｔ３０４）が終了する場合、ハンドオーバ失敗
と判断する。つまり上記タイマ（Ｔ３０４）は、ハンドオーバの実行を開始してから、Ｍ
ＡＣがランダムアクセス手順を完了までに要する許容時間を規定している。なお上記タイ
マ（Ｔ３０４）は、基地局（ネットワーク側）が移動端末に移動性制御情報の情報要素（
Mobility Control information element）の一部として、ＲＲＣ接続再設定メッセージ（
RRC Connection Reconfiguration message）にマッピングされ、ＮＡＳ個別情報（NAS(No
n Access Stratum) Dedicated information）として通知する。
【０１６１】
　ステップＳＴ３３０４にて移動端末が判断するＲＲＣ接続再設定失敗について以下説明
する。ＵＥが不可能な構成がＲＲＣ接続再設定メッセージに含まれていた場合、ＲＲＣ接
続再設定失敗と判断する。なおＲＲＣ接続再設定メッセージは、基地局（ネットワーク側
）が移動端末にＮＡＳ個別情報として通知する。ステップＳＴ３３０５にて移動端末は、
物理層問題を検出してから、無線リンク復旧を許す時間（Ｔ３１０）のタイマをストップ
し、ステップＳＴ３３０６へ移行する。ステップＳＴ３３０６にて移動端末は、ＭＡＣか
らのランダムアクセス問題インジケータを受信してから、無線リンク復旧を許す時間（Ｔ
３１２）のタイマをストップし、ステップＳＴ３３０７へ移行する。ステップＳＴ３３０
７にて移動端末は、無線リンク失敗の検出、あるいはハンドオーバ失敗との判断、あるい
はインテグリティ失敗との判断、あるいはＲＲＣ接続再設定失敗との判断からＥ-ＵＴＲ
Ａ内のセルを選択するまでの許容時間のタイマ（例えばＴ３１１）をスタートさせ、ステ
ップＳＴ３３０８へ移行する。なお上記タイマ（Ｔ３１１）は、基地局（ネットワーク側
）が移動端末に移動端末のタイマと定数の情報要素（UE-Timer And Constansts informat
ion element）の一部として、システム情報ブロックタイプ２（System Information Bloc
kType2:SIB2）にマッピングされ、ＢＣＣＨを用いてＰＤＳＣＨにて通知する。ステップ
ＳＴ３３０８にて移動端末は、ＭＡＣ（Media Access Control）をリセットし、ステップ
ＳＴ３３０９へ移行する。ステップＳＴ３３０９にて移動端末は、設定されている全ての
無線ベアラ（Radio Bearer:RB）のＲＬＣ（Radio Link Control）を再設定し、ステップ
ＳＴ３３１０へ移行する。
【０１６２】
　ステップＳＴ３３１０にて移動端末は、Ｔ３１１タイマが終了していないか判断する。
結果、タイマが終了（タイムアウト、タイマが完了、タイマが有効期限切れ）していれば
ステップＳＴ３３１１へ移行し、終了していなければステップＳＴ３３１４へ移行する。
ステップＳＴ３３１１にて移動端末は、ＭＡＣと設定されている全ての無線ベアラのＲＬ
Ｃの再設定をリセットし、ステップＳＴ３３１２へ移行する。ステップＳＴ３３１２にて
移動端末は、全ての無線リソース（Radio resources）を開放し、ステップＳＴ３３１３
へ移行する。ステップＳＴ３３１３にて移動端末は、ＲＲＣ＿ＩＤＬＥ状態へ遷移する。
ステップＳＴ３３１４にて移動端末は、セル選択手順（cell selection process）、ある
いは、セル再選択手順（cell reselection process）ともいう、によりＥ－ＵＴＲＡセル
を選択したか否かを判断する。結果、Ｅ－ＵＴＲＡセルを選択した場合ステップＳＴ３３
１５へ移行し、Ｅ－ＵＴＲＡセルを選択しない場合ステップＳＴ３３１７へ移行する。ス
テップＳＴ３３１５にて移動端末は、タイマＴ３１１をストップさせ、ステップＳＴ３３
１６へ移行する。ステップＳＴ３３１６にて移動端末は、ネットワーク側へＲＲＣ接続再
設立要求メッセージ（RRC connection Reestablishment request message）を送信する。
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ステップＳＴ３３１７にて移動端末は、セル選択手順により異無線アクセス技術セル（in
ter-RAT（Radio Access Technology Cell）を選択したか否かを判断する。結果、ｉｎｔ
ｅｒ－ＲＡＴセルを選択した場合ステップＳＴ３３１１へ移行し、ｉｎｔｅｒ－ＲＡＴセ
ルを選択しない場合は、ステップＳＴ３３１０へ移行する。ステップＳＴ３３１０へ戻っ
た移動端末は、ステップＳＴ３３１０、ステップＳＴ３３１４、ステップＳＴ３３１７の
処理を繰り返す。
【０１６３】
　本実施の形態１２における課題について以下説明する。前述の通り、ＬＴＥ及びＵＭＴ
ＳにおいてＣＳＧセルが導入される。しかし、非特許文献６のＲＲＣ接続再設立の移動体
通信システムとしての手順には、ＣＳＧセルをどのように導入するかの開示はない。また
、本実施の形態１２にて指摘する課題についても示唆はない。ＣＳＧセルにて標準（norm
al）のサービスを受けるためには、移動端末は当該ＣＳＧセルへの登録が必要である。登
録を完了して移動端末は、移動端末内（ＵＳＩＭ、ＳＩＭ、メモリ、ＣＰＵなど）に存在
するホワイトリストに登録をしたＣＳＧセルのＣＳＧ－ＩＤを保存する。ＣＳＧセルは、
ＣＳＧ－ＩＤあるいは、ＣＳＧ－ＩＤと対応付けられているトラッキングエリアコード（
Tracking Area Code: TAC）をシステム情報（System information）として傘下の移動端
末へ報知する。ＣＳＧ－ＩＤあるいは、ＴＡＣはシステム情報ブロックタイプ１（System
　Information BlockType1 :SIB1）にマッピングされ、ＢＣＣＨを用いてＰＤＳＣＨにて
ＣＳＧセルから報知される。なおＳＩＢ１が報知される周期は２０ｍｓに１回とされてい
る。ＵＥがＣＳＧセルを適したセル（suitable cell）として選択し、標準（normal）の
サービスを得るために位置登録あるいは待受けするには、ｎｏｎ－ＣＳＧセルを適したセ
ルとして選択する場合と比較して、当該ＣＳＧセルに自移動端末が登録しているか否か判
断する処理を追加で行う必要がある。当該ＣＳＧセルに自移動端末が登録しているか否か
判断するためには、当該ＣＳＧセルが報知するＣＳＧ－ＩＤ（あるいはＴＡＣ）と自移動
端末内のホワイトリスト中のＣＳＧ－ＩＤが同一か否を判断する必要がある。
【０１６４】
　ＣＳＧセルを導入したときのＲＲＣ接続再設立手順を示す。その手順は、図３３とほぼ
同様で有るが、特徴あるステップＳＴ３３１４について詳細を図３４に示す。ステップＳ
Ｔ３４０１にて移動端末は、ホワイトリストにＣＳＧ－ＩＤを含んでいるか否かを判断す
る。あるいは移動端末は、ＣＳＧセルに登録しているか否かを判断する。ホワイトリスト
にＣＳＧ－ＩＤを含んでいる場合、あるいはＣＳＧセルに登録している場合、ステップＳ
Ｔ３４０２へ移行する。ホワイトリストにＣＳＧ－ＩＤを含んでいない場合、あるいはＣ
ＳＧセルに登録していない場合、ステップＳＴ３４１０へ移行する。ステップＳＴ３４０
２にて移動端末は、周辺セル（Neighboring Cell）の受信品質の測定結果よりＣＳＧセル
中でサービングセルになり得るセルが存在するか否か判断する。存在した場合、ステップ
ＳＴ３４０３へ移行する。存在しない場合ステップＳＴ３４１０へ移行する。ステップＳ
Ｔ３４０３にて移動端末は、周辺セルの受信品質の測定結果よりＣＳＧセル中でサービン
グセルになり得るセルのうち、受信品質に基づいて最良のセル（ベストセル：best cell
とも呼ばれる）を選択し、ステップＳＴ３４０４へ移行する。
【０１６５】
　ステップＳＴ３４０４にて移動端末は、ステップＳＴ３４０３にて選択したセルの物理
下り制御チャネル（Physical downlink control channel: PDCCH,L1/L2シグナリングチャ
ネルとも呼ばれる。）を受信する。ＰＤＣＣＨの受信に移動端末は、ブラインド検出（Bl
ind Detection）処理を行う必要がある。ブラインド検出の結果、ＰＤＳＣＨ上のＢＣＣ
Ｈの割当を受信し、ステップＳＴ３４０５へ移行する。ステップＳＴ３４０５にて移動端
末は、ステップＳＴ３４０４にて受信したＢＣＣＨ用の割当に従ってＰＤＳＣＨの受信を
行い、ステップＳＴ３４０６へ移行する。ＰＤＳＣＨでは２０ｍｓに１回、ＳＩＢ１がマ
ッピングされたＢＣＣＨが送信される。移動端末はステップＳＴ３４０５にてＳＩＢ１を
入手する。ステップＳＴ３４０６にて移動端末は、ステップＳＴ３４０５で受信したＳＩ
Ｂ１にマッピングされるＣＳＧ－ＩＤあるいはＴＡＣを入手し、ステップＳＴ３４０７へ
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移行する。ＣＳＧ－ＩＤがＳＩＢ１とは別のシステム情報にマッピングされる可能性もあ
るが、その場合であっても本実施の形態を適用することは可能である。
【０１６６】
　ステップＳＴ３４０７にて移動端末は、ステップＳＴ３４０６にて入手した当該ＣＳＧ
セルのＣＳＧ－ＩＤと自移動端末のホワイトリスト中に保存されている登録済みのＣＳＧ
セルのＣＳＧ－ＩＤが同一か否か判断する。これにより移動端末は、当該ＣＳＧセルが「
適したセル（suitable cell）」になり得るか否かを判断することとなる。つまり当該Ｃ
ＳＧセルのＣＳＧ－ＩＤがホワイトリスト中に存在した場合は、当該セルは登録済みのＣ
ＳＧセルとして「適したセル（suitable cell）」になり得る。反対に当該ＣＳＧセルの
ＣＳＧ－ＩＤがホワイトリスト中に存在しない場合は、登録していないＣＳＧセルとして
当該セルは「適したセル（suitable cell）」になり得ない。当該ＣＳＧセルが登録済み
のＣＳＧセルであった場合、図３３のステップＳＴ３３１５へ移行する。当該ＣＳＧセル
が登録していないＣＳＧセルであった場合、ステップＳＴ３４０８へ移行する。
【０１６７】
　ステップＳＴ３４０８にて移動端末は、当該ＣＳＧセルをＥ-ＵＴＲＡセル選択の処理
から省き、ステップＳＴ３４０９へ移行する。ステップＳＴ３４０９にて移動端末は、Ｔ
３１１タイマが終了していないか判断する。結果、タイマが終了（タイムアウト、タイマ
が完了、タイマが有効期限切れ）していれば図３３のステップＳＴ３３１１へ移行し、終
了していなければステップＳＴ３４０２へ戻る。ステップＳＴ３４１０にて移動端末は、
周辺セル（Neighboring Cell）の受信品質の測定結果よりｎｏｎ－ＣＳＧセル中でサービ
ングセルになり得るセルが存在するか否か判断する。存在した場合、ステップＳＴ３４１
１へ移行する。存在しない場合図３３のステップＳＴ３３１７へ移行する。ステップＳＴ
３４１１にて移動端末は、周辺セルの受信品質の測定結果よりｎｏｎ－ＣＳＧセル中でサ
ービングセルになり得るセルのうち、受信品質に基づいて最良のセルを選択し、図３３の
ステップＳＴ３３１５へ移行する。
【０１６８】
　上記及び図３４から明らかなように、ホワイトリストにＣＳＧ－ＩＤを含む移動端末、
つまりいずれか１つのＣＳＧセルに登録した移動端末がＥ－ＵＴＲＡセル選択に要する時
間は、ホワイトリストにＣＳＧ－ＩＤを含まない移動端末、つまりいずれのＣＳＧセルに
も未登録な移動端末がＥ－ＵＴＲＡセル選択に要する時間と比較して長くなる可能性があ
ることが分かる。この現象は、自移動端末がＣＳＧセル（ＣＳＧ－ＩＤ＝１０と仮定）に
登録しているが、周辺には当該ＣＳＧセル（ＣＳＧ－ＩＤ＝１０）が存在しない場合より
顕著に現れる。この場合、移動端末は図３４のステップＳＴ３４０７にて「登録していな
いＣＳＧセル」と判断することになる。更に、自移動端末が登録していないＣＳＧセルが
多く存在する場所に移動端末が存在し、登録していない多くのＣＳＧセルの受信品質が良
く、サービングセルになり得るセルであった場合、上記課題は更に顕著に現れる。この場
合図３４のステップＳＴ３４０２からステップＳＴ３４０９の処理をＣＳＧセルの中でサ
ービングセルになり得るセルが存在しなくなるまで繰り返すことになるからである。
【０１６９】
　ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する移動端末とホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤ
を有さない移動端末との間のセル選択に要する時間の差から以下のような課題が発生する
。上記で示したように、無線リンク失敗の検出、あるいはハンドオーバ失敗との判断、あ
るいはインテグリティ失敗との判断、あるいはＲＲＣ接続再設定失敗との判断からＥ-Ｕ
ＴＲＡ内のセルを選択するまでの許容時間のタイマ（例えばＴ３１１）が存在する。上記
タイマが現状の通り１種類であった場合、タイマ値をホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを
有する移動端末に適するようにした場合を考える。その場合、ホワイトリスト中にＣＳＧ
－ＩＤを有さないために、セル選択に要する時間が比較的短いにも関わらず、上記タイマ
がタイムアウトしないこととなる。つまり、図３３のステップＳＴ３３１０にて「タイマ
が終了」との判断が無用に遅れてされることになる。このことは、図３３のステップＳＴ
３３１２で行われる全ての無線リソース（ラジオリソース）開放が無用に遅れることを意
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味する。よって無用な無線リソースの確保という課題が発生する。反対にタイマ値をホワ
イトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有さない移動端末に適するようにした場合を考える。その
場合、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するために、セル選択に要する時間が長いた
めにセル選択の途中、例えばＣＳＧセル中でサービングセルになり得るセルがまだ存在す
るにも関わらず、上記タイマがタイムアウトする場合が考えられる。
【０１７０】
　つまり、図３３のステップＳＴ３３１０にて「タイマが終了」、あるいは図３４のステ
ップＳＴ３４０９にて「タイマ終了」との判断が早過ぎる場合が考えられる。このことは
ホワイトリストにＣＳＧ－ＩＤを持つ移動端末のＭＡＣはリセットされているが、無線ベ
アラつまり無線リソースは確保された状態でのＲＲＣ接続再設立の可能性を低くするとい
う課題が発生する。このことはホワイトリストにＣＳＧ－ＩＤを持つ移動端末が周辺に受
信品質の良いセルが存在するにも関わらず、ＲＲＣ＿ＩＤＬＥ状態に遷移し制御遅延が発
生するという課題が発生する。なお、非特許文献６には本課題の示唆はない。また図３４
では、ＣＳＧセルの選択をｎｏｎ－ＣＳＧセルの選択より優先順位を高くして処理を行う
場合について記載している。但し、本優先順位がなくとも上記課題は発生する。更に本課
題は、ＬＴＥ（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）システムへのＣＳＧセル導入においてもＷ-ＣＤＭＡ（
ＵＴＲＡＮ、ＵＭＴＳ）システムへのＣＳＧセル導入においても発生する。
【０１７１】
　実施の形態１２の課題解決策を以下に示す。本解決策は、ＬＴＥシステムにもＷ-ＣＤ
ＭＡシステムにも適用可能である。実施の形態１２では、上記課題を解決するためにホワ
イトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するか否かで異なるタイマを別個に設け、移動端末に反
映させることを開示する。更に具体的には、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するか
否かで無線リンク失敗の検出、あるいはハンドオーバ失敗との判断、あるいはインテグリ
ティ失敗との判断、あるいはＲＲＣ接続再設定失敗との判断からＥ-ＵＴＲＡ内のセルを
選択するまでの許容時間のタイマ（例えばＴ３１１）を別個（例えばＴ３１１＿ホワイト
リスト有とＴ３１１＿ホワイトリスト無）に設け、移動端末に反映させることを開示する
。
【０１７２】
　具体的な動作例について図３５を用いて説明する。図３５中にて図３３と同じステップ
番号の箇所の説明は省略する。なお、図３４については図３５においても用いることが出
来る。ステップＳＴ３５０１にて移動端末は、ホワイトリストにＣＳＧ－ＩＤを含んでい
るか否かを判断する。あるいは移動端末は、ＣＳＧセルに登録しているか否かを判断する
。ホワイトリストにＣＳＧ－ＩＤを含んでいる場合、あるいはＣＳＧセルに登録している
場合、ステップＳＴ３５０２へ移行する。ホワイトリストにＣＳＧ－ＩＤを含んでいない
場合、あるいはＣＳＧセルに登録していない場合、ステップＳＴ３５０３へ移行する。ス
テップＳＴ３５０２にて移動端末は、無線リンク失敗の検出、あるいはハンドオーバ失敗
との判断、あるいはインテグリティ失敗との判断、あるいはＲＲＣ接続再設定失敗との判
断からＥ-ＵＴＲＡ内のセルを選択するまでの許容時間のタイマ（例えばＴ３１１）にホ
ワイトリストにＣＳＧ－ＩＤを含んでいる場合、あるいはＣＳＧセルに登録している場合
用の無線リンク失敗の検出、あるいはハンドオーバ失敗との判断、あるいはインテグリテ
ィ失敗との判断、あるいはＲＲＣ接続再設定失敗との判断からＥ-ＵＴＲＡ内のセルを選
択するまでの許容時間のタイマ（例えばＴ３１１＿ホワイトリスト有）をセットし、ステ
ップＳＴ３３０７へ移行する。
【０１７３】
　ステップＳＴ３５０３にて移動端末は、無線リンク失敗の検出、あるいはハンドオーバ
失敗との判断、あるいはインテグリティ失敗との判断、あるいはＲＲＣ接続再設定失敗と
の判断からＥ-ＵＴＲＡ内のセルを選択するまでの許容時間のタイマ（例えばＴ３１１）
にホワイトリストにＣＳＧ－ＩＤを含んでいない場合、あるいはＣＳＧセルに登録してい
ない場合用の無線リンク失敗の検出、あるいはハンドオーバ失敗との判断、あるいはイン
テグリティ失敗との判断、あるいはＲＲＣ接続再設定失敗との判断からＥ-ＵＴＲＡ内の
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セルを選択するまでの許容時間のタイマ（例えばＴ３１１＿ホワイトリスト無）をセット
し、ステップＳＴ３３０７へ移行する。
【０１７４】
　次にホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するか否かで異なるタイマを別個に設けたタ
イマの通知方法について開示する。第１の方法としては、ホワイトリスト中にＣＳＧ－Ｉ
Ｄを有する場合に用いるタイマ（例えばＴ３１１＿ホワイトリスト有）、ホワイトリスト
中にＣＳＧ－ＩＤを有さない場合に用いるタイマ（例えばＴ３１１＿ホワイトリスト無）
ともにサービングセル（ネットワーク側）が移動端末に通知する。更に具体的には個別制
御チャネル（DCCH）、あるいは報知制御チャネル（BCCH）を用いて通知する。個別制御チ
ャネルを用いる場合は、当該移動端末の通信状態に応じた制御が可能という点において優
れた方法である。またＢＣＣＨを用いる場合は、傘下の全移動端末に対して通知可能であ
り、無線リソースの有効活用という点において優れた方法である。ＢＣＣＨを用いて通知
する場合の具体例としては、ＭＩＢあるいはＳＩＢにマッピングすることが考えられる。
ＭＩＢを用いる場合は、ＭＩＢはＰＢＣＨにマッピングされることから、移動端末が制御
遅延を少なく受信可能という点で優れた方法である。ＳＩＢを用いる場合は、ＳＩＢ１を
用いて通知する。ＭＩＢあるいはＳＩＢ１はセルサーチから待ちうけの動作に必要最小限
受信する報知情報である点において、移動端末の制御遅延を少なくする点において優れた
方法である。また、移動端末のタイマと定数の情報要素（UE-Timer And Constansts info
rmation element）の一部として、システム情報ブロックタイプ２（System Information 
BlockType2: SIB2）にマッピングされ、ＢＣＣＨを用いてＰＤＳＣＨにて通知する。更に
はサービングセルがＣＳＧセルかｎｏｎ－ＣＳＧセルかに関わらず、ホワイトリスト中に
ＣＳＧ－ＩＤを有する場合に用いるタイマ（例えばＴ３１１＿ホワイトリスト有）、ホワ
イトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有さない場合に用いるタイマ（例えばＴ３１１＿ホワイト
リスト無）ともにサービングセル（ネットワーク側）が移動端末に移動端末のタイマと定
数の情報要素（UE-Timer and Constansts information element）の一部として、システ
ム情報ブロックタイプ２（System Information BlockType2: SIB2）にマッピングされ、
ＢＣＣＨを用いてＰＤＳＣＨにて通知する。ＳＩＢ２を用いる場合は、タイマという観点
にて同様（同じ種類）のパラメータと同時に通知することができ、受信した移動端末の処
理が容易である点において優れた方法である。更にはＳＩＢ１、ＳＩＢ２以外のシステム
情報で通知する方法であっても報知情報であるので、傘下の全移動端末に対して通知可能
であり、無線リソースの有効活用という点において優れた方法である。第１の方法にて移
動端末は、サービングセルのＢＣＣＨ、あるいはＤＣＣＨを受信するのみで異なるタイマ
を入手できるため、制御遅延防止という効果を得ることができる。
【０１７５】
　第２の方法としては、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有さない場合に用いるタイマ
（例えばＴ３１１＿ホワイトリスト無）は、サービングセル（ネットワーク側）が移動端
末に移動端末のタイマと定数の情報要素（UE-Timer and Constansts information elemen
t）の一部として、システム情報ブロックタイプ２にマッピングされ、ＢＣＣＨを用いて
ＰＤＳＣＨにて通知する。更にはサービングセルがＣＳＧセルかｎｏｎ－ＣＳＧセルかに
関わらず、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有さない場合に用いるタイマ（例えばＴ３
１１＿ホワイトリスト無）をサービングセル（ネットワーク側）が移動端末に移動端末の
タイマと定数の情報要素の一部として、システム情報ブロックタイプ２にマッピングされ
、ＢＣＣＨを用いてＰＤＳＣＨにて通知する。ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する
場合に用いるタイマ（例えばＴ３１１＿ホワイトリスト有）は、ＣＳＧセルが移動端末に
システム情報にマッピングして、ＢＣＣＨを用いてＰＤＳＣＨにて通知する。
【０１７６】
　具体的な動作例について図３６及び図３７を用いて説明する。図３６中にて図３３、図
３５と同じステップ番号、図３７中にて図３４と同じステップ番号の箇所の説明は省略す
る。図３６のステップＳＴ３６０１にて移動端末は、サービングセルがＣＳＧセルか否か
を判断する。サービングセルがＣＳＧセルであった場合、ステップＳＴ３５０２へ移行す
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る。サービングセルがＣＳＧセルでなかった場合、ステップＳＴ３５０３へ移行する。図
３６のステップＳＴ３５０２にて移動端末は、Ｔ３１１にＴ３１１＿ホワイトリスト有（
ＣＳＧセル（サービングセル）から受信したＴ３１１）をセットする。図３６のステップ
ＳＴ３５０３にて移動端末は、Ｔ３１１にＴ３１１＿ホワイトリスト無（ｎｏｎ－ＣＳＧ
セル（サービングセル）から受信したＴ３１１）をセットする。図３７のステップＳＴ３
７０１にて移動端末は、Ｔ３１１にホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する場合に用い
るタイマ（例えばＴ３１１＿ホワイトリスト有）がセットされているか否か判断する。Ｔ
３１１＿ホワイトリスト有がセットされている場合、ステップＳＴ３４０７へ移行する。
Ｔ３１１＿ホワイトリスト有がセットされていない場合、ステップＳＴ３７０２へ移行す
る。
【０１７７】
　図３７のステップＳＴ３７０２にて移動端末は、ステップＳＴ３４０５にて受信したＰ
ＤＳＣＨ上のＢＣＣＨにマッピングされているシステム情報からＴ３１１＿ホワイトリス
ト有を入手し、ステップＳＴ３７０３へ移行する。図３７のステップＳＴ３７０３にて移
動端末は、無線リンク失敗の検出、あるいはハンドオーバ失敗との判断、あるいはインテ
グリティ失敗との判断、あるいはＲＲＣ接続再設定失敗との判断からＥ-ＵＴＲＡ内のセ
ルを選択するまでの許容時間のタイマ（例えばＴ３１１）にホワイトリストにＣＳＧ－Ｉ
Ｄを含んでいる場合、あるいはＣＳＧセルに登録している場合用の無線リンク失敗の検出
、あるいはハンドオーバ失敗との判断、あるいはインテグリティ失敗との判断、あるいは
ＲＲＣ接続再設定失敗との判断からＥ-ＵＴＲＡ内のセルを選択するまでの許容時間のタ
イマ（例えばＴ３１１＿ホワイトリスト有）をセットし、ステップＳＴ３４０７へ移行す
る。第２の方法により、ｎｏｎ－ＣＳＧセルのシステム情報にＣＳＧ導入が原因となる変
更を加えなくて良いという効果を得ることが出来る。これは，既存のＣＳＧを含まないＬ
ＴＥシステム（ｅＵＴＲＡ／ｅＵＴＲＡＮ）での変更が不要となり、互換性が向上する。
上記第２の方法ではＰＤＳＣＨ上のＢＣＣＨにマッピングされているシステム情報にてホ
ワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する場合に用いるタイマ（例えばＴ３１１＿ホワイト
リスト有）を通知する方法について具体的に説明した。第２の通知方法の場合も具体例は
第１の通知方法と同じく個別制御チャネル、報知制御チャネル（ＭＩＢ、ＳＩＢ）を用い
ることが出来る。
【０１７８】
　実施の形態１２の効果を以下に示す。基地局の傘下には、ホワイトリスト中にＣＳＧ－
ＩＤを有する移動端末とホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有さない移動端末が混在して
存在する可能性がある。ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する移動端末とホワイトリ
スト中にＣＳＧ－ＩＤを有さない移動端末に対して別個に無線リンク失敗の検出、あるい
はハンドオーバ失敗との判断、あるいはインテグリティ失敗との判断、あるいはＲＲＣ接
続再設定失敗との判断からＥ-ＵＴＲＡ内のセルを選択するまでの許容時間のタイマ（例
えばＴ３１１）を設定可能とした。これにより、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有す
る移動端末に対してもホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有さない移動端末に対しても上
記タイマ値を適切に設定することが可能となった。よって、上記タイマが長く設定される
ことによる無用な無線リソースの確保を回避することができ、無線リソースの有効活用と
いう効果を得ることが出来る。また、上記タイマが短く設定されることによる、移動体通
信システムとしての制御遅延の増加を回避するという効果を得ることが出来る。制御遅延
の防止は移動端末の消費電力削減という効果も合わせて得ることが出来る。
【０１７９】
　ネットワーク側（基地局など）が該当の移動端末がホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを
有しているか否かを把握せずとも上記効果を有する点において、実施の形態１２の解決策
は優れている。これにより、移動端末から基地局へホワイトリスト中のＣＳＧ－ＩＤの有
無を通知しなくて良く、無線リソースの有効活用が図れる。また、基地局が傘下の移動端
末のホワイトリスト中のＣＳＧ－ＩＤの有無を管理する必要がない点において、基地局の
処理負荷の軽減という効果を得ることが出来る。
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【０１８０】
　実施の形態１３．
　非特許文献７にＬＴＥ移動体通信システムにて異なるＥ－ＵＴＡＲＡＮ周波数、あるい
はＩｎｔｅｒ－ＲＡＴ周波数の優先順位が、システム情報（System information）とＲＲ
Ｃメッセージでネットワーク側からＵＥへ提供されることが開示されている。ネットワー
ク側から移動端末に対して、個別シグナリング（Dedicated signalling）経由で優先順位
が割り当てられている場合、移動端末は、システム情報が提供する全ての優先順位を無視
する。非特許文献６に以下のことが記載されている。ＲＲＣ接続開放メッセージ（RRC Co
nnection Release message）にアイドルモード移動性制御情報（idlemode Mobility Cont
rol Info）が含まれており、アイドルモード移動性制御情報にセル再選択優先順位満了タ
イマ（cell Reselection Priority Expiry Timer）（例えばＴ３２０）が含まれていた場
合、移動体通信システムとして以下の動作を行う。図３８に開示されている移動端末とし
ての処理の流れを示す。ステップＳＴ３８０１にて移動端末は、基地局から送信されるシ
ステム情報にて異なるＥ-ＵＴＲＡＮ周波数、あるいはＩｎｔｅｒ－ＲＡＴ周波数の優先
順位を受信し、ステップＳＴ３８０２へ移行する。ステップＳＴ３８０２にて移動端末は
、基地局から送信される個別信号にて異なるＥ-ＵＴＲＡＮ周波数、あるいはＩｎｔｅｒ
－ＲＡＴ周波数の優先順位を受信したか否か判断する。受信した場合、ステップＳＴ３８
０３へ移行する。受信しない場合、ステップＳＴ３８０４へ移行する。ステップＳＴ３８
０３にて移動端末は、システム情報にて受信した優先順位に従ってセルの再選択を行う。
【０１８１】
　ステップＳＴ３８０４にて移動端末は、個別信号にて受信した優先順位に従ってセルの
再選択を行い、ステップＳＴ３８０５へ移行する。ステップＳＴ３８０５にて移動端末は
、個別信号にて優先順位を設定したＰＬＭＮを離れたか否かを判断する。離れた場合、ス
テップＳＴ３８０８へ移行する。離れていない場合、ステップＳＴ３８０６へ移行する。
ステップＳＴ３８０６にて移動端末は、ＲＲＣ接続状態へ遷移したか否かを判断する。遷
移した場合、ステップＳＴ３８０８へ移行する。遷移していない場合、ステップＳＴ３８
０７へ移行する。ステップＳＴ３８０７にて移動端末は、タイマＴ３２０が終了している
か否か判断する。終了している場合、ステップ３８０８へ遷移する。終了していない場合
、ステップＳＴ３８０４へ戻り、ステップＳＴ３８０４からステップＳＴ３８０７の処理
を繰り返す。また、ステップＳＴ３８０４からステップＳＴ３８０７の処理の順序は任意
であり、さらには同時であっても構わない。
【０１８２】
　本実施の形態１３における課題について以下説明する。前述の通り、ＬＴＥ及びＵＭＴ
ＳにおいてＣＳＧセルが導入される。いずれのＣＳＧセルへも未登録の移動端末、つまり
ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有さない移動端末は、ｎｏｎ－ＣＳＧセルのみをセル
再選択の対象とする。いずれかのＣＳＧセルへ登録済みの移動端末、つまりホワイトリス
ト中にＣＳＧ－ＩＤを有する移動端末は、ｎｏｎ－ＣＳＧセルだけなくＣＳＧセルをも再
選択の対象とする。更には、ＣＳＧセルのみが存在するＣＳＧ専用の周波数（周波数レイ
ヤ）の検討も進んでいる。よって、ＣＳＧセルへ未登録の移動端末（ホワイトリスト中に
CSG-IDを有さない移動端末）といずれかのＣＳＧセルへ登録済みの移動端末（ホワイトリ
スト中にCSG-IDを有する移動端末）に同じ優先順位（異なるE-UTRAN周波数、あるいはInt
er-RAT周波数の優先順位）を設定した場合、移動体通信システムとして制御遅延の増大な
どの課題が発生する。更に本課題は、ＬＴＥ（E-UTRAN）システムへのＣＳＧセル導入に
おいてもＷ-ＣＤＭＡ（UTRAN,UMTS）システムへのＣＳＧセル導入においても発生する。
【０１８３】
　実施の形態１３の課題解決策を以下に示す。本解決策は、ＬＴＥシステムにもＷ-ＣＤ
ＭＡシステムにも適用可能である。実施の形態１３では、上記課題を解決するためにホワ
イトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するか否かで異なる優先順位（異なるＥ－ＵＴＡＲＡＮ
周波数、あるいはＩｎｔｅｒ－ＲＡＴ周波数の優先順位など）を別個に設け、移動端末に
反映させることを開示する。具体的な動作例について図３９を用いて説明する。図３９中
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にて図３８と同じステップ番号の箇所の説明は省略する。ステップＳＴ３９０１にて移動
端末は、基地局からシステム情報にて送信されるホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有す
る移動端末用（ＣＳＧセルへの登録済み移動端末用）の優先順位（異なるＥ-ＵＴＲＡＮ
周波数、あるいはＩｎｔｅｒ－ＲＡＴ周波数の優先順位）とホワイトリスト中にＣＳＧ－
ＩＤを有さない移動端末用（ＣＳＧセルへの未登録移動端末用）の優先順位を受信し、ス
テップＳＴ３８０２へ移行する。ステップＳＴ３９０２にて移動端末は、ホワイトリスト
にＣＳＧ－ＩＤを含んでいるか否かを判断する。あるいは移動端末は、ＣＳＧセルに登録
しているか否かを判断する。ホワイトリストにＣＳＧ－ＩＤを含んでいる場合、あるいは
ＣＳＧセルに登録している場合、ステップＳＴ３９０３へ移行する。ホワイトリストにＣ
ＳＧ－ＩＤを含んでいない場合、あるいはＣＳＧセルに登録していない場合、ステップＳ
Ｔ３９０４へ移行する。ステップＳＴ３９０３にて移動端末は、システム情報にて受信し
たホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する移動端末用（ＣＳＧセルへの登録済み移動端
末用）の優先順位に従ってセルの再選択を行う。ステップＳＴ３９０４にて移動端末は、
システム情報にて受信したホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有さない移動端末用（ＣＳ
Ｇセルへの未登録移動端末用）の優先順位に従ってセルの再選択を行う。
【０１８４】
　ステップＳＴ３９０５にて移動端末は、ホワイトリストにＣＳＧ－ＩＤを含んでいるか
否かを判断する。あるいは移動端末は、ＣＳＧセルに登録しているか否かを判断する。ホ
ワイトリストにＣＳＧ－ＩＤを含んでいる場合、あるいはＣＳＧセルに登録している場合
、ステップＳＴ３９０６へ移行する。ホワイトリストにＣＳＧ－ＩＤを含んでいない場合
、あるいはＣＳＧセルに登録していない場合、ステップＳＴ３９０７へ移行する。ステッ
プＳＴ３９０６にて移動端末は、個別信号にて受信したホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤ
を有する移動端末用（CSGセルへの登録済み移動端末用）の優先順位に従ってセルの再選
択を行い、ステップＳＴ３８０５へ移行する。ステップＳＴ３９０７にて移動端末は、個
別信号にて受信したホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有さない移動端末用（ＣＳＧセル
への未登録移動端末用）の優先順位に従ってセルの再選択を行い、ステップＳＴ３８０５
へ移行する。ここでホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するか否かで異なる優先順位は
、システム情報にて通知される優先順位あるいは個別信号にて通知される優先順位のどち
らか一方であっても構わない。
【０１８５】
　次にシステム情報として（ステップＳＴ３９０１）ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを
有するか否かで異なる優先順位の通知方法について開示する。第１の方法としては、ホワ
イトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する場合に用いる優先順位、ホワイトリスト中にＣＳＧ
－ＩＤを有さない場合に用いる優先順位ともにサービングセル（ネットワーク側）が移動
端末にシステム情報としてＢＣＣＨを用いてＰＤＳＣＨにて通知する。更には、サービン
グセルがＣＳＧセルかｎｏｎ－ＣＳＧセルかに関わらず、ホワイトリスト中にＣＳＧ－Ｉ
Ｄを有さない場合に用いる優先順位をサービングセル（ネットワーク側）が移動端末にシ
ステム情報としてＢＣＣＨを用いてＰＤＳＣＨにて通知する。第１の方法にて移動端末は
、サービングセルのＢＣＣＨを受信するのみで異なる優先順位を入手できるため、制御遅
延防止という効果を得ることができる。第２の方法としては、ホワイトリスト中にＣＳＧ
－ＩＤを有さない場合に用いる優先順位は、サービングセル（ネットワーク側）が移動端
末にシステム情報としてＢＣＣＨを用いてＰＤＳＣＨにて通知する。更には、サービング
セルがＣＳＧセルかｎｏｎ－ＣＳＧセルかに関わらず、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤ
を有する場合に用いる優先順位、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有さない場合に用い
る優先順位ともにサービングセル（ネットワーク側）が移動端末にシステム情報としてＢ
ＣＣＨを用いてＰＤＳＣＨにて通知する。ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する場合
に用いる優先順位は、ＣＳＧセルが移動端末にシステム情報にマッピングして、ＢＣＣＨ
を用いてＰＤＳＣＨにて通知する。ｎｏｎ－ＣＳＧセルのシステム情報にＣＳＧ導入が原
因となる変更を加えなくて良いという効果を得ることが出来る。これは，既存のＣＳＧを
含まないＬＴＥシステム（eUTRA/eUTRAN）での変更が不要となり、互換性が向上する。
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【０１８６】
　次に個別信号にて基地局（ネットワーク側）から移動端末へ通知されるホワイトリスト
にＣＳＧ－ＩＤを含んでいる場合、あるいはＣＳＧセルに登録している場合用の優先順位
、及びホワイトリストにＣＳＧ－ＩＤを含んでいない場合、あるいはＣＳＧセルに登録し
ていない場合用の優先順位の通知方法は、ＲＲＣメッセージが考えられる。
【０１８７】
　実施の形態１３の効果を以下に示す。基地局の傘下には、ホワイトリスト中にＣＳＧ－
ＩＤを有する移動端末とホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有さない移動端末が混在して
存在する可能性がある。ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する移動端末とホワイトリ
スト中にＣＳＧ－ＩＤを有さない移動端末に対して別個に優先順位（異なるＥ－ＵＴＡＲ
ＡＮ周波数、あるいはＩｎｔｅｒ－ＲＡＴ周波数の優先順位など）を設定可能とした。こ
れにより、移動体通信システムとして制御遅延の増大を防ぐという効果を得る。ネットワ
ーク側（基地局など）が該当の移動端末がホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有している
か否かを把握せずとも上記効果を有する点において、実施の形態１３の解決策は優れてい
る。これにより、移動端末から基地局へホワイトリスト中のＣＳＧ－ＩＤの有無を通知し
なくて良く、無線リソースの有効活用が図れる。また、基地局が傘下の移動端末のホワイ
トリスト中のＣＳＧ－ＩＤの有無を管理する必要がない点において、基地局の処理負荷の
軽減という効果を得ることが出来る。
【０１８８】
　実施の形態１４．
　本実施の形態１４における課題について以下説明する。実施の形態１３にて記載した通
り従来技術では、個別信号にてネットワーク側（基地局）から移動端末へ通知された優先
順位（異なるE-UTRAN周波数、あるいはInter-RAT周波数の優先順位）の有効時間は１種類
であった。前述の通り、ＬＴＥ及びＵＭＴＳにおいてＣＳＧセルが導入される。いずれの
ＣＳＧセルへも未登録の移動端末、つまりホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有さない移
動端末は、ｎｏｎ－ＣＳＧセルのみをセル再選択の対象とする。従って優先順位の変更は
少ないと考えられる。いずれかのＣＳＧセルへ登録済みの移動端末、つまりホワイトリス
ト中にＣＳＧ－ＩＤを有する移動端末は、ｎｏｎ－ＣＳＧセルだけなくＣＳＧセルをも再
選択の対象とする。従って優先順位の変更は頻繁であると考えられる。このように優先順
位の変更の頻度が異なる状況下において、優先順位の有効時間が１種類であれば、それぞ
れの状況変化に適合する有効時間を設定することが不可能であり、制御遅延が増大すると
いう課題が発生する。更に本課題は、ＬＴＥ（E-UTRAN）システムへのＣＳＧセル導入に
おいてもＷ-ＣＤＭＡ（UTRAN,UMTS）システムへのＣＳＧセル導入においても発生する。
【０１８９】
　実施の形態１４の課題解決策を以下に示す。本解決策は、ＬＴＥシステムにもＷ-ＣＤ
ＭＡシステムにも適用可能である。実施の形態１４では、上記課題を解決するためにホワ
イトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するか否かで異なる優先順位（異なるＥ-ＵＴＲＡＮ周
波数、あるいはＩｎｔｅｒ－ＲＡＴ周波数の優先順位）の有効時間（例えばＴ３２０）を
別個に設け、移動端末に反映させることを開示する。具体的な動作例について図４０を用
いて説明する。図４０中にて図３８と同じステップ番号の箇所の説明は省略する。ステッ
プＳＴ４００１にて移動端末は、ホワイトリストにＣＳＧ－ＩＤを含んでいるか否かを判
断する。あるいは移動端末は、ＣＳＧセルに登録しているか否かを判断する。ホワイトリ
ストにＣＳＧ－ＩＤを含んでいる場合、あるいはＣＳＧセルに登録している場合、ステッ
プＳＴ４００２へ移行する。ホワイトリストにＣＳＧ－ＩＤを含んでいない場合、あるい
はＣＳＧセルに登録していない場合、ステップＳＴ４００３へ移行する。ステップＳＴ４
００２にて移動端末は、優先順位（異なるＥ-ＵＴＲＡＮ周波数、あるいはＩｎｔｅｒ－
ＲＡＴ周波数の優先順位）の有効時間（例えばＴ３２０）にホワイトリストにＣＳＧ－Ｉ
Ｄを含んでいる場合、あるいはＣＳＧセルに登録している場合用の優先順位（異なるＥ-
ＵＴＲＡＮ周波数、あるいはＩｎｔｅｒ－ＲＡＴ周波数の優先順位）の有効時間（例えば
Ｔ３２０＿ホワイトリスト有）をセットし、ステップＳＴ３８０７へ移行する。
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【０１９０】
　ステップＳＴ４００３にて移動端末は、優先順位（異なるＥ-ＵＴＲＡＮ周波数、ある
いはＩｎｔｅｒ－ＲＡＴ周波数の優先順位）の有効時間（例えばＴ３２０）にホワイトリ
ストにＣＳＧ－ＩＤを含んでいない場合、あるいはＣＳＧセルに登録していない場合用の
優先順位（異なるＥ-ＵＴＲＡＮ周波数、あるいはＩｎｔｅｒ－ＲＡＴ周波数の優先順位
）の有効時間（例えばＴ３２０＿ホワイトリスト無）をセットし、ステップＳＴ３８０７
へ移行する。ホワイトリストにＣＳＧ－ＩＤを含んでいる場合、あるいはＣＳＧセルに登
録している場合用の優先順位の有効時間、及びホワイトリストにＣＳＧ－ＩＤを含んでい
ない場合、あるいはＣＳＧセルに登録していない場合用の優先順位の有効時間の通知方法
は、ＲＲＣメッセージ及び報知制御チャネルが考えられる。個別制御チャネルを用いる場
合は、当該移動端末の通信状態に応じた制御が可能という点において優れた方法である。
報知制御チャネルで通知する場合、傘下の全移動端末に対して通知可能であり、無線リソ
ースの有効活用という点において優れた方法である。実施の形態１４は、実施の形態１３
と共に用いることが出来る。その場合のホワイトリストにＣＳＧ－ＩＤを含んでいる場合
、あるいはＣＳＧセルに登録している場合用の優先順位の有効時間、及びホワイトリスト
にＣＳＧ－ＩＤを含んでいない場合、あるいはＣＳＧセルに登録していない場合用の優先
順位の有効時間の通知方法は、ＲＲＣメッセージ及び報知制御チャネルが考えられる。Ｒ
ＲＣメッセージで通知する場合には更に、個別信号にて通知される優先順位とともに通知
することが考えられる。ＲＲＣメッセージで通知する場合、優先順位と当該優先順位の有
効時間を同じ通知方法で通知できる点において、移動体通信システムの複雑性を回避する
点において優れている。更に優先順位と当該優先順位の有効時間をともに通知すことによ
り移動体通信システムの制御遅延を削減できる点において優れている。報知制御チャネル
で通知する場合、傘下の全移動端末に対して通知可能であり、無線リソースの有効活用と
いう点において優れた方法である。
【０１９１】
　実施の形態１４の効果を以下に示す。基地局の傘下には、ホワイトリスト中にＣＳＧ－
ＩＤを有する移動端末とホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有さない移動端末が混在して
存在する可能性がある。ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する移動端末とホワイトリ
スト中にＣＳＧ－ＩＤを有さない移動端末に対して別個に優先順位（異なるＥ－ＵＴＡＲ
ＡＮ周波数、あるいはＩｎｔｅｒ－ＲＡＴ周波数の優先順位など）の有効時間を設定可能
とした。これにより、優先順位の変更の頻度に応じて、優先順位の有効時間を設定可能と
した。これにより、移動体通信システムとして制御遅延の増大を防ぐという効果を得る。
ネットワーク側（基地局など）が該当の移動端末がホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有
しているか否かを把握せずとも上記効果を有する点において、実施の形態１４の解決策は
優れている。これにより、移動端末から基地局へホワイトリスト中のＣＳＧ－ＩＤの有無
を通知しなくて良く、無線リソースの有効活用が図れる。また、基地局が傘下の移動端末
のホワイトリスト中のＣＳＧ－ＩＤの有無を管理する必要がない点において、基地局の処
理負荷の軽減という効果を得ることが出来る。実施の形態１４と実施の形態１３を共に用
いることにより、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する移動端末とホワイトリスト中
にＣＳＧ－ＩＤを有さない移動端末に適した柔軟性に富んだ、優先順位設定が可能になる
。これにより、移動体通信システムとして制御遅延の増大を防ぐという効果を得る。
【０１９２】
　実施の形態１５．
　非特許文献６（10.1.1.2章）、非特許文献７（5.2.4.2章）にセル再選択（Cell Resele
ction）のＬＴＥ移動体通信システムとしての手順が開示されている。以下開示されてい
る事項について記す。ＲＲＣ＿ＩＤＬＥ状態の移動端末はセル再選択を行う。移動端末は
、再選択を実施するためにサービングセルと周辺セル（Neighbor cell）の測定を行う。
サービングセルシステム情報中の周辺セルを示す必要はない（移動端末がセルをサーチ、
測定する目的で）。サービングセルの特性がサーチあるいは測定基準を満たす場合は、測
定が省略される。セル再選択とは、移動端末がキャンプオンすべきセルを認証する。サー
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ビングセルの測定に関するセル再選択基準（cell reselection criteria）に基づいてい
る。同周波数間の再選択は、セルのランキングに基づく。異周波数間の再選択は、移動端
末が利用可能な最も優先順位（Priority）の高い周波数にキャンプオンしようと試みる絶
対的な優先順位に基づく。再選択用の絶対的な優先順位は前回位置登録（registered）し
たＰＬＭＮであるＲＰＬＭＮによってのみ提供され、ＲＰＬＭＮ内でのみ有効である。優
先順位は、システム情報が提供しセル内の全移動端末（セルの傘下の移動端末）に有効で
ある。移動端末毎の特別な優先順位はＲＲＣ接続開放メッセージ（RRC Connection Relea
se message）内で通知されることが可能である。有効時間は、移動端末個別の優先順位を
連動させることが可能である。異周波数間隣接セル用にレイヤ個別のセル再選択パラメー
タ（Layer-specific cell reselection parameters）（例えばレイヤ個別のオフセットな
ど）を示すことが可能である。これらのパラメータは周波数上の全隣接セルに共通である
。隣接セルリスト（Neighbor Cell List:NCL）は、サービングセルが同周波数間そして異
周波数間の特別な場合を取り扱うために提供可能である。この隣接セルリストは特定の（
specific）隣接セル用のセル特定のセル再選択パラメータ（例えば、セル特定のオフセッ
ト）を含む。移動端末が特定の同周波数間と異周波数間の隣接セルを再選択しないよう、
ブラックリストを提供することが出来る。セル再選択はスピード依存である（速度に依存
させることが可能）。スピード検出は、ＵＴＲＡＮの解決法に基づく。一つのセル内の全
移動端末にセル再選択パラメータは適用可能だが、移動端末グループ毎、移動端末毎に特
定の再選択パラメータを設定することも可能。
【０１９３】
　図４１に開示されている移動端末としての処理の流れを示す。ステップＳＴ４１０１に
て移動端末は、セルの選択あるいはセルの再選択を行い、ステップＳＴ４１０２へ移行す
る。ステップＳＴ４１０２にて移動端末は、セル再選択を開始するための測定基準を満た
すか否かを判断する。具体的には、サービングセルの受信品質が閾値以下であるか否かを
判断する。さらに具体的には、Ｓ＿ＳｅｒｖｉｎｇＣｅｌｌがＳ＿ｉｎｔｒａｓｅａｒｃ
ｈ以下（あるいはS_ServingCellがS_non intrasearch以下）であるか否かを判断する。測
定基準を満たしている場合、ステップＳＴ４１０３へ移行する。満たしていない場合、ス
テップＳＴ４１０２の処理を繰り返す。ステップＳＴ４１０３にて移動端末は、セル再選
択のための測定を行い、ステップＳＴ４１０４へ移行する。ステップＳＴ４１０４にて移
動端末は、ステップＳＴ４１０３で行った測定の結果によりセル再選択を行うか否かを判
断する。セル再選択を行う場合、ステップＳＴ４１０１へ戻る。セル再選択を行わない場
合、ステップＳＴ４１０２へ戻る。
【０１９４】
　ＬＴＥ及びＵＭＴＳにおいてＣＳＧセルが導入される。ＣＳＧセルにおいてはｎｏｎ－
ＣＳＧセルと比較して、安価な課金体制が設定されることも検討されている。よってユー
ザにとっては、ＣＳＧセルが選択可能な場所においてはＣＳＧセルにキャンプオンを希望
することが予想される。また、移動体通信システムとしてもｎｏｎ－ＣＳＧセルのカバレ
ッジ内にＣＳＧセルが存在するような状況においては、ＣＳＧセルがスケジューリングな
どを担当する移動端末が増えると、その分ｎｏｎ－ＣＳＧセルの処理負荷が軽減される。
よって移動体通信システムにとっても、ＣＳＧセルが選択可能な場所にある移動端末がＣ
ＳＧセルにキャンプオンすることを望むことが予想される。
【０１９５】
　上記、非特許文献６及び非特許文献７記載のセル再選択手順では以下課題が発生する。
ｎｏｎ－ＣＳＧセル内にＣＳＧセルが設置された場合を考える。また、サービングセルが
ｎｏｎ－ＣＳＧセルとなっている移動端末がＣＳＧセルのカバレッジ内に存在する場合を
考える。この状況下で当該移動端末の測定基準を満たさない場合、サービングセル（non-
CSGセル）の受信品質が閾値より大きい場合、Ｓ＿ＳｅｒｖｉｎｇＣｅｌｌ＞Ｓ＿ｉｎｔ
ｒａｓｅａｒｃｈの場合、移動端末がセル再選択のための測定を行わないことになる。図
４１のステップＳＴ４１０２において測定基準を満たさないと判断し、ステップＳＴ４１
０３の処理を行わずにステップＳＴ４１０２を繰り返す。このことは、当該移動端末がＣ
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ＳＧセルのカバレッジ内にありながら、当該ＣＳＧセルを再選択する機会を与えられない
ことを意味する。これにより、ユーザがＣＳＧセルの課金プランの恩恵を受けることが出
来ないという課題が発生する。また、移動体通信システムにおいても、ｎｏｎ－ＣＳＧセ
ルの負荷軽減が図れないという課題が発生する。
【０１９６】
　上記課題は、非特許文献８にも開示されている。非特許文献８はＵＴＲＡ向けの文書で
ある。非特許文献８において上記課題の解決策として以下方法が開示されている。移動端
末はサービングセルの状態が良い（Sx＞S_intrasearch,Sx＞S_intersearch）場合でも、
ＨＮＢを検索可能であるべきである。その場合のＨＮＢ検索周期は、通常使われる検索周
期に比べて長くなることが予想される。ＨＮＢが配置されていない場所では検索を行わな
いことで、移動端末の低消費電力をサポートする。その方法は、ｎｏｎ－ＣＳＧセルの周
辺セルリストにて周辺にＨＮＢの存在が示された場合にのみ、上記通常使われる検索周期
に比べて長い検索周期を用いる。
【０１９７】
　本実施の形態１５における課題について以下説明する。非特許文献８はＵＴＲＡ向けの
文書であるため、ＥＵＴＲＡＮ（LTEシステム）における課題解決策については、非特許
文献８には開示されていない。更には、非特許文献８では、移動端末の低消費電力をサポ
ートするために周辺セルリストを用いている。しかしＬＴＥシステムでは、前述の通り、
移動端末がセルをサーチ・測定する目的でサービングセルシステム情報中の周辺セルを示
す必要はないとされている。よって非特許文献８で示されている周辺セルリストを用いた
移動端末の低消費電力をサポートする方法をＬＴＥシステムに、そのまま適用することは
不可能である。さらに非特許文献８に開示されている技術に対する新たな課題として、サ
ービングセル（non-CSGセル）の周辺セルにＣＳＧセルが存在した場合であっても、当該
移動端末のホワイトリスト中にＣＳＧセルが登録されていない場合は、当該移動端末は、
当該ＣＳＧセルを適したセルとして選択する可能性はない。よってＣＳＧセルに登録して
いない移動端末が、非特許文献８の技術を用いて、サービングセル（non-CSGセル）の周
辺セルにＣＳＧセルが存在するからといってサービングセルの状態が良い（Sx＞S_intras
earch,Sx＞S_intersearch）場合でも、検索を開始した場合を考える。その場合、移動端
末（ＣＳＧセルに未登録）にとってはＣＳＧセルを選択することは不可能であるので、無
駄な測定が発生することになり、移動端末の消費電力増加という課題が発生する。
【０１９８】
　実施の形態１５の課題解決策を以下に示す。実施の形態１５では、上記課題を解決する
ためにホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する場合に適用する、サービングセルの状態
が良い（Sx＞S_intrasearch、Sx＞S_intersearch）場合であってもセル再選択のための測
定をおこなう周期（タイマでも良い）を設け、移動端末に反映させることを開示する。あ
るいは、移動端末がＣＳＧセルに登録している場合に適用する、サービングセルの状態が
良い（Ｓｘ＞S_intrasearch、Sx＞S_intersearch）場合でもセル再選択のための測定を行
う周期（タイマでも良い）を設け、移動端末に反映させることを開示する。具体的な動作
例について図４２を用いて説明する。図４２中にて図４１と同じステップ番号の箇所の説
明は省略する。ステップＳＴ４２０１にて移動端末は、ホワイトリストにＣＳＧ－ＩＤを
含んでいるか否かを判断する。あるいは移動端末は、ＣＳＧセルに登録しているか否かを
判断する。ホワイトリストにＣＳＧ－ＩＤを含んでいる場合、あるいはＣＳＧセルに登録
している場合、ステップＳＴ４２０２へ移行する。ホワイトリストにＣＳＧ－ＩＤを含ん
でいない場合、あるいはＣＳＧセルに登録していない場合、ステップＳＴ４２０７へ移行
する。ステップＳＴ４２０２にて移動端末は、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する
場合に適用するセル再選択のための測定周期、あるいはタイマ（例えばT_reselectCSG）
をスタートし、ステップＳＴ４２０３へ移行する。あるいは、移動端末がＣＳＧセルに登
録している場合に適用するセル再選択のための測定周期、あるいはタイマ（例えばT_rese
lectCSG）をスタートし、ステップＳＴ４２０３へ移行する。
【０１９９】
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　ステップＳＴ４２０３にて移動端末は、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する場合
に適用するセル再選択のための測定周期（例えばT_reselectCSG）か否か判断する。ある
いは移動端末は、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する場合に適用するセル再選択の
ためのタイマ（例えばT_reselectCSG）がタイムアウトした（あるいはタイムアウトする
）か否かを判断する。測定周期である場合、あるいはタイマがタイムアウトした場合、ス
テップＳＴ４２０５へ移行する。測定周期でない場合、あるいはタイマがタイムアウトし
ていない場合、ステップＳＴ４２０４へ移行する。ステップＳＴ４２０４にて移動端末は
、セル再選択を開始するための測定基準を満たすか否かを判断する。具体的には、サービ
ングセルの受信品質が閾値以下であるか否かを判断する。さらに具体的には、S_ServingC
ellがS_intrasearch以下（あるいはS_ServingCellがS_non intrasearch以下）であるか否
かを判断する。測定基準を満たしている場合（サービングセルの受信品質が閾値以下であ
る場合、S_ServingCell≦S_intrasearchである場合）、ステップＳＴ４２０５へ移行する
。満たしていない場合、ステップＳＴ４２０３へ戻る。ステップＳＴ４２０５にて移動端
末は、セル再選択のための測定を行い、ステップＳＴ４２０６へ移行する。ステップＳＴ
４２０６にて移動端末は、ステップＳＴ４２０５で行った測定の結果によりセル再選択を
行うか否かを判断する。セル再選択を行う場合、ステップＳＴ４１０１へ戻る。
【０２００】
　セル再選択を行わない場合、ステップＳＴ４２０２へ戻る。ステップＳＴ４２０７にて
移動端末は、セル再選択を開始するための測定基準を満たすか否かを判断する。具体的に
は、サービングセルの受信品質更が閾値以下であるか否かを判断する。さらに具体的には
、Ｓ＿ＳｅｒｖｉｎｇＣｅｌｌがＳ＿ｉｎｔｒａｓｅａｒｃｈ以下（あるいはS_ServingC
ellがS_non intrasearch以下）であるか否かを判断する。測定基準を満たしている場合、
ステップＳＴ４２０８へ移行する。満たしていない場合、ステップＳＴ４２０７の処理を
繰り返す。ステップＳＴ４２０８にて移動端末は、セル再選択のための測定を行い、ステ
ップＳＴ４２０９へ移行する。ステップＳＴ４２０９にて移動端末は、ステップＳＴ４２
０８で行った測定の結果によりセル再選択を行うか否かを判断する。セル再選択を行う場
合、ステップＳＴ４１０１へ戻る。セル再選択を行わない場合、ステップＳＴ４２０７へ
戻る。
【０２０１】
　次にホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する場合に適用する、サービングセルの状態
が良い（Sx＞S_intrasearch、Sx＞S_intersearch）場合であってもセル再選択のための測
定をおこなう周期（タイマでもより）（例えばT_reselectCSG）の通知方法について開示
する。第１の方法としては、サービングセル（ネットワーク側）が移動端末に報知情報と
してＢＣＣＨを用いてＰＢＣＨあるいはＰＤＳＣＨにて通知する。
【０２０２】
　更には、サービングセルがマスター情報（MIB）を用いてＰＢＣＨにて、あるいはシス
テム情報（SIB）を用いてＰＤＳＣＨにて通知する。ＭＩＢを用いる場合は、ＭＩＢはＰ
ＢＣＨにマッピングされることから、移動端末が制御遅延を少なく受信可能という点で優
れた方法である。ＳＩＢを用いる場合は、ＳＩＢ１を用いて通知する。ＭＩＢあるいはＳ
ＩＢ１はセルサーチから待ちうけの動作に必要最小限受信する報知情報である点において
、移動端末の制御遅延を少なくする点において優れた方法である。更にはＳＩＢ１以外の
システム情報で通知する方法であっても報知情報であるので、傘下の全移動端末に対して
通知可能であり、無線リソースの有効活用という点において優れた方法である。第１の方
法にて移動端末は、サービングセルのＢＣＣＨを受信するのみでホワイトリスト中にＣＳ
Ｇ－ＩＤを有する場合に適用する、サービングセルの状態が良い（Sx＞S_intrasearch、S
x＞S_intersearch）場合であってもセル再選択のための測定をおこなう周期（タイマ）を
入手できるため、制御遅延防止という効果を得ることができる。第２の方法としては、Ｃ
ＳＧセルが移動端末に報知情報としてＢＣＣＨを用いてＰＢＣＨあるいはＰＤＳＣＨにて
通知する。更には、ＣＳＧセルがマスター情報（MIB）を用いてＰＢＣＨ、あるいはシス
テム情報（SIB）を用いてＰＤＳＣＨにて通知する。ＭＩＢを用いる場合は、ＭＩＢはＰ
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ＢＣＨにマッピングされることから、移動端末が制御遅延を少なく受信可能という点で優
れた方法である。ＳＩＢを用いる場合は、ＳＩＢ１を用いて通知する。ＭＩＢあるいはＳ
ＩＢ１はセルサーチから待ちうけの動作に必要最小限受信する報知情報である点において
、移動端末の制御遅延を少なくする点において優れた方法である。更にはＳＩＢ１以外の
システム情報で通知する方法であっても報知情報であるので、傘下の全移動端末に対して
通知可能であり、無線リソースの有効活用という点において優れた方法である。ｎｏｎ－
ＣＳＧセルのシステム情報にＣＳＧ導入が原因となる変更を加えなくて良いという効果を
得ることが出来る。これは，既存のＣＳＧを含まないＬＴＥシステム（eUTRA/eUTRAN）で
の変更が不要となり，互換性が向上する。第３の方法としては、ｎｏｎ－ＣＳＧセルが移
動端末に報知情報としてＢＣＣＨを用いてＰＢＣＨあるいはＰＤＳＣＨにて通知する。更
には、ＣＳＧセルがマスター情報（MIB）を用いてＰＢＣＨ、あるいはシステム情報（SIB
）を用いてＰＤＳＣＨにて通知する。ＭＩＢを用いる場合は、ＭＩＢはＰＢＣＨにマッピ
ングされることから、移動端末が制御遅延を少なく受信可能という点で優れた方法である
。ＳＩＢを用いる場合は、ＳＩＢ１を用いて通知する。ＭＩＢあるいはＳＩＢ１はセルサ
ーチから待ちうけの動作に必要最小限受信する報知情報である点において、移動端末の制
御遅延を少なくする点において優れた方法である。更にはＳＩＢ１以外のシステム情報で
通知する方法であっても良い。ＳＩＢ１以外のシステム情報も報知情報であるので、傘下
の全移動端末に対して通知可能であり、無線リソースの有効活用という点において優れた
方法である。ｎｏｎ－ＣＳＧセルがサービングセルである場合にＣＳＧセルを選択可能と
するためには、ｎｏｎ－ＣＳＧセルから当該パラメータを通知すれば足りる。よって無線
リソースの有効活用という点で第３の方法は優れている。第４の方法としては、移動体通
信システムとして静的な値（移動体通信システムとして移動端末・基地局などにとって既
知の値、規格書などに記載する値）とする。これにより基地局（ネットワーク側）と移動
端末との間で無線信号が発生しない。よって無線リソースの有効活用という点で効果を得
ることが出来る。さらに、静的に決定された値なので、無線信号の受信エラーの発生を防
ぐという効果を得ることが出来る。
【０２０３】
　上記において、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する場合に適用する、サービング
セルの状態が良い（Sx＞S_intrasearch、Sx＞S_intersearch）場合であってもセル再選択
のための測定をおこなう周期（タイマ）設け、移動端末に反映させることを開示したが、
ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するか否かで異なる周期（タイマ）を別個に設け、
移動端末に反映させても課題を解決することが出来る。また、上記において、ホワイトリ
スト中にＣＳＧ－ＩＤを有する場合に適用する、サービングセルの状態が良い（Sx＞S_in
trasearch、Sx＞S_intersearch）場合であってもセル再選択のための測定をおこなう周期
（タイマ）設け、移動端末に反映させることを開示したが、ホワイトリスト中にＣＳＧ－
ＩＤを有する移動端末であってもサービングセルがｎｏｎ－ＣＳＧセルである場合にのみ
、当該周期を適用しても良い。これにより、上記解決策で発生する既にサービングセルが
ＣＳＧセルである場合の無駄なセル選択のための測定（サービングセルをｎｏｎ－ＣＳＧ
セルからＣＳＧセルへ変更することを希望することもないため、サービングセルの受信品
質が良い場合にもＣＳＧセルを選択するための測定は無駄な測定となる）を削減すること
が可能となる。このことは、移動端末の低消費電力化という効果を得ることが出来る。上
記において、ＣＳＧが用いられるＨｅＮＢを用いるＬＴＥについて説明したが、本発明は
、ＣＳＧが用いられるＨＮＢを用いるＵＭＴＳ、及びＣＳＧが用いられないＨｅＮＢ、Ｈ
ＮＢ、半径が小さい基地局（ピコセル、マクロセルとも呼ばれる）にも適用可能である。
【０２０４】
　実施の形態１５の効果を以下に示す。基地局の傘下には、ホワイトリスト中にＣＳＧ－
ＩＤを有する移動端末とホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有さない移動端末が混在して
存在する可能性がある。ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する場合に適用する、サー
ビングセルの状態が良い（Sx＞S_intrasearch、Sx＞S_intersearch）場合であってもセル
再選択のための測定をおこなう周期（タイマでも良い）を設けることにより、サービング
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セル（ｎｏｎ－ＣＳＧセル）の受信品質が良好である場合に、ＣＳＧセルを再選択するた
めの測定を行なわないために発生する、ユーザがＣＳＧセルの課金プランの恩恵を受ける
ことが出来ないという課題、また移動体通信システムにおいても、ｎｏｎ－ＣＳＧセルの
負荷軽減が図れないという課題を解決することが出来る。ホワイトリスト中にＣＳＧ－Ｉ
Ｄを有する場合にサービングセルの状態が良い場合（測定基準を満たさない場合、Sx＞S_
intrasearch、Sx＞S_intersearch）であってもセル再選択のための測定を行い、ホワイト
リスト中にＣＳＧ－ＩＤを有さないＣＳＧセルへ未登録の移動端末は、従来通りサービン
グセルの状態が良い場合（測定基準を満たさない場合、Sx＞S_intrasearch、Sx＞S_inter
search）はセル再選択のための測定は行わない。これにより、ＣＳＧセルへ未登録のため
にＣＳＧセルをセル再選択できない移動端末にとって無駄となるサービングセルの状態が
良い場合であってもＣＳＧセルを選択するための、測定を省くことが可能となる。このこ
とは、ＣＳＧセルへ未登録の移動端末の消費電力削減という効果を得ることができる。本
効果は非特許文献８にて開示されている技術によっては得られない、本発明による効果で
ある。周辺セルリストを用いずに、課題を解決可能な点においても実施の形態１５の解決
策は優れている。何故なら、前記の通り、ＣＳＧセル、ＨｅＮＢ、ＨＮＢは可搬なサイズ
、重量を想定しており、これらＣＳＧセルなどの設置や撤去は頻繁にかつ柔軟に行われる
ことが想定されている。よって周辺セルリストを用いた解決策においてはＣＳＧセル、Ｈ
ｅＮＢ、ＨＮＢなどの設置や撤去の度に周辺セルリストを更新する必要があり、周辺セル
リストの更新が頻繁に発生することが予想される。よって周辺セルリストを用いた解決策
では、複雑・煩雑な移動体通信システムとなるからである。更にネットワーク側（基地局
など）が該当の移動端末がホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有しているか否かを把握せ
ずとも上記効果を有する点において、実施の形態１５の解決策は優れている。これにより
、移動端末から基地局へホワイトリスト中のＣＳＧ－ＩＤの有無を通知しなくて良く、無
線リソースの有効活用が図れる。また、基地局が傘下の移動端末のホワイトリスト中のＣ
ＳＧ－ＩＤの有無を管理する必要がない点において、基地局の処理負荷の軽減という効果
を得ることが出来る。
【０２０５】
　次に実施の形態１５の第一変形例について説明する。実施の形態１５においては、ホワ
イトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する場合に適用する、サービングセルの状態が良い（Sx
＞S_intrasearch、Sx＞S_intersearch）場合であってもセル再選択のための測定をおこな
う周期（タイマでも良い）を設け、移動端末に反映させることにより課題を解決した。し
かし、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するからといって、現在のサービングセル周
辺に存在するＣＳＧセルが適切なセル（Suitableセル）となり得るかどうかは不明である
。現在のサービングセル周辺に存在するＣＳＧセルへ未登録であった場合は、サービング
セルの状態が良い場合であってもセルの再選択のための測定を行うことは、当該移動端末
の消費電力を増加させるという課題が発生する。会社に設置されているＣＳＧセルに登録
済みのユーザが、帰宅した際などに発生する問題である。
【０２０６】
　実施の形態１５の第一変形例における課題解決策を以下に示す。実施の形態１５の第一
変形例では、上記課題を解決するためにホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する場合に
適用する、サービングセルの状態が良い（Sx＞S_intrasearch,Sx＞S_intersearch）場合
であってもセル再選択のための測定をおこなう周期（タイマでも良い）にてセル選択のた
めの測定を行ったにも関わらず、セルを選択できなかった場合にサービングセルの状態が
良い場合であってもセル再選択のための測定を行う周期にオフセットを加え、移動端末に
反映させることを開示する。具体的な動作例について図４３を用いて説明する。図４３中
にて図４２と同じステップ番号の箇所の説明は省略する。ステップ４３０１にて移動端末
は、サービングセルの状態が良い（Sx＞S_intrasearch、Sx＞S_intersearch）場合であっ
てもセル再選択のための測定をおこなう周期（タイマ）（例えばT_reselectCSG）へオフ
セット値を加え、ステップＳＴ４２０２へ移行する。例えば、本オフセット値がプラスの
値であれば、サービングセルの状態が良い（Sx＞S_intrasearch、Sx＞S_intersearch）場
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合であってもセル再選択のための測定をおこなったがセルの再選択を行わなかった場合、
つまり当該移動端末にとって適切なセル（Suitableセル）となるＣＳＧセルが見つからな
かった場合、サービングセルの状態が良い場合であってもセル再選択のための測定を行う
周期が伸びることになる。よってオフセット値を用いることにより、現在のサービングセ
ル周辺に存在するＣＳＧセルへ未登録であった場合の当該移動端末の消費電力を削減する
ことが出来る。本オフセット値の通知方法は、実施の形態１５におけるサービングセルの
状態が良い場合であってもセル再選択のための測定を行う周期（タイマ）の通知方法を用
いることが出来る。このとき、オフセット値とサービングセルの状態が良い場合であって
もセル再選択のための測定を行う周期（タイマ）の通知は同時であっても別個であっても
かまわない。
【０２０７】
　上記において、ＣＳＧが用いられるＨｅＮＢを用いるＬＴＥについて説明したが、本発
明は、ＣＳＧが用いられるＨＮＢを用いるＵＭＴＳ、及びＣＳＧが用いられないＨｅＮＢ
、ＨＮＢ、半径が小さい基地局（ピコセル、マクロセルとも呼ばれる）にも適用可能であ
る。
【０２０８】
　実施の形態１５の第一変形例では、実施の形態１５の効果に加えて以下の効果を得るこ
とが出来る。現在のサービングセル周辺に存在するＣＳＧセルへ未登録であった場合の当
該移動端末の消費電力を削減することが出来る。更にネットワーク側（基地局など）が該
当の移動端末が、どのＣＳＧセルに登録しているか（ホワイトリスト内にどのＣＳＧ－Ｉ
Ｄを有しているか）を把握せずとも上記効果を有する点において、実施の形態１５の変形
例１の解決策は優れている。これにより、移動端末から基地局へホワイトリスト中のＣＳ
Ｇ－ＩＤを通知しなくて良く、無線リソースの有効活用が図れる。また、基地局が傘下の
移動端末のホワイトリスト中のＣＳＧ－ＩＤを管理する必要がない点において、基地局の
処理負荷の軽減という効果を得ることが出来る。
【０２０９】
　次に実施の形態１５の第二変形例を説明する。実施の形態１５の第一変形例で示した課
題について実施の形態１５の第一変形例とは別の解決策について開示する。実施の形態１
５の第二変形例では、上記課題を解決するためにホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有す
る場合に適用する、サービングセルの状態が良い（Sx＞S＿intrasearch,Sx＞S_intersear
ch）場合であってもセル再選択のための測定をおこなう周期（タイマでも良い）にてセル
選択のための測定を行ったにも関わらず、セルを選択できなかった場合に、サービングセ
ルの状態が良い場合であってもセル再選択のための測定を行う周期の適用を解除すること
を開示する。具体的な動作例について図４４を用いて説明する。図４４にて図４２と同じ
ステップ番号の箇所の説明は省略する。ステップＳＴ４２０６にて移動端末は、ステップ
ＳＴ４２０５で行った測定の結果によりセル再選択を行ったか否かを判断する。セル再選
択を行った場合、ステップＳＴ４１０１へ戻る。セル再選択を行わなかった場合、ステッ
プＳＴ４２０７へ移行する。
【０２１０】
　上記において、ＣＳＧが用いられるＨｅＮＢを用いるＬＴＥについて説明したが、本発
明は、ＣＳＧが用いられるＨＮＢを用いるＵＭＴＳ、及びＣＳＧが用いられないＨｅＮＢ
、ＨＮＢ、半径が小さい基地局（ピコセル、マクロセルとも呼ばれる）にも適用可能であ
る。
【０２１１】
　実施の形態１５の変形例２では、実施の形態１５の効果に加えて以下の効果を得ること
が出来る。現在のサービングセル周辺に存在するＣＳＧセルへ未登録であった場合の当該
移動端末の消費電力を削減することが出来る。更にネットワーク側（基地局など）が該当
の移動端末が、どのＣＳＧセルに登録しているか（ホワイトリスト内にどのＣＳＧ－ＩＤ
を有しているか）を把握せずとも上記効果を有する点において、実施の形態１５の変形例
２の解決策は優れている。これにより、移動端末から基地局へホワイトリスト中のＣＳＧ
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－ＩＤを通知しなくて良く、無線リソースの有効活用が図れる。また、基地局が傘下の移
動端末のホワイトリスト中のＣＳＧ－ＩＤを管理する必要がない点において、基地局の処
理負荷の軽減という効果を得ることが出来る。
【０２１２】
　実施の形態１６．
　実施の形態１６では、実施の形態１５で示した課題について実施の形態１５とは別の解
決策について開示する。また、現在のセル再選択手順において、ｎｏｎ－ＣＳＧセルであ
るサービングセルの受信品質が良好な場合であっても、周辺セルのＣＳＧセルを選択可能
とするためには、以下動作が考えられる。例えばＳ＿ｉｎｔｒａｓｅａｒｃｈを低く設定
する。これにより、サービングセルの受信品質が良好な場合であっても、測定基準が満た
され易くなり、セル再選択のための測定が行われ易くなる。しかし、上記のようにＳ＿ｉ
ｎｔｒａｓｅａｒｃｈを低くした場合、当該サービングセル傘下の全移動端末（ホワイト
リスト中にＣＳＧ－ＩＤを有さない移動端末も含めて）がサービングセルの受信状況が良
好な場合であっても、測定基準が満たされ易くなり、セル再選択のための測定が行われ易
くなる。その場合、移動端末（ＣＳＧセルに未登録）にとってはＣＳＧセルを選択するこ
とは不可能であるので、無駄な測定が発生することになり、移動端末の消費電力増加とい
う課題が発生する。
【０２１３】
　実施の形態１６では、上記課題を解決するためにセル再選択を開始するための測定基準
をホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する場合とホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有
さない場合に分けて設け、移動端末に反映させることを開示する。さらに具体的には、セ
ル再選択を開始するための測定基準である、サービングセルの受信品質と比較する閾値を
ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する場合とホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有さ
ない場合に分けて設け、移動端末に反映させることを開示する。具体的な動作例について
図４５を用いて説明する。図４５中にて図４１、図４２と同じステップ番号の箇所の説明
は省略する。ステップＳＴ４２０１にて移動端末は、ホワイトリストにＣＳＧ－ＩＤを含
んでいるか否かを判断する。あるいは移動端末は、ＣＳＧセルに登録しているか否かを判
断する。ホワイトリストにＣＳＧ－ＩＤを含んでいる場合、あるいはＣＳＧセルに登録し
ている場合、ステップＳＴ４５０１へ移行する。ホワイトリストにＣＳＧ－ＩＤを含んで
いない場合、あるいはＣＳＧセルに登録していない場合、ステップＳＴ４５０２へ移行す
る。ステップＳＴ４５０１にて移動端末は、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する場
合に適用するセル再選択のための測定基準を満たすか否かを判断する。具体例としては、
サービングセルの受信品質（例えば、Ｓｘ）がホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する
場合に適用する閾値（例えば、Ｓ＿ｉｎｔｒａｓｅａｒｃｈＣＳＧ）以下であるか否かを
判断する。
【０２１４】
　測定基準を満たしていた場合、具体例としてはＳｘ≦Ｓ＿ｉｎｔｒａｓｅａｒｃｈＣＳ
Ｇであった場合、ステップＳＴ４２０５へ移行する。測定基準を満たしていない場合、具
体例としてはＳｘ＞Ｓ＿ｉｎｔｒａｓｅａｒｃｈＣＳＧであった場合、ステップＳＴ４５
０１へ戻る。この場合、同周波数間の測定基準を満たすか否かの閾値のみではなく異周波
数間の測定基準を満たすか否かの閾値（例えばＳ＿ｉｎｔｅｒｓｅａｒｃｈＣＳＧ）と比
較しても良い。ステップＳＴ４５０２にて移動端末は、通常（ホワイトリスト中にＣＳＧ
－ＩＤを有さない場合としても良い）適用するセル再選択のための測定基準を満たすか否
かを判断する。具体例としては、サービングセルの受信品質（例えば、Ｓｘ）が閾値（Ｓ
＿ｉｎｔｒａｓｅａｒｃｈ）以下であるか否かを判断する。測定基準を満たしていた場合
、具体例としてはＳｘ≦Ｓ＿ｉｎｔｒａｓｅａｒｃｈであった場合、ステップＳＴ４２０
８へ移行する。測定基準を満たしていない場合、具体例としてはＳｘ＞Ｓ＿ｉｎｔｒａｓ
ｅａｒｃｈであった場合、ステップＳＴ４５０２へ戻る。この場合、同周波数間の測定基
準を満たすか否かの閾値のみではなく異周波数間の測定基準を満たすか否かの閾値（例え
ばＳ＿ｉｎｔｅｒｓｅａｒｃｈ）と比較しても良い。また、上記において開示したホワイ
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トリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する場合に適用する閾値（例えばＳ＿ｉｎｔｅｒｓｅａｒ
ｃｈＣＳＧ）をホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する移動端末であってもサービング
セルがｎｏｎ－ＣＳＧセルである場合にのみ適用しても良い。これにより、上記解決策で
発生する既にサービングセルがＣＳＧセルである場合、無駄なセル選択のための測定（サ
ービングセルをｎｏｎ－ＣＳＧセルからＣＳＧセルへ変更することを希望することも無い
ため、サービングセルの受信品質が良い場合にもＣＳＧセルを選択するための測定は無駄
な測定となる）を削減することが可能となる。このことは、移動端末の低消費電力化とい
う効果を得ることが出来る。
【０２１５】
　ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する場合のセル再選択を開始するための測定基準
の通知方法は、実施の形態１５におけるサービングセルの状態が良い場合であってもセル
再選択のための測定を行う周期（タイマ）の通知方法を用いることが出来る。このときホ
ワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する場合のセル再選択を開始するための測定基準の通
知は、通常適用するセル再選択のための測定基準と同時であっても別個であってもかまわ
ない。
【０２１６】
　上記において、ＣＳＧが用いられるＨｅＮＢを用いるＬＴＥについて説明したが、本発
明は、ＣＳＧが用いられるＨＮＢを用いるＵＭＴＳ、及びＣＳＧが用いられないＨｅＮＢ
、ＨＮＢ、半径が小さい基地局（ピコセル、マクロセルとも呼ばれる）にも適用可能であ
る。
【０２１７】
　実施の形態１６の効果を以下に示す。基地局の傘下には、ホワイトリスト中にＣＳＧ－
ＩＤを有する移動端末とホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有さない移動端末が混在して
存在する可能性がある。ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する場合に適用する、セル
再選択を開始するための測定基準を設けることにより、サービングセル（ｎｏｎ－ＣＳＧ
セル）の受信品質が良好である場合に、ＣＳＧセルを再選択するための測定を行なわない
ために発生する、ユーザがＣＳＧセルの課金プランの恩恵を受けることが出来ないという
課題、また移動体通信システムにおいても、ｎｏｎ－ＣＳＧセルの負荷軽減が図れないと
いう課題を解決することが出来る。ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する場合にサー
ビングセルの状態が良い場合であってもセル再選択のための測定を行い、ホワイトリスト
中にＣＳＧ－ＩＤを有さないＣＳＧセルへ未登録の移動端末は、従来通りサービングセル
の状態が良い場合はセル再選択のための測定は行わない。これにより、ＣＳＧセルへ未登
録のためにＣＳＧセルをセル再選択できない移動端末にとって無駄となるサービングセル
の状態が良い場合であってもＣＳＧセルを選択するための、測定を省くことが可能となる
。このことは、ＣＳＧセルへ未登録の移動端末の消費電力削減という効果を得ることがで
きる。本効果は非特許文献８にて開示されている技術によっては得られない、本発明によ
る効果である。
【０２１８】
　周辺セルリストを用いずに、課題を解決可能な点においても実施の形態１６の解決策は
優れている。何故なら、前記の通り、ＣＳＧセル、ＨｅＮＢ、ＨＮＢは可搬なサイズ、重
量を想定しており、これらＣＳＧセルなどの設置や撤去は頻繁にかつ柔軟に行われること
が想定されている。よって周辺セルリストを用いた解決策においてはＣＳＧセル、ＨｅＮ
Ｂ、ＨＮＢなどの設置や撤去の度に周辺セルリストを更新する必要があり、周辺セルリス
トの更新が頻繁に発生することが予想される。よって周辺セルリストを用いた解決策では
、複雑・煩雑な移動体通信システムとなるからである。更にネットワーク側（基地局など
）が該当の移動端末がホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有しているか否かを把握せずと
も上記効果を有する点において、実施の形態１６の解決策は優れている。これにより、移
動端末から基地局へホワイトリスト中のＣＳＧ－ＩＤの有無を通知しなくて良く、無線リ
ソースの有効活用が図れる。また、基地局が傘下の移動端末のホワイトリスト中のＣＳＧ
－ＩＤの有無を管理する必要がない点において、基地局の処理負荷の軽減という効果を得
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ることが出来る。
【０２１９】
　次に、上記説明の実施の形態１６の第一変形例について説明する。具体的には、実施の
形態１５の変形例１で示した課題についての解決策について開示する。実施の形態１６の
変形例１では、上記課題を解決するためにホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する場合
に適用する、セル再選択を開始するための測定基準（例えば、Ｓ＿ｉｎｔｒａｓｅａｒｃ
ｈＣＳＧ）にてセル選択のための測定を行ったにも関わらず、セルを選択できなかった場
合に、セル再選択を開始するための測定基準（例えば、Ｓ＿ｉｎｔｒａｓｅａｒｃｈＣＳ
Ｇ）の適用を解除することを開示する。具体的な動作例について図４５を用いて説明する
。ステップＳＴ４２０６にて移動端末は、ステップＳＴ４２０５で行った測定の結果によ
りセル再選択を行ったか否かを判断する。セル再選択を行った場合、ステップＳＴ４１０
１へ戻る。セル再選択を行わなかった場合、ステップＳＴ４５０２へ移行する。
【０２２０】
　実施の形態１７．
　３ＧＰＰにおいて、Ｈｏｍｅ－ＮｏｄｅＢ（Home-NB、HNB）、Ｈｏｍｅ－ｅＮｏｄｅＢ
（Home-eNB、HeNB）と称される基地局が検討されている。ＨＮＢ／ＨｅＮＢはＵＴＲＡＮ
／Ｅ－ＵＴＲＡＮにおける、例えば家庭、法人、商業用のアクセスサービス向けの基地局
である。非特許文献９にＨｅＮＢ及びＨＮＢへのアクセスの３つの異なるモードが開示さ
れている。オープンアクセスモード（Open access mode）とクローズドアクセスモード（
Closed access mode）とハイブリッドアクセスモード（Hybrid access mode）である。各
々のモードは以下のような特徴を有する。オープンアクセスモードでは、ＨｅＮＢやＨＮ
Ｂは通常のオペレータのノーマルセルとして操作される。クローズドアクセスモードでは
、ＨｅＮＢやＨＮＢがＣＳＧセルとして操作される。ＣＳＧセルはＣＳＧメンバーのみア
クセス可能なセルである。ハイブリッドアクセスモードでは、ｎｏｎ－ＣＳＧメンバーも
同時にアクセス許可されているＣＳＧセルである。ハイブリッドアクセスモードのセルは
、言い換えれば、オープンアクセスモードとクローズドアクセスモードの両方をサポート
するセルである。ハイブリッドアクセスモードのセルはハイブリッドセルとも呼ばれる。
【０２２１】
　３ＧＰＰにおいて、サービングセルの受信品質が良好な場合でも、所望のＣＳＧセルへ
セル再選択可能とする方法が検討されている。このことは、ハイブリッドセルにおいても
検討が必要であると考えられる。例えば、非特許文献１０には、ハイブリッドセルにおい
て、ＣＳＧメンバーのＵＥはｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥより長く留まらすべきで、そ
のため、ＣＳＧメンバーのＵＥとｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥとでキャンピングのメカ
ニズムを異ならせる必要有り、との提案がなされている。しかし、非特許文献１０には、
その具体的な方法についてはなんら記載されていない。
【０２２２】
　ハイブリッドセルはＣＳＧセルであるため、ハイブリッドセルにおいてＣＳＧメンバー
のＵＥがｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥより長く留まらすための具体的な方法として、実
施の形態１５、実施の形態１５第一の変形例、実施の形態１５第二の変形例、実施の形態
１６、実施の形態１６第一の変形例で開示した方法を適用できる。これらの方法により、
サービングセルの状態が良い場合であっても、ホワイトリスト（ＣＳＧ－ＩＤリスト、al
lowed CSG list）中にＣＧＳ－ＩＤを有するＵＥあるいはＣＳＧセルに登録しているＵＥ
が、そうでないＵＥよりも早くセル再選択の手順を実行することが可能となる。このため
、ハイブリッドセルも含めたＣＳＧセルの検出を早く行うことが可能となる。従って、ハ
イブリッドセルの属するＣＳＧのＣＳＧ－ＩＤを有するＵＥあるいは該ＣＳＧに登録して
いるＵＥが、該ハイブリッドセルに早くセル再選択を行うことが可能となる。具体的な動
作についても上記の実施の形態で開示した方法を適用できる。
【０２２３】
　実施の形態１６において、セル再選択の測定基準をホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを
有する場合と有さない場合とに分けて設けることを開示した。例として、ホワイトリスト
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中にＣＳＧ－ＩＤを有さない場合のセル再選択の閾値をＳ_intrasearch、ホワイトリスト
中にＣＳＧ－ＩＤを有する場合のセル再選択の閾値をＳ_intrasearchCSGとした。
【０２２４】
　ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有さない場合よりもホワイトリスト中にＣＳＧ－Ｉ
Ｄを有する場合の方がより早くセル再選択の手順を行わせるようにするため、Ｓ_intrase
archよりＳ_intrasearchCSGを低く（Ｓ_intrasearch　＞　Ｓ_intrasearchCSG）設定する
と良い。セル再選択の閾値が低いほどセル再選択の手順を開始しやすくなるため、結果と
してＣＳＧメンバーのＵＥがＣＳＧセルへ早くセル再選択し易くするようにできる。従っ
て、本実施の形態１７においても同様に、ハイブリッドセルへも早くセル再選択し易くす
るようにできる。
【０２２５】
　実施の形態１８．
　サービングセルの受信品質が良好な場合でも、所望のＣＳＧセルへセル再選択可能とす
る具体的な方法として、例えば非特許文献１１にはＣＳＧセル毎にＱoffsetを与える方法
が記載されている。
【０２２６】
　Ｑoffsetは、非特許文献７に示されるように、セル再選択時にセルランキングを行う際
に、検出したセルの受信品質測定値に対して与えるオフセットである。Ｑoffsetは、該Ｑ
offsetが与えられるセルの情報と共に、サービングセルから報知される。
【０２２７】
　また、例えば非特許文献１２には、ハイブリッドセルに対して一つのＱoffsetを与える
方法、言い換えるとハイブリッドアクセスモードの全てのセルに対して一つのＱoffsetを
与える方法、が記載されている。さらには、マクロセルのＲＳＲＰレンジに対応した二つ
のＱoffsetを設け、マクロセルのＲＳＲＰのある閾値に対してその上下で各々のＱoffset
を適用する方法が示されている。
【０２２８】
　これらの方法のように、ＣＳＧセル毎、あるいはハイブリッドセルに対して一つ、ある
いはマクロセルのＲＳＲＰレンジに対応してＱoffsetを与えるだけでは、セル毎、あるい
はセルの種類毎、あるいはマクロセルとの位置関係毎でのみオフセット値を異ならせるこ
としかできない。
【０２２９】
　しかし、ハイブリッドセルはＣＳＧセルではあるが、オープンアクセスモードとクロー
ズドアクセスモードの両方を同時にサポートする。このため、ハイブリットセルに対して
は、セル再選択のクライテリアをｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥとＣＳＧメンバーのＵＥ
とで異ならせることはできない。よってこれらの方法では、ハイブリッドセルにおいてＣ
ＳＧメンバーのＵＥがｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥより長く留まらせることはできない
、という問題が生じる。
【０２３０】
　この問題を解消するため、本実施の形態では、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有す
るＵＥあるいはＣＳＧに登録しているＵＥに適用するオフセット値（Ｑoffset_csg）と、
そうでないＵＥに適用するオフセット値（Ｑoffset_noncsg）を設ける。
【０２３１】
　このように、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するＵＥあるいはＣＳＧに登録して
いるＵＥ用とそうでないＵＥ用とで別個にオフセットを設けることで、セル再選択のクラ
イテリアをｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥとＣＳＧメンバーのＵＥとで異ならせることが
可能となる。これにより、ハイブリッドセルにおいても、ＣＳＧメンバーのＵＥがｎｏｎ
－ＣＳＧメンバーのＵＥより長く留まらせることが可能となる。
【０２３２】
　具体的な動作例について、図４６を用いて説明する。図４６中にて図４１と同じステッ
プ番号の箇所の説明は省略する。ＳＴ４１０３でＵＥはセル再選択のための測定を行い、
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セルランキングを行う。ステップＳＴ４６０１にてＵＥはホワイトリスト中にＣＳＧ－Ｉ
Ｄを含んでいるか否かを判断する。あるいは、ＵＥはＣＳＧセルに登録しているか否かを
判断する。ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを含んでいる場合あるいはＣＳＧセルに登録
している場合、ＳＴ４６０２に移行する。ＳＴ４６０２にてＵＥは、測定した値からＱof
fset_csgを減算する。ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを含んでいない場合、あるいはＣ
ＳＧセルに登録していない場合、ＳＴ４６０３に移行する。ＳＴ４６０３にてＵＥは、測
定した値からＱoffset_noncsgを減算する。これらの減算した結果をもとにセルランキン
グを行うことによって、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するＵＥあるいはＣＳＧに
登録しているＵＥと、そうでないＵＥとでセルの再選択を行う判断基準を異ならせること
が可能となる。セルランキングをステップＳＴ４６０２あるいはステップＳＴ４６０３の
みとし、ステップＳＴ４１０３でのセルランキングを省略することも可能である。
【０２３３】
　Ｑoffset_noncsgの値とＱoffset_csgの値に関しては、サービングセルと周辺セルの電
波環境に応じて、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するＵＥあるいはＣＳＧに登録し
ているＵＥの方がそうでないＵＥよりも早くセル再選択の受信品質基準を満たすように設
定すれば良い。
【０２３４】
　例えば、Ｑoffset_noncsgの値よりもＱoffset_csgの値を低く（Ｑoffset_noncsg　＞　
Ｑoffset_csg）設定するようにしておく。こうすることで、ある一つのセルに対してこれ
らのオフセットを考慮して算出した結果は、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するＵ
ＥあるいはＣＳＧに登録しているＵＥの方がそうでないＵＥよりも高くなる。従って、ホ
ワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するＵＥあるいはＣＳＧに登録しているＵＥの方がそ
うでないＵＥよりも早くセル再選択の受信品質基準を満たすことになる。より早くセル再
選択の受信品質基準を満たすようにすることで、より早くsuitableセルへの再選択を行わ
せることが可能となる。従って、ハイブリッドセルに対して、ＣＳＧメンバーのＵＥがｎ
ｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥよりも早くセル再選択させることが可能となり、ＣＳＧメン
バーのＵＥがｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥより長く留まらせることが可能となる。
【０２３５】
　セルランキングのクライテリアとして、次式としても良い。
【０２３６】
　ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するＵＥあるいはＣＳＧに登録しているＵＥにつ
いては、
　　Ｒｎ＝Ｑmeas,n－Ｑoffset_csg
とし、そうでないＵＥについては、
　　Ｒｎ＝Ｑmeas,n－Ｑoffset_noncs
とする。
【０２３７】
　Ｑmeas,nはｎ番目のセルの受信品質測定値、Ｒｎはオフセットを考慮した受信品質の計
算結果である。
【０２３８】
　または、セルランキングのクライテリアとして、次式としても良い。
【０２３９】
　ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するＵＥあるいはＣＳＧに登録しているＵＥにつ
いては、
　　Ｒｎ＝Ｑmeas,n－Ｑoffset－Ｑoffset_csg
とし、そうでないＵＥは、
　　Ｒｎ＝Ｑmeas,n－Ｑoffset－Ｑoffset_noncsg
とする。
【０２４０】
　従来のＱoffsetを考慮したうえで、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するＵＥある
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いはＣＳＧに登録しているＵＥとそうでないＵＥとで差をつけるためだけにＱoffset_non
csgとＱoffset_csgを用いることができる。
【０２４１】
　Ｑoffset_csgとＱoffset_noncsgの通知方法は、実施の形態１５でセル再選択のための
測定を行う周期の通知方法として開示した第１の方法から第４の方法が適用できる。これ
らを適用した場合、同様の効果を得ることができる。
【０２４２】
　また、第１の方法において、ＳＩＢを用いる場合にＳＩＢ４を用いて通知しても良い。
ＳＩＢ４では従来のオフセット値が、対応するセルの情報と共に送信される。それらの情
報とともにオフセット値が送信されることで、対応するセル毎に、従来のオフセット値と
あわせてセルランキングクライテリアを実行できるようになる。対応するセルの情報とし
て、ハイブリットセル用に与えることができるＰＣＩレンジを用いても良い。こうするこ
とによって、複数のハイブリッドセルに対して同じ値を設定可能となり、ＳＩＢ４の情報
量を減らすことができる。
【０２４３】
　また、第２の方法においては、ハイブリッドセルのみが報知情報としてオフセット値を
通知するようにしても良い。
【０２４４】
　上記に開示した方法では、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するＵＥあるいはＣＳ
Ｇに登録しているＵＥに適用するオフセット値（Ｑoffset_csg）と、そうでないＵＥに適
用するオフセット値（Ｑoffset_noncsg）を設け、それらを用いてセルランキングを行い
、セル再選択を行うようにした。
【０２４５】
　別の方法として、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するＵＥあるいはＣＳＧに登録
しているＵＥに適用するオフセット値とそうでないＵＥに適用するオフセット値との差分
の値（Ｑoffset_delta）を設けても良い。すなわち、Ｑoffset_noncsgとＱoffset_delta
を設けて、セルランキングのクライテリアに用いるようにしても良い。
【０２４６】
　例えば、セルランキングのクライテリアとして、次式としても良い。
【０２４７】
　ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するＵＥあるいはＣＳＧに登録しているＵＥにつ
いては、
　　＝Ｑmeas,n－（Ｑoffset_noncsg－Ｑoffset_delta）
とし、そうでないＵＥについては、
　　＝Ｑmeas,n－Ｑoffset_noncsg
とする。
【０２４８】
　これにより、上記に開示したＱoffset_noncsgとＱoffset_csgを通知する方法と同等の
効果を得ることができる。
【０２４９】
　また別の方法として、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有さないＵＥ、あるいはＣＳ
Ｇに登録していないＵＥに適用するオフセット値を従来のＱoffsetとして設定し、差分値
Ｑoffset_deltaとあわせて用いるようにしても良い。
【０２５０】
　例えば、セルランキングのクライテリアとして、次式としても良い。
【０２５１】
　ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するＵＥあるいはＣＳＧに登録しているＵＥにつ
いては、
　　Ｒｎ＝Ｑmeas,n－（Ｑoffset－Ｑoffset_delta）
とし、そうでないＵＥは、
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　　Ｒｎ＝Ｑmeas,n－Ｑoffset
とする。
【０２５２】
　これにより、上記に開示した方法と同等の効果を得られるだけでなく、設定するパラメ
ータを一つ減らすことができる。つまり、Ｑoffset_csgとＱoffset_noncsgの両方を設定
する必要がなく、Ｑoffset_deltaを設定するだけで良い。従って、パラメータ設定のため
の情報量を削減することが可能となる。通知方法としては前述の方法が適用できる。別の
方法として、ＱoffsetとＱoffset_deltaを別々のセルからそれぞれ通知するようにしても
良い。例えば、Ｑoffsetをサービングセルから通知し、Ｑoffset_deltaはハイブリッドセ
ルから通知する。Ｑoffset_deltaはハイブリッドセルに対してのみ用いられる値であるか
ら、ハイブリッドセルからのみ通知するようにして、セルランキングのクライテリアにお
いて、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するＵＥあるいはＣＳＧに登録しているＵＥ
は、該オフセット値（Ｑoffset_delta）を用いて再計算するようにしておけば良い。そう
でないＵＥは再計算する必要がなく、ハイブリッドセルの該オフセット値を受信する必要
は無いため、受信品質を測定するだけで良くなる。従って、セル再選択時のメジャメント
を簡単化することが可能となり、ＵＥの消費電力削減の効果が得られる。
【０２５３】
　本実施の形態で開示した方法は、非特許文献１１に示されるＣＳＧセル毎にＱoffsetを
与える方法や、非特許文献１２に示されるハイブリッドセルに対して一つのＱoffsetを与
える方法、あるいは、マクロセルのＲＳＲＰレンジに対応した二つのＱoffsetを設け、マ
クロセルのＲＳＲＰのある閾値に対してその上下で各々のＱoffsetを適用する方法にも、
適用することが可能である。例えば、本実施の形態で開示したセルランキングのクライテ
リアにおけるＱoffsetとして、あるいはＱoffsetに加えて、これらのＱoffsetを用いれば
良い。これにより、例えばＣＳＧセル毎の、あるいは、ハイブリッド特有の、あるいはマ
クロセルのＲＳＲＰレンジに対応した、各々のＱoffsetを考慮させることも可能となる。
【０２５４】
　また、別の方法として、これら非特許文献で示されている値を、ホワイトリスト中にＣ
ＳＧ－ＩＤを有するＵＥあるいはＣＳＧに登録しているＵＥに適用するオフセット値とし
て、そうでないＵＥには適用しないようにする。例えば、セルランキングのクライテリア
として、Ｑoffset_deltaにこれら非特許文献で示されている値を用いるようにしても良い
。こうすることで、ハイブリッドセルに対して、セル再選択のクライテリアをｎｏｎ－Ｃ
ＳＧメンバーのＵＥとＣＳＧメンバーのＵＥとで異ならせることが可能となる。
【０２５５】
　本実施の形態で開示した方法は、実施の形態１５、実施の形態１５第一の変形例、実施
の形態１５第二の変形例、実施の形態１６、実施の形態１６第一の変形例、実施の形態１
７で開示した方法と組合せて用いることが可能である。
【０２５６】
　例えば、実施の形態１５と組合せた場合の具体的な動作例について、図４７に示す。図
４７中にて図４２と同じステップ番号の箇所の説明は省略する。ステップＳＴ４２０１に
てＵＥはホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを含んでいるか否かを判断する。あるいは、Ｕ
ＥはＣＳＧセルに登録しているか否かを判断する。ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを含
んでいる場合あるいはＣＳＧセルに登録している場合は、ＳＴ４７０１にて、測定した値
からＱoffset_csgを減算する。ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを含んでいない場合、あ
るいはＣＳＧセルに登録していない場合、ＳＴ４７０２にて、測定した値からＱoffset_n
oncsgを減算する。これらの減算した結果をもとにセルランキングを行うことによって、
ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するＵＥあるいはＣＳＧに登録しているＵＥと、そ
うでないＵＥとでセルの再選択を行う判断基準を異ならせることが可能となる。セルラン
キングをステップＳＴ４７０１あるいはステップＳＴ４７０２のみとし、ステップＳＴ４
２０５あるいはステップＳＴ４２０８でのセルランキングを省略することも可能である。
【０２５７】
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　他の実施の形態および変形例についても同様な動作とすることで組合せて用いることは
可能となる。本実施の形態で開示した方法とこれらの実施の形態および変形例を組合せる
ことで、ハイブリッドセルを含めたＨｅＮＢあるいはＨＮＢの柔軟な配置にともなう各々
の電波環境の相違にも柔軟に対応できる効果が得られる。
【０２５８】
　本実施の形態で開示した方法とすることで、ハイブリッドセルに対して、セル再選択の
クライテリアをｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥとＣＳＧメンバーのＵＥとで異ならせるこ
とが可能となる。これにより、ハイブリッドセルにおいても、ＣＳＧメンバーのＵＥがｎ
ｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥより長く留まらせることが可能となる。
【０２５９】
　これにより、ＣＳＧメンバーは、ハイブリッドセルでＣＳＧメンバーに対する高速通信
や優遇課金プランなどのサービスをより早く、より長く受けることが可能となる。
【０２６０】
　実施の形態１９．
　実施の形態１８では、ＣＳＧメンバーのＵＥがｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥよりもハ
イブリッドセルに対して早くセル再選択を行う方法、言い換えるとハイブリッドセルへの
（インバウンド、inbound）再選択をし易くする方法について開示した。
【０２６１】
　本実施の形態では、ＣＳＧメンバーのＵＥがｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥよりもハイ
ブリッドセルから遅くセル再選択を行う、言い換えるとハイブリッドセルからの（アウト
バウンド、outbound）セル再選択をし難くするため、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを
有するＵＥあるいはＣＳＧに登録しているＵＥに適用するオフセット値（Ｑoffset_csg）
と、そうでないＵＥに適用するオフセット値（Ｑoffset_noncsg）を設け、それらを用い
てセルランキング、セル再選択を行うようにして、セル再選択のクライテリアをｎｏｎ－
ＣＳＧメンバーのＵＥとＣＳＧメンバーのＵＥとで異ならせる方法を適用する場合につい
て開示する。
【０２６２】
　具体的な動作例として、セルランキングのクライテリアを次式とすれば良い。
【０２６３】
　ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するＵＥあるいはＣＳＧに登録しているＵＥにつ
いては、
　　Ｒｓ＝Ｑmeas,ｓ＋Ｑhyst－Ｑoffset_csg
とし、そうでないＵＥについては、
　　Ｒｓ＝Ｑmeas,ｓ＋Ｑhyst－Ｑoffset_noncsg
とする。
【０２６４】
　Ｑmeas,ｓはサービングセルの受信品質測定値、Ｑhystはヒステリシスを持たせるため
のオフセット値、Ｒｓはオフセットを考慮したサービングセルの受信品質の計算結果であ
る。
【０２６５】
　ハイブリッドセルからの再選択では、ハイブリッドセルがサービングセルとなる。従っ
て、ハイブリッドセルからのセル再選択をし難くするため、セル再選択時のセルランキン
グの際に、サービングセルの測定値に、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するＵＥあ
るいはＣＳＧに登録しているＵＥとそうでないＵＥとで差をつける。具体例としてＲｓ導
出時にＱoffset_noncsgとＱoffset_csgを用いて計算させる。これにより、両者のＵＥで
、ハイブリッドセルからのセル再選択を行う判断基準を異ならせることが可能となる。
【０２６６】
　Ｑoffset_noncsgの値とＱoffset_csgの値に関しては、サービングセルと周辺セルの電
波環境に応じて、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するＵＥあるいはＣＳＧに登録し
ているＵＥの方がそうでないＵＥよりも遅くセル再選択の受信品質基準を満たすように設
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定すれば良い。
【０２６７】
　例えば、Ｑoffset_noncsgの値よりもＱoffset_csgの値を高く（Ｑoffset_noncsg　＜　
Ｑoffset_csg）設定するようにしておく。こうすることで、ハイブリッドセルであるサー
ビングセルに対してこれらのオフセットを考慮して算出した結果は、ホワイトリスト中に
ＣＳＧ－ＩＤを有するＵＥあるいはＣＳＧに登録しているＵＥの方がそうでないＵＥより
も低くなる。従って、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するＵＥあるいはＣＳＧに登
録しているＵＥの方がそうでないＵＥよりも遅くセル再選択の受信品質基準を満たすこと
になる。
【０２６８】
　より遅くセル再選択の受信品質基準を満たすようにすることで、より遅くまでハイブリ
ッドセルからの再選択を行わせないことが可能となる。従って、ハイブリッドセルにおい
て、ＣＳＧメンバーのＵＥがｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥよりも遅くセル再選択させる
ことが可能となり、ＣＳＧメンバーのＵＥがｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥより長く留ま
らせることが可能となる。
【０２６９】
　図４８に、ハイブリッドセルにおけるセル再選択の具体的な動作例を示す。図４８中に
て図４１と同じステップ番号の箇所の説明は省略する。ＳＴ４１０１でセル選択あるいは
セル再選択手順に入ったＵＥは、セル再選択のためサービングセルの測定を行い、サービ
ングセルに対するセルランキングクライテリアを行う。ステップＳＴ４８０１にてＵＥは
ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを含んでいるか否かを判断する。あるいは、ＵＥはＣＳ
Ｇセルに登録しているか否かを判断する。ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを含んでいる
場合あるいはＣＳＧセルに登録している場合、ＳＴ４８０２に移行する。ＳＴ４８０２に
てＵＥは、測定した値からＱoffset_csgを減算する。ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを
含んでいない場合、あるいはＣＳＧセルに登録していない場合、ＳＴ４８０３に移行する
。ＳＴ４８０３にてＵＥは、測定した値からＱoffset_noncsgを減算する。これらの減算
した結果をもとに、ＳＴ４１０２でセル再選択のための測定基準を満たすかどうか判断す
る。こうすることで、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するＵＥあるいはＣＳＧに登
録しているＵＥと、そうでないＵＥとでセルの再選択を行う判断基準を異ならせることが
可能となる。
【０２７０】
　ＳＴ４１０３でサービングセルの受信品質測定値も含めてセルランキングを行う場合の
サービングセルの測定値の導出の際に、該オフセット値（Ｑoffset_csg、Ｑoffset_noncs
g）を用いないようにしても良い。用いないようにした場合、ＣＳＧメンバーのＵＥがサ
ービングセルを選択する可能性を高くすることができる。
【０２７１】
　また別途、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するＵＥあるいはＣＳＧに登録してい
るＵＥに適用するオフセット値（Ｑoffset_csg_r）と、そうでないＵＥに適用するオフセ
ット値（Ｑoffset_noncsg_r）を設けて、ＳＴ４１０３でサービングセルの受信品質測定
値も含めてセルランキングを行う場合のサービングセルの測定値の導出の際に、それらを
サービングセルの測定値に適用してセルランキングを行い、セル再選択を行うようにして
も良い。この場合、Ｑoffset_csg_rよりもＱoffset_noncsg_rを高く設定すると良い。こ
うすることで、ハイブリッドセルであるサービングセルに対してこれらのオフセットを考
慮して算出した結果は、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するＵＥあるいはＣＳＧに
登録しているＵＥの方がそうでないＵＥよりも高くなる。従って、ホワイトリスト中にＣ
ＳＧ－ＩＤを有するＵＥあるいはＣＳＧに登録しているＵＥの方がそうでないＵＥよりも
サービングセルを選択する可能性を高くすることができる。
【０２７２】
　セルランキングのクライテリアを前述したもののようにすることで、ハイブリッドセル
において、ＣＳＧメンバーのＵＥがｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥよりも遅くセル再選択
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させることが可能となり、ＣＳＧメンバーのＵＥをｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥよりも
長くハイブリッドセルに留まらせることが可能となる。
【０２７３】
　これらのパラメータの通知方法は、実施の形態１５でセル再選択のための測定を行う周
期の通知方法として開示した第１の方法から第４の方法が適用でき、同様の効果を得るこ
とができる。
【０２７４】
　本実施の形態と実施の形態１８を組合せることにより、ＣＳＧメンバーのＵＥがｎｏｎ
－ＣＳＧメンバーのＵＥよりもハイブリッドセルへの再選択をしやすくさせ、かつ、ハイ
ブリッドセルからの再選択をし難くさせることが可能となる。従って、ＣＳＧメンバーの
ＵＥをｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥよりも長くハイブリッドセルに留まらせることが可
能となる。
【０２７５】
　本実施の形態と実施の形態１８を組合せた場合、ＣＳＧメンバーのＵＥがｎｏｎ－ＣＳ
ＧメンバーのＵＥよりもハイブリッドセルへの再選択をし易くするために設けたオフセッ
ト値と、ハイブリッドセルからのセル再選択をし難くするために設けたオフセット値は、
各々異なる値に設定されても良いし、同じ値にしても良い。
【０２７６】
　例えば、ハイブリッドセルへの再選択をし易くするために設けたオフセット値を、Ｑof
fset_csg_in、Ｑoffset_noncsg_inとし、ハイブリッドセルからのセル再選択をし難くす
るために設けたオフセット値をＱoffset_csg_out、Ｑoffset_noncsg_outとして、各々値
を設定できるようにする。こうすることにより、より柔軟なＨｅＮＢ、ＨＮＢの設置、運
用に対応することが可能となる。
【０２７７】
　同じ値に設定する例として、Ｑoffset１とＱoffset２の二つのオフセットを設けておく
と良い。ハイブリッドセルへの再選択をし易くするために、Ｑoffset_csg＝Ｑoffset１、
Ｑoffset_noncsg＝Ｑoffset２と設定して、周辺セルのセルランキングＲｎの導出におい
て用いるようにする。一方、ハイブリッドセルからのセル再選択をし難くするために、Ｑ
offset_csg＝Ｑoffset２、Ｑoffset_noncsg＝Ｑoffset１と設定して、サービングセルの
セルランキングＲｓの導出において用いるようにする。Ｑoffset１はＱoffset２よりも低
く設定すると良い。こうすることで、パラメータの数を削減でき、ＵＥへ送信する情報量
を減らすことが可能となる。
【０２７８】
　これらのパラメータの通知方法として、実施の形態１５、実施の形態１８で開示した通
知方法が可能であり、いろいろな通知方法の組合せも可能である。
【０２７９】
　例えば、Ｑoffset_csg_in、Ｑoffset_noncsg_inは、周辺セルのセルランキングＲｎの
導出に用いるため、サービングセルからＳＩＢ４で通知し、Ｑoffset_csg_out、Ｑoffset
_noncsg_outは、ハイブリッドセルにおいてサービングセルのセルランキングＲｓに導出
に用いるため、ハイブリッドセルのみからＳＩＢ１で通知するようにしても良い。
【０２８０】
　こうすることで、ハイブリッドセルではないセルからの通知する情報量を削減すること
ができる。
【０２８１】
　Ｑoffset１とＱoffset２の二つのオフセットを設けておくような場合は、全てのセルの
ＳＩＢ１で通知するようにしても良い。こうすることで、ハイブリッドセルにおいても通
知する情報量を削減することが可能となる。
【０２８２】
　本実施の形態で開示した方法は、実施の形態１５、実施の形態１５第一の変形例、実施
の形態１５第二の変形例、実施の形態１６、実施の形態１６第一の変形例、実施の形態１
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７、実施の形態１８で開示した方法と組合せて用いることが可能である。
【０２８３】
　本実施の形態で開示した方法とこれらの実施の形態および変形例を組合せることで、ハ
イブリッドセルを含めたＨｅＮＢあるいはＨＮＢの柔軟な配置にともなう様々の電波環境
のなかにあっても、ＣＳＧメンバーのＵＥがｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥよりもハイブ
リッドセルへの再選択をしやすくさせ、かつ、ハイブリッドセルからの再選択をし難くさ
せることができる。従って、ハイブリッドセルにおいてＣＳＧメンバーのＵＥをｎｏｎ－
ＣＳＧメンバーのＵＥより長く留まらせることが可能となる。
【０２８４】
　実施の形態２０．
　上記の実施の形態では、ハイブリッドセルにおいてＣＳＧメンバーのＵＥをｎｏｎ－Ｃ
ＳＧメンバーのＵＥより長く留まらせるためのハイブリッドセルへ/からのセル再選択方
法について開示した。本実施の形態では、ハイブリッドセルにおいてＣＳＧメンバーのＵ
Ｅをｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥより長く留まらせるためのハイブリッドセルへ/から
のハンドオーバー（inbound ＨＯ／outbound ＨＯ）の方法について開示する。
【０２８５】
　ハイブリッドセルへ／からのハンドオーバーにおいて、該ハンドオーバーの手順、ルー
ル、クライテリアをｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥとＣＳＧメンバーのＵＥとで異ならせ
る。具体的な方法として、ハイブリッドセルへ／からのＨＯ用いるパラメータについて、
ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するＵＥあるいはＣＳＧに登録しているＵＥに適用
するパラメータと、そうでないＵＥに適用するパラメータを設ける。該パラメータをｎｏ
ｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥとＣＳＧメンバーのＵＥとで異なる値にすることで、ハイブリ
ッドセルへ／からのハンドオーバーのクライテリアをｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥとＣ
ＳＧメンバーのＵＥとで異ならせることが可能となる。
【０２８６】
　ハイブリッドセルへ／からのハンドオーバーに用いるパラメータ例として、メジャメン
トレポートでイベントを発生するか否かの判断指標となるパラメータがある。イベント発
生の閾値（Ｔhresh、Ｔhresh１、Ｔhresh２）、受信品質の測定結果に対して適用するサ
ービングセルのオフセット値（Ocs）、受信品質の測定結果に対して適用するサービング
セルの周波数のオフセット値（Ofs）、受信品質の測定結果に対して適用する隣接セルの
オフセット値（Ocn）、受信品質の測定結果に対して適用する隣接セルの周波数のオフセ
ット値（Ofn）、イベント毎のオフセット値（Off）、イベント毎のヒステリシス（Hys）
などがある。
【０２８７】
　例えば、サービングセルがハイブリッドセルの場合に、イベント発生の閾値について、
ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するＵＥあるいはＣＳＧに登録しているＵＥに適用
するＴhresh_noncsgと、そうでないＵＥに適用するＴhresh_csgを設ける。Ｔhresh_noncs
gよりもＴhresh_csgを高く設定することで、ＣＳＧメンバーのＵＥはｎｏｎ－ＣＳＧメン
バーのＵＥよりもハンドオーバーのためのイベント発生が遅くなり、ハイブリッドセルに
長く留まらせることが可能となる。
【０２８８】
　例えば、隣接セルのオフセット値について、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する
ＵＥあるいはＣＳＧに登録しているＵＥに適用するOcn_csgと、そうでないＵＥに適用す
るOcn_noncsgを設ける。受信品質の測定結果に対して該オフセット値を減算する場合、Oc
n_csgよりもOcn_noncsgを高く設定する。隣接セルがハイブリッドセルである場合に、Ｃ
ＳＧメンバーのＵＥはOcn_csgを用いて隣接セルの受信品質を計算し、ｎｏｎ－ＣＳＧメ
ンバーのＵＥはOcn_noncsgを用いて隣接セルの受信品質を計算する。Ocn_csgよりもOcn_n
oncsgを高く設定しているため、ＣＳＧメンバーのＵＥはｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥ
よりもハンドオーバーのためのイベント発生が早くなり、ハイブリッドセルへ早くハンド
オーバーすることが可能となる。
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【０２８９】
　該パラメータの通知方法は、サービングセルからメジャメントさせるＵＥに対して個別
に通知するようにすれば良い。例えば、メジャメントコントロールメッセージに含めて通
知するようにすれば良い。これにより、各ＵＥ個別の設定が可能となり、各ＵＥ個別の電
波状況に応じて設定できるようになるため、各ＵＥの通信品質を良好にすることが可能と
なる。
【０２９０】
　また、ＵＥでのメジャメントに前もって、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するＵ
ＥあるいはＣＳＧに登録しているＵＥに適用するパラメータと、そうでないＵＥに適用す
るパラメータの差分を、サービングセルから報知情報として報知するようにしても良い。
各ＵＥ個別に通知するのはどちらか一方のパラメータだけにしておき、該差分値を用いて
導出するようにすれば良い。これにより、各ＵＥ個別に通知する情報が少なくなるため、
シグナリングのためのリソース負荷の低減が図れる。
【０２９１】
　また、該差分値をあらかじめ静的に決めておき、基地局とＵＥともに該情報をあらかじ
め認識できるようにしておいても良い。報知情報として報知する必要が無くなるため、シ
グナリングのためのリソース不可の低減がさらに図れる。
【０２９２】
　本実施の形態で開示した方法とすることで、ハイブリッドセルへのハンドオーバーにお
いてＣＳＧメンバーのＵＥがｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥよりも早くＨＯさせることが
可能となり、また、ハイブリッドセルへのハンドオーバーからのハンドオーバーにおいて
ＣＳＧメンバーのＵＥがｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥよりも遅くハンドオーバーさせる
ことが可能となる。このため、ＣＳＧメンバーのＵＥをｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥよ
りも長くハイブリッドセルに留まらせることが可能となる。
【０２９３】
　ＵＥがオープンモードとしてアクセスしているか、クローズドモードとしてアクセスし
ているかをサービングセルが認識していない場合にも本実施の形態で開示した方法を適用
することは可能であり、そのような場合にも、同様の効果を得ることが可能となる。
【０２９４】
　本実施の形態で開示した方法は、実施の形態１５、実施の形態１５第一の変形例、実施
の形態１５第二の変形例、実施の形態１６、実施の形態１６第一の変形例、実施の形態１
７、実施の形態１８、実施の形態１９で開示した方法と組合せて用いることが可能である
。
【０２９５】
　本実施の形態で開示した方法とこれらの実施の形態および変形例を組合せることで、Ｕ
Ｅの状態がなんであっても、すなはち、ＵＥの状態がＲＲＣ＿ＩｄｌｅだけでなくＲＲＣ
＿Ｃｏｎｅｃｔｅｄ状態においても、ＣＳＧメンバーのＵＥをｎｏｎ－ＣＳＧメンバーの
ＵＥよりも長くハイブリッドセルに留まらせることが可能となる。
【０２９６】
　実施の形態２１．
　本実施の形態の課題を以下に示す。例えば、同じＣＳＧ－ＩＤのセルは同じオーナが所
有する、あるいは同じＣＳＧ－ＩＤのセルからは同じ課金優遇が受けられる、あるいは同
じＣＳＧ－ＩＤのセルからは通信速度で同じ優遇が受けられるなどのサービスが考えられ
る。これによりユーザが、同じＣＳＧ－ＩＤを有するセルをセル再選択することを望むこ
とが考えられる。
【０２９７】
　この問題を解消するため本実施の形態では、サービングセルと同じＣＳＧ－ＩＤを有す
る周辺セルに適応するオフセット値（Ｑoffset_samecsg）と、サービングセルと異なるＣ
ＳＧ－ＩＤを有する周辺セルに適応するオフセット値（Ｑoffset_diffcsg）を設ける。
【０２９８】
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　このように、サービングセルと同じＣＳＧ－ＩＤを有する周辺セル用と、サービングセ
ルと異なるＣＳＧ－ＩＤを有する周辺セル用とで別個にオフセットを設けることで、セル
再選択のクライテリアを同じＣＳＧ－ＩＤを有する周辺セルと異なるＣＳＧ－ＩＤを有す
る周辺セルとで異ならせることが可能となる。これにより、サービングセルと異なるＣＳ
Ｇ－ＩＤを有するセルより、同じＣＳＧ－ＩＤを有するセルをセル再選択しやすくするこ
とが可能となる。
【０２９９】
　具体的な動作例について、図４６を用いて説明する。図４６中にて図４１と同じステッ
プ番号の箇所の説明は省略する。ＳＴ４１０３でＵＥはセル再選択のための測定を行い、
セルランキングを行う。ステップＳＴ４６０１にてＵＥは、測定した周辺セルの有するＣ
ＳＧ－ＩＤがサービングセルと同じか否か判断する。同じＣＳＧ－ＩＤと判断した場合、
ＳＴ４６０２に移行する。ＳＴ４６０２にてＵＥは、測定した値からＱoffset_samecsgを
減算する。異なるＣＳＧ－ＩＤと判断した場合、ＳＴ４６０３に移行する。ＳＴ４６０３
にてＵＥは、測定した値からＱoffset_diffcsgを減算する。これらの減算した結果をもと
にセルランキングを行うことによって、同じＣＳＧ－ＩＤを有する周辺セルと異なるＣＳ
Ｇ－ＩＤを有する周辺セルとでセルの再選択を行う判断基準を異ならせることが可能とな
る。セルランキングをステップＳＴ４６０２あるいはステップＳＴ４６０３のみとし、ス
テップＳＴ４１０３でのセルランキングを省略することも可能である。
【０３００】
　Ｑoffset_samecsgの値とＱoffset_diffcsgの値に関しては、サービングセルと周辺セル
の電波環境に応じて、サービングセルと異なるＣＳＧ－ＩＤを有するセルより、同じＣＳ
Ｇ－ＩＤを有するセルの方が再選択の受信品質基準を満たしやすくなる。
【０３０１】
　例えば、Ｑoffset_diffcsgの値よりもＱoffset_samecsgの値を低く（Ｑoffset_diffcsg
　＞　Ｑoffset_samecsg）設定するようにしておく。こうすることで、サービングセルと
異なるＣＳＧ－ＩＤを有するセルより、同じＣＳＧ－ＩＤを有するセルの方が再選択の受
信品質基準を満たしやすくなる。再選択の受信品質基準を満たしやすくなることで、同じ
ＣＳＧ－ＩＤを有するセルをセル再選択しやすくすることが可能となる。
【０３０２】
　セルランキングのクライテリアとして、次式としても良い。
【０３０３】
　サービングセルと同じＣＳＧ－ＩＤを有する周辺セルについては、
　　Ｒｎ＝Ｑmeas,n－Ｑoffset_samecsg
としサービングセルと異なるＣＳＧ－ＩＤを有する周辺セルについては、
　　Ｒｎ＝Ｑmeas,n－Ｑoffset_diffcsg
とする。
【０３０４】
　Ｑmeas,nはｎ番目のセルの受信品質測定値、Ｒｎはオフセットを考慮した受信品質の計
算結果である。
【０３０５】
　また、該Ｑoffset_samecsg、Ｑoffset_diffcsgは、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを
有するＵＥ、あるいはＣＳＧに登録しているＵＥのみが適応するとしても良い。ＣＳＧに
未登録のＵＥは、同じＣＳＧ－ＩＤを有するセルをセル再選択することを望まない。よっ
て、これによりＣＳＧに未登録のＵＥの無駄な処理負荷を軽減することができ、ＵＥの低
消費電力化という効果を得ることが出来る。
【０３０６】
　または、セルランキングのクライテリアとして、次式としても良い。
【０３０７】
　サービングセルと同じＣＳＧ－ＩＤを有する周辺セルについては、
　　Ｒｎ＝Ｑmeas,n－Ｑoffset－Ｑoffset_samecsg
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とし、サービングセルと異なるＣＳＧ－ＩＤを有する周辺セルについては、
　　Ｒｎ＝Ｑmeas,n－Ｑoffset－Ｑoffset_diffcsg
とする。
【０３０８】
　従来のＱoffsetを考慮したうえで、サービングセルと同じＣＳＧ－ＩＤを有するか、サ
ービングセルと異なるＣＳＧ－ＩＤを有するかで差をつけるためだけにＱoffset_samecsg
とＱoffset_diffcsgを用いることができる。
【０３０９】
　Ｑoffset_samecsgとＱoffset_diffcsgの通知方法は、実施の形態１５でセル再選択のた
めの測定を行う周期の通知方法として開示した第１の方法から第４の方法が適用できる。
これらを適用した場合、同様の効果を得ることができる。
【０３１０】
　また、第１の方法において、ＳＩＢを用いる場合にＳＩＢ４を用いて通知しても良い。
ＳＩＢ４では従来のオフセット値が、対応するセルの情報と共に送信される。それらの情
報とともにオフセット値が送信されることで、対応するセル毎に、従来のオフセット値と
あわせてセルランキングクライテリアを実行できるようになる。
【０３１１】
　上記に開示した方法では、サービングセルと同じＣＳＧ－ＩＤを有する周辺セルに適用
するオフセット値（Ｑoffset_samecsg）と、サービングセルと異なるＣＳＧ－ＩＤを有す
る周辺セルに適用するオフセット値（Ｑoffset_diffcsg）を設け、それらを用いてセルラ
ンキングを行い、セル再選択を行うようにした。
【０３１２】
　別の方法として、サービングセルと同じＣＳＧ－ＩＤを有する周辺セルに適用するオフ
セット値と、サービングセルと異なるＣＳＧ－ＩＤを有する周辺セルに適用するオフセッ
ト値との差分の値（Ｑoffset_delta2）を設けても良い。すなわち、Ｑoffset_diffcsgと
Ｑoffset_delta2を設けて、セルランキングのクライテリアに用いるようにしても良い。
【０３１３】
　例えば、セルランキングのクライテリアとして、次式としても良い。
【０３１４】
　サービングセルと同じＣＳＧ－ＩＤを有する周辺セルについては、
　　Ｒｎ＝Ｑmeas,n－（Ｑoffset_diffcsg－Ｑoffset_delta2）
とし、サービングセルと異なるＣＳＧ－ＩＤを有する周辺セルについては、
　　Ｒｎ＝Ｑmeas,n－Ｑoffset_diffcsg
とする。
【０３１５】
　これにより、上記に開示したＱoffset_samecsgとＱoffset_diffcsgを通知する方法と同
等の効果を得ることができる。
【０３１６】
　また別の方法として、サービングセルと異なるＣＳＧ－ＩＤを有する周辺セルに適用す
るオフセット値を従来のＱoffsetとして設定し、差分値Ｑoffset_delta2とあわせて用い
るようにしても良い。
【０３１７】
　例えば、セルランキングのクライテリアとして、次式としても良い。
【０３１８】
　サービングセルと同じＣＳＧ－ＩＤを有する周辺セルについては、
　Ｒｎ＝Ｑmeas,n－（Ｑoffset－Ｑoffset_delta2）
とし、サービングセルと異なるＣＳＧ－ＩＤを有する周辺セルについては、
　Ｒｎ＝Ｑmeas,n－Ｑoffset
とする。
【０３１９】
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　これにより、上記に開示した方法と同等の効果を得られるだけでなく、設定するパラメ
ータを一つ減らすことができる。つまり、Ｑoffset_samecsgとＱoffset_diffcsgの両方を
設定する必要がなく、Ｑoffset_delta2を設定するだけで良い。従って、パラメータ設定
のための情報量を削減することが可能となる。通知方法としては前述の方法が適用できる
。別の方法として、ＱoffsetとＱoffset_delta2を別々のセルからそれぞれ通知するよう
にしても良い。例えば、Ｑoffsetをサービングセルから通知し、Ｑoffset_delta2はＣＳ
Ｇセルから通知する。Ｑoffset_delta2はＣＳＧセルに対してのみ用いられる値であるか
ら、ＣＳＧセルからのみ通知するようにして、セルランキングのクライテリアにおいて、
サービングセルと同じＣＳＧ－ＩＤを有する周辺セルについては、該オフセット値（Ｑof
fset_delta2）を用いて再計算するようにしておけば良い。ｎｏｎ－ＣＳＧセルに関して
は、再計算する必要がなく、受信品質を測定するだけで良くなる。従って、セル再選択時
のメジャメントを簡単化することが可能となり、ＵＥの消費電力削減の効果が得られる。
【０３２０】
　本実施の形態で開示した方法は、非特許文献１１に示されるＣＳＧセル毎にＱoffsetを
与える方法や、非特許文献１２に示されるハイブリッドセルに対して一つのＱoffsetを与
える方法、あるいは、マクロセルのＲＳＲＰレンジに対応した二つのＱoffsetを設け、マ
クロセルのＲＳＲＰのある閾値に対してその上下で各々のＱoffsetを適用する方法にも、
適用することが可能である。例えば、本実施の形態で開示したセルランキングのクライテ
リアにおけるＱoffsetとして、あるいはＱoffsetに加えて、これらのＱoffsetを用いれば
良い。これにより、例えばＣＳＧセル毎の、あるいは、ハイブリッド特有の、あるいはマ
クロセルのＲＳＲＰレンジに対応した、各々のＱoffsetを考慮させることも可能となる。
【０３２１】
　本実施の形態で開示した方法は、実施の形態１５、実施の形態１５第一の変形例、実施
の形態１５第二の変形例、実施の形態１６、実施の形態１６第一の変形例、実施の形態１
７、実施の形態１８、実施の形態１９、実施の形態２０で開示した方法と組合せて用いる
ことが可能である。
【０３２２】
　例えば、実施の形態１５と組合せた場合の具体的な動作例について、図４７を用いて説
明する。図４７中にて図４２と同じステップ番号の箇所の説明は省略する。ステップＳＴ
４２０１にてＵＥはホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを含んでいるか否かを判断する。あ
るいは、ＵＥはＣＳＧセルに登録しているか否かを判断する。ホワイトリスト中にＣＳＧ
－ＩＤを含んでいる場合あるいはＣＳＧセルに登録している場合は、ＳＴ４７０１を実行
する。ステップＳＴ４７０１にてＵＥは、測定した周辺セルの有するＣＳＧ－ＩＤがサー
ビングセルと同じ場合、測定した値からＱoffset_samecsgを減算する。一方ステップＳＴ
４７０１にてＵＥは、サービングセルと異なるＣＳＧ－ＩＤと判断した場合、測定した値
からＱoffset_diffcsgを減算する。これらの減算した結果をもとにセルランキングを行う
。ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを含んでいない場合、あるいはＣＳＧセルに登録して
いない場合、ステップＳＴ４７０２にて特に何も実行しない。これにより、同じＣＳＧ－
ＩＤを有する周辺セルと異なるＣＳＧ－ＩＤを有する周辺セルとでセルの再選択を行う判
断基準を異ならせることが可能となる。
【０３２３】
　他の実施の形態および変形例についても同様な動作とすることで組合せて用いることは
可能となる。本実施の形態で開示した方法とこれらの実施の形態および変形例を組合せる
ことで、ＨｅＮＢあるいはＨＮＢの柔軟な配置にともなう各々の電波環境の相違にも柔軟
に対応できる効果が得られる。
【０３２４】
　本実施の形態で開示した方法とすることで、同じＣＳＧ－ＩＤを有する周辺セルと異な
るＣＳＧ－ＩＤを有する周辺セルとでセルの再選択を行う判断基準を異ならせることが可
能となる。これにより、サービングセルと異なるＣＳＧ－ＩＤを有するセルより、同じＣ
ＳＧ－ＩＤを有するセルをセル再選択しやすくすることが可能となる。
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【０３２５】
　これによりユーザは、同じＣＳＧ－ＩＤのセルを継続して選択することが可能となり、
同じＣＳＧ－ＩＤの同じサービスを受けることが可能となる。よってユーザにとって使い
やすい移動体通信システムの構築という効果を得ることが出来る。
【０３２６】
　実施の形態２２．
　ＣＳＧメンバーは、ハイブリッドセルでＣＳＧメンバーに対する高速通信や優遇課金プ
ランなどのサービスをより早く、より長く受けることを可能とするため、ハイブリッドセ
ルにおいてＣＳＧメンバーのＵＥがｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥより長く留まらせるこ
とが要求される。
【０３２７】
　図４９に、ハイブリッドセルにおいてＣＳＧメンバーのＵＥをｎｏｎ－ＣＳＧメンバー
のＵＥより長く留まらせた場合の概念図を示す。図中、４９０１はｎｏｎ－ＣＳＧセルで
、ここではマクロセル（ｅＮＢ）とする。４９０２はｎｏｎ－ＣＳＧセル４９０１による
カバレッジを示す。４９０３はハイブリッドアクセスモードのＨｅＮＢ、すわなちハイブ
リッドセルである。４９０４はハイブリッドセル４９０３においてオープンアクセスモー
ドとクローズドアクセスモード両方でアクセス可能なカバレッジである。４９０５はハイ
ブリッドセル４９０３においてクローズドアクセスモードのみアクセス可能なカバレッジ
を示す。４９０６はハイブリッドセル４９０３が属するＣＳＧと同じＣＳＧメンバーのＵ
Ｅである。４９０７はｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥである。ＣＳＧメンバーのＵＥ４９
０６はカバレッジ４９０５のエリア外ではｎｏｎ－ＣＳＧセル４９０１と通信を行ってお
り、カバレッジ４９０５のエリアへ移動したＵＥ４９０６はセル再選択によりハイブリッ
ドセル４９０３と通信を行なう。ｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥ４９０７は、カバレッジ
４９０５のエリアにおいてもまだｎｏｎ－ＣＳＧセル４９０１と通信を行なっており、カ
バレッジ４９０４へ移動して始めてセル再選択によりハイブリッドセル４９０３と通信を
行なえる。
【０３２８】
　このように、ハイブリッドセルへ、あるいはハイブリッドセルからセルリセレクション
する際にｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥよりＣＳＧメンバーのＵＥに長く留まらせるよう
にすると、クローズドアクセスモードのみのカバレッジがオープンアクセスモードのカバ
レッジより広くなってしまう場合がある。このような場合、ハイブリッドセルにおける上
り通信を始める際のＵＥの初期送信電力が、ＣＳＧメンバーのＵＥとｎｏｎ－ＣＳＧメン
バーのＵＥとで同じだとすると、ＣＳＧメンバーのＵＥがアクセス可能となるカバレッジ
の方が広くなるため、該カバレッジ端で、ＣＳＧメンバーのＵＥの上り送信が失敗となる
可能性が高くなってしまう。
【０３２９】
　上り通信を始める際の手順としてＲＡ（random access）プロシージャがある。ＲＡプ
ロシージャでは、物理チャネルとしてＰＲＡＣＨが用いられる。ＰＲＡＣＨの初期送信に
はＲＡＣＨプリアンブルが用いられる。ＰＲＡＣＨの初期送信電力Ｐprachは以下のよう
に決定される（非特許文献１３、非特許文献１４）。
【０３３０】
　Pprach = min{Pcmax, PREAMBLE_RECEIVED_TARGET_POWER + PL}_[dBm]
　Pcmax　=　min｛Pemax，Pumax｝
　ここで、PREAMBLE_RECEIVED_TARGET_POWERは基地局の目標受信電力、ＰＬはパスロス、
Ｐemaxはセル毎に設定される最大許容電力、ＰumaxはＵＥの最大送信電力である。Ｐemax
は各セルからの報知情報などとして傘下のＵＥに通知され、傘下の全てのＵＥに共通な最
大許容電力である。Ｐumaxは、各ＵＥのパワークラスに応じてあらかじめ決められる。
【０３３１】
　ＰＲＡＣＨの初期送信電力Ｐprachの導出式からわかるように、例えばＰＬが大きい場
合は、初期送信電力はＰcmaxで制限されてしまう。ＰcmaxもまたＰemaxで制限されるため
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、ＰＲＡＣＨの初期送信電力はＰemaxで制限されてしまうことになる。Ｐemaxはセル傘下
の全てのＵＥに対して共通なので、ハイブリッドセルにおいては、ＣＳＧメンバーのＵＥ
に対してもｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥに対しても同じ値となる。従って、ＰＲＡＣＨ
初期送信電力がＰemaxで制限されてしまうような場合、例えばＰＬが大きい場合など、Ｃ
ＳＧメンバーのＵＥもｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥも共通のＰemaxまでしか送信できな
くなる。このため、ハイブリッドセルにおいて、ｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥよりもＣ
ＳＧメンバーのＵＥのアクセス可能なカバレッジの方が広くなるような場合に、ＣＳＧメ
ンバーのＵＥの上り送信が失敗となる可能性が高くなってしまう。
【０３３２】
　この問題は、ＲＲＣ＿Ｉｄｌｅの状態、およびＲＲＣ＿Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄの状態のい
ずれの状態においても生じる。例えば、ＲＲＣ＿Ｉｄｌｅの状態ではＣＳＧメンバーのＵ
Ｅがハイブリッドセルへセル再選択した場合など、ＲＲＣ＿Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄの状態で
はＣＳＧメンバーのＵＥがハイブリッドセルへＨＯした場合などである。この問題点につ
いては、なんら先行文献も無く、３ＧＰＰにおいて議論もなされていない。
【０３３３】
　本実施の形態では、この問題を解消するため、上り通信を始める際のＵＥの初期送信電
力をＣＳＧメンバーのＵＥとｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥとで異ならせることを可能と
する方法を開示する。具体例として、ＰＲＡＣＨの初期送信電力をＣＳＧメンバーのＵＥ
とｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥとで異ならせるようにするため、ハイブリッドセルにお
いてＰＲＡＣＨ初期送信電力の導出の際に用いられる最大許容電力を、ＣＳＧメンバーの
ＵＥ用とｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥ用とで別々に設ける。ＣＳＧメンバー用の最大許
容電力をＰemax_csg、ｎｏｎ－ＣＳＧメンバー用の最大許容電力をＰemax_noncsgとする
。
【０３３４】
　ハイブリッドセルにおける初期送信電力Ｐprachの導出式を以下のようにする。
【０３３５】
　Pprach = min{Pcmax, PREAMBLE_RECEIVED_TARGET_POWER + PL}_[dBm]
　ＣＳＧメンバーに対しては、Pcmax　=　min｛Pemax_csg，Pumax｝とし、
　ｎｏｎ－ＣＳＧメンバーに対しては、Pcmax　=　min｛Pemax_noncsg，Pumax｝とする。
【０３３６】
　こうすることで、ハイブリッドセルにおける初期送信電力Ｐprachは、例えＰＬが大き
い場合であっても、ＣＳＧメンバーのＵＥとｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥとで異なる最
大許容電力を有することが可能となる。ハイブリッドセルにおいて、ｎｏｎ－ＣＳＧメン
バーのＵＥよりもＣＳＧメンバーのＵＥのカバレッジの方が広くなるような場合には、Ｐ
emax_csgをＰemax_noncsgより大きくしておくことで、ＣＳＧメンバーのＵＥの上り送信
失敗を低減することが可能となる。
【０３３７】
　また、セル毎の最大許容電力についてＣＳＧメンバーのＵＥ用とｎｏｎ－ＣＳＧメンバ
ーのＵＥ用を設けることで、セル毎に両ＵＥで異なる初期送信電力とすることが可能とな
るため、システムとして、柔軟なハイブリッドセルの配置を可能とし、将来のＨｅＮＢの
運用台数の増加にも対応可能となる。
【０３３８】
　ここで開示したハイブリッドセルにおける上り初期送信電力の導出方法は、ＲＲＣ＿Ｉ
ｄｌｅの状態ではＣＳＧメンバーのＵＥがハイブリッドセルへセル再選択した場合などに
該ハイブリッドセルにて上り通信を始める際に適用できる。また、ＲＲＣ＿Ｃｏｎｎｅｃ
ｔｅｄの状態ではＣＳＧメンバーのＵＥがハイブリッドセルへＨＯを実行する場合などに
ターゲットセルとなる該ハイブリッドセルでの上り通信を開始する際に適用できる。
【０３３９】
　ハイブリッドセルにおいて用いられる最大許容電力をＵＥへ通知する方法を以下に開示
する。
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【０３４０】
　第１の方法として、これらの最大許容電力を設定するセルから傘下のＵＥへ報知情報と
してＢＣＣＨを用いてＰＢＣＨあるいはＰＤＳＣＨにて通知する。マスター情報（MIB）
を用いてＰＢＣＨにて、あるいはシステム情報（SIB）を用いてＰＤＳＣＨにて通知する
。ＭＩＢはＰＢＣＨにマッピングされることから、ＭＩＢを用いる方法は、移動端末が制
御遅延を少なく受信可能という点で優れている。ＳＩＢを用いる場合は、ＳＩＢ１を用い
て通知する。ＭＩＢあるいはＳＩＢ１はセルサーチ開始から待ち受け状態（ＲＲＣ－Ｉｄ
ｌｅ状態）に移行するまでの間に受信する必要最小限の量の報知情報である点において、
移動端末の制御遅延を少なくする点において優れた方法である。更にはＳＩＢ１以外のシ
ステム情報で通知する方法であっても、報知情報を伝送するためのチャネルを用いて通知
するので、傘下の全移動端末に対して通知可能であり、無線リソースの有効活用という点
において優れた方法である。
【０３４１】
　第２の方法としては、これらの最大許容電力を設定するセルをターゲットセルとしてＨ
Ｏする際に、サービングセルからＨＯを行うＵＥに対して個別に通知する。ＵＥに対して
ＨＯを行うために必要なターゲットセルの情報に含めて通知しても良いし、別のメッセー
ジを用いて通知するようにしても良い。ターゲットセルの情報に含めて通知することで、
必要なメッセージの数を減らすことが可能となるため、ＨＯが完遂するまでの時間を低減
できる。一方、別のメッセージを用いて通知する場合は、これら最大許容電力の設定が必
要なセルの場合のみ該メッセージを通知するようにできるため、これら最大許容電力の設
定が必要無いセルへのＨＯの場合は、通知に必要な情報量の削減、メッセージ数の削減が
可能となる。
【０３４２】
　ＣＳＧメンバー用の最大許容電力（Ｐemax_csg）値、ｎｏｎ－ＣＳＧメンバー用の最大
許容電力（Ｐemax_noncsg）値の決定はハイブリッドセルが行っても良いし、ネットワー
ク側（ＭＭＥ、ＨｅＮＢＧＷなど）が行っても良い。ネットワーク側で行う場合は、該最
大許容電力をネットワーク側からハイブリッドセルへあらかじめ通知しておく。この通知
はハイブリッドセルとネットワーク側のインタフェースＳ１を用いて行うことができる。
ネットワーク側で決定することで、周辺セルの電波環境や負荷状況（例えば端末接続台数
など）をもとに値を設定することが可能となる。システムとして、通信不可能な状況、通
信誤りによる接続遅延、シグナリング量の増大、負荷の集中、などを低減することが可能
となる。
【０３４３】
　上述した方法では、ＣＳＧメンバー用の最大許容電力をＰemax_csg、ｎｏｎ－ＣＳＧメ
ンバー用の最大許容電力をＰemax_noncsgとした。別の方法として、ＣＳＧメンバーとｎ
ｏｎ－ＣＳＧメンバーに共通な最大許容電力（Ｐemax_common）を設け、ＣＳＧメンバー
とｎｏｎ－ＣＳＧメンバーとの最大許容電力の差分（Ｐemax_delta）を設けるようにして
も良い。この場合のハイブリッドセルにおける初期送信電力Ｐprachの導出式の一例を以
下に示す。
【０３４４】
　Pprach = min{Pcmax, PREAMBLE_RECEIVED_TARGET_POWER + PL}_[dBm]
　ＣＳＧメンバーに対しては、Pcmax　=　min｛Pemax_common＋Pemax_delta，Pumax｝と
し、ｎｏｎ－ＣＳＧメンバーに対しては、Pcmax　=　min｛Pemax_common，Pumax｝とする
。このようにすることで、ＣＳＧメンバーのＵＥとｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥとで異
なる最大許容電力を有することが可能となるため、上述の方法と同等の効果が得られる。
【０３４５】
　なお、従来の最大許容電力として設定されるＰemaxを、共通のパラメータＰemax_commo
nとしても良い。これによりｎｏｎ－ＣＳＧメンバーの初期送信電力の導出方法は、現在
の方法から変更を加える必要がなくなる。よって移動体通信システムの複雑性回避という
効果を得ることができる。
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【０３４６】
　また、別の方法として、ＰumaxをＣＳＧメンバー用とｎｏｎ－ＣＳＧメンバー用とで別
に設けるようにしても良い。ＰumaxはＵＥの最大送信電力であり、各ＵＥのパワークラス
に応じてあらかじめ決められる。各ＵＥのパワークラスに応じてＣＳＧメンバー用（Ｐum
ax_csg）とｎｏｎ－ＣＳＧメンバー用（Ｐumax_noncsg）とをあらかじめ決めておくよう
にすれば良い。この場合のハイブリッドセルにおける初期送信電力Ｐprachの導出式の一
例を以下に示す。
【０３４７】
　Pprach = min{Pcmax, PREAMBLE_RECEIVED_TARGET_POWER + PL}_[dBm]
　ＣＳＧメンバーに対しては、Pcmax　=　min｛Pemax，Pumax_csg｝とし、
　ｎｏｎ－ＣＳＧメンバーに対しては、Pcmax　=　min｛Pemax，Pumax_noncsg｝とする。
こうすることで、Ｐemaxに関してはセル傘下のＵＥ全てに共通の設定とすることができる
ため、従来の設定と変わりない設定で済む。
【０３４８】
　移動体通信システムとして静的な値とすることもできる。静的な値とは、移動体通信シ
ステムとして移動端末・基地局などにとって既知の値、規格書などに記載する既知の値を
指す。静的な値を用いることによって、基地局（ネットワーク側）と移動端末との間で無
線信号が発生しない。よって、無線リソースの有効活用という点で効果を得ることが出来
る。さらに、静的に決定された値なので、無線信号の受信エラーの発生を防ぐという効果
を得ることが出来る。
【０３４９】
　ハイブリッドセルにおいて、ＣＳＧメンバー用の最大許容電力をＰemax_csg、ｎｏｎ－
ＣＳＧメンバー用の最大許容電力をＰemax_noncsgとして設定する場合の具体的動作例を
示す。
【０３５０】
　図５０に、ハイブリッドセルにおけるＰＲＡＣＨ初期送信までの手順例を示す。
【０３５１】
　まず、ＣＳＧメンバーのＵＥについて説明する。ＣＳＧメンバーのＵＥが、ＳＴ５００
１で、例えばセル再選択後にハイブリッドセルにキャンプオン（camp on）する。ハイブ
リッドセルはＳＴ５００４で報知情報を送信しており、ＣＳＧメンバーのＵＥは報知情報
を受信する。該報知情報には最大許容電力が含まれている。ＳＴ５００５にてＣＳＧメン
バーのＵＥに上り送信が発生した場合、ＳＴ５００７に移行し、受信した最大許容電力の
うち、ＣＳＧメンバーＵＥ用の最大許容電力（Ｐemax_csg）を用いて上り初期送信電力を
導出する。ＳＴ５００９にてＣＳＧメンバーのＵＥは、該上り初期送信電力を送信電力に
設定して、ＳＴ５０１１にて上り送信を開始する。
【０３５２】
　次にｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥについて説明する。ｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥ
が、ＳＴ５００２１で、例えばセル再選択後にハイブリッドセルにキャンプオン（camp o
n）する。ハイブリッドセルはＳＴ５００４で報知情報を送信しており、ｎｏｎ－ＣＳＧ
メンバーのＵＥは報知情報を受信する。該報知情報には最大許容電力が含まれている。Ｓ
Ｔ５００６にてｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥに上り送信が発生した場合、ＳＴ５００８
に移行し、受信した最大許容電力のうち、ｎｏｎ－ＣＳＧメンバーＵＥ用の最大許容電力
（Ｐemax_noncsg）を用いて上り初期送信電力を導出する。ＳＴ５０１０にてｎｏｎ－Ｃ
ＳＧメンバーのＵＥは、該上り初期送信電力を送信電力に設定して、ＳＴ５０１２にて上
り送信を開始する。
【０３５３】
　なお、上り送信発生のタイミングはＵＥ毎に異なるため上り初期送信のタイミングもＵ
Ｅ毎に異なる。このため、例えば、図の通りＳＴ５０１１に続いてＳＴ５０１２を実行し
ても良いし、逆にＳＴ５０１２に続いてＳＴ５０１１を実行しても構わない。
【０３５４】
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　このように、ハイブリッドセルにキャンプオンしているＵＥがＣＳＧメンバーかｎｏｎ
－ＣＳＧメンバーかに応じて上り初期送信電力導出に用いる最大許容電力を異ならせるこ
とで、たとえ、ＣＳＧメンバーのＵＥがアクセス可能なエリアにキャンプオンしているよ
うな場合でも、ＣＳＧメンバーのＵＥのみ上り送信の送信電力を大きくすることができる
ため、ハイブリッドセルにおいて通信に十分な上り受信電力を確保することが可能となる
。
【０３５５】
　本実施の形態で開示した方法とすることで、ハイブリッドセルにおいて、ｎｏｎ－ＣＳ
ＧメンバーのＵＥよりもＣＳＧメンバーのＵＥのカバレッジの方が広くなるような場合に
、ＣＳＧメンバーのＵＥの上り送信が失敗となってしまうような問題を解消することがで
きる。
【０３５６】
　また、ハイブリッドセルにおいてＣＳＧメンバーのＵＥがｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵ
Ｅより長く留まらせることが可能となり、ＣＳＧメンバーは、ハイブリッドセルでＣＳＧ
メンバーに対する高速通信や優遇課金プランなどのサービスをより早く、より長く受ける
ことを可能とする。
【０３５７】
　また、ｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥに対して、ＣＳＧメンバーのＵＥより低い最大許
容電力を設けることが可能となるため、ＰＬが大きい場合にｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵ
Ｅが必要以上に大きな送信電力となることを防ぐことができ、上り干渉電力を低減するこ
とが可能となる。
【０３５８】
　実施の形態２３．
　本実施の形態では、上り通信を始める際のＵＥの初期送信電力をＣＳＧメンバーのＵＥ
とｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥとで異ならせることを可能とするため、セル再選択にお
いてホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するＵＥあるいはＣＳＧに登録しているＵＥと
、そうでないＵＥに適用する基準の差分を用いる。
【０３５９】
　具体例として、実施の形態１７で開示した、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有さな
い場合のセル再選択の閾値（Ｓ_intrasearch）と、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有
するあるいはＣＳＧに登録している場合のセル再選択の閾値（Ｓ_intrasearchCSG）との
差分を用いる。
【０３６０】
　また、別の具体例として、実施の形態１８で開示した、ホワイトリスト中にＣＳＧ－Ｉ
Ｄを有するＵＥあるいはＣＳＧに登録しているＵＥに適用するオフセット値（Ｑoffset_c
sg_in）と、そうでないＵＥに適用するオフセット値（Ｑoffset_noncsg_in）の差分を用
いる。この差分に関しては、差分値（Ｑoffset_delta）であっても良い。
【０３６１】
　また、別の具体例として、実施の形態１９で開示した、ホワイトリスト中にＣＳＧ－Ｉ
Ｄを有するＵＥあるいはＣＳＧに登録しているＵＥに適用するオフセット値（Ｑoffset_c
sg_out）と、そうでないＵＥに適用するオフセット値（Ｑoffset_noncsg_out）の差分を
用いる。この差分に関しては、差分値であっても良い。
【０３６２】
　これらの差分値を、ハイブリッドセルにおいてＰＲＡＣＨ初期送信電力の導出の際に用
いられる最大許容電力のＣＳＧメンバーのＵＥ用とｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥ用との
差分値として用いれば良い。
【０３６３】
　実施の形態１７で開示した、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有さない場合のセル再
選択の閾値（Ｓ_intrasearch）と、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有する場合のセル
再選択の閾値（Ｓ_intrasearchCSG）の場合、この差分を用いる。差分値をＳ_intrasearc
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h_deltaとする。
【０３６４】
　Ｓ_intrasearch_delta＝Ｓ_intrasearch－Ｓ_intrasearchCSG
　この値を、ＰＲＡＣＨ初期送信電力の導出の際に用いられる最大許容電力のＣＳＧメン
バーのＵＥ用とｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥ用との差分値であるＰemax_delta（＝Ｐem
ax_csg－Ｐemax_noncsg）とする。
【０３６５】
　Ｐemax_delta＝Ｓ_intrasearch_delta
あるいは、
　Ｐemax_delta＝｜Ｓ_intrasearch_delta｜
としても良い。
【０３６６】
　実施の形態１８で開示した、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するＵＥあるいはＣ
ＳＧに登録しているＵＥに適用するオフセット値（Ｑoffset_csg_in）と、そうでないＵ
Ｅに適用するオフセット値（Ｑoffset_noncsg_in）の場合は、差分値をＱoffset_delta（
＝Ｑoffset_noncsg_in－Ｑoffset_csg_in）として、
　Ｐemax_delta＝Ｑoffset_delta
あるいは、
　Ｐemax_delta＝｜Ｑoffset_delta｜
とすれば良い。
【０３６７】
　実施の形態１９で開示した、ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するＵＥあるいはＣ
ＳＧに登録しているＵＥに適用するオフセット値（Ｑoffset_csg_out）と、そうでないＵ
Ｅに適用するオフセット値（Ｑoffset_noncsg_out）の場合は、差分値をＱoffset_delta
（＝Ｑoffset_csg_out－Ｑoffset_noncsg_out）として、
　Ｐemax_delta＝Ｑoffset_delta
あるいは、
　Ｐemax_delta＝｜Ｑoffset_delta｜
とすれば良い。
【０３６８】
　ハイブリッドセルにおける最大許容電力の導出に、セル再選択においてホワイトリスト
中にＣＳＧ－ＩＤを有するＵＥあるいはＣＳＧに登録しているＵＥと、そうでないＵＥに
適用する基準の差分を用いる方法の具体的動作例を示す。
【０３６９】
　図５１に、セル再選択閾値の差分を用いる場合のハイブリッドセルにおけるＰＲＡＣＨ
初期送信までの手順概要を示す。
【０３７０】
　まず、ＣＳＧメンバーのＵＥについて説明する。ＣＳＧメンバーのＵＥが、ＳＴ５１０
１で、例えばセル再選択後にセルＡにキャンプオン（camp on）する。セルＡはＳＴ５１
０４で報知情報を送信しており、ＣＳＧメンバーのＵＥは報知情報を受信する。該報知情
報にはセル再選択閾値が含まれている。ＳＴ５１０５にてＣＳＧメンバーのＵＥは受信し
たセル再選択閾値のうちホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するあるいはＣＳＧに登録
している場合のセル再選択閾値（S_intrasearchCSG）を用いてセル再選択手順を行う。Ｓ
Ｔ５１０７でセル再選択基準に合致するかどうか判断し、合致する場合にはＳＴ５１０９
に移行し、合致しない場合にはＳＴ５１０５に戻る。ＣＳＧメンバーのＵＥが、ＳＴ５１
０７でセル再選択基準に合致してハイブリッドセルに再選択した場合、ＳＴ５１０９でハ
イブリッドセルにキャンプオンする。
【０３７１】
　ハイブリッドセルはＳＴ５１１２で報知情報を送信しており、ＣＳＧメンバーのＵＥは
報知情報を受信する。該報知情報には最大許容電力が含まれている。ただし、ここで報知
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される最大許容送信電力は、実施の形態２２で開示したようなＣＳＧメンバー用とｎｏｎ
－ＣＳＧメンバー用と異なって設定される最大許容送信電力を含まず、従来のセルで共通
な最大許容電力だけとする。ＳＴ５１１３にてＣＳＧメンバーのＵＥに上り送信が発生し
た場合、ＳＴ５１１５に移行し、ＳＴ５１０４で受信した、ホワイトリスト中にＣＳＧ－
ＩＤを有さない場合のセル再選択の閾値（Ｓ_intrasearch）と、ホワイトリスト中にＣＳ
Ｇ－ＩＤを有する場合のセル再選択の閾値（Ｓ_intrasearchCSG）の差分値（Ｓ_intrasea
rch_delta）を導出する。ＣＳＧメンバーのＵＥは、ＳＴ５１１６で、該差分値（Ｓ_intr
asearch_delta）をＣＳＧメンバー用ＵＥとｎｏｎ－ＣＳＧメンバー用ＵＥとの送信電力
の差分（Ｐemax_delta）として、該差分値（Ｐemax_delta）を用いてＳＴ５１１７で上り
初期送信電力（Ｐprach）を導出する。ＳＴ５１１９にてＣＳＧメンバーのＵＥは、該上
り初期送信電力を送信電力に設定して、ＳＴ５１２１にて上り送信を開始する。
【０３７２】
　次に、ｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥについて説明する。ここでは、ｎｏｎ－ＣＳＧメ
ンバーのＵＥが、ＳＴ５１０２で、例えばセル再選択後にセルＡにキャンプオン（camp o
n）する。セルＡはＳＴ５１０４で報知情報を送信しており、ｎｏｎ－ＣＳＧメンバーの
ＵＥは報知情報を受信する。該報知情報にはセル再選択閾値が含まれている。ＳＴ５１０
６にてｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥは受信したセル再選択閾値のうちホワイトリスト中
にＣＳＧ－ＩＤを有さない場合のセル再選択の閾値（Ｓ_intrasearch）を用いてセル再選
択手順を行う。ＳＴ５１０８でセル再選択基準に合致するかどうか判断し、合致する場合
にはＳＴ５１１０に移行し、合致しない場合にはＳＴ５１０６に戻る。ｎｏｎ－ＣＳＧメ
ンバーのＵＥが、ＳＴ５１０８でセル再選択基準に合致してハイブリッドセルに再選択し
た場合、ＳＴ５１１０でハイブリッドセルにキャンプオンする。
【０３７３】
　ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するがハイブリッドセルのｎｏｎ－ＣＳＧメンバ
ーであるＵＥの場合も、オープンアクセスモードでハイブリッドセルの再選択を行わなく
てはならないため、最終的にはホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有さない場合のセル再
選択の閾値（Ｓ_intrasearch）を用いてセル再選択手順を行い、セル再選択の基準に合致
するかどうか判断する。ホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するがハイブリッドセルの
ｎｏｎ－ＣＳＧメンバーであるＵＥの場合、例えば、最初Ｓ_intrasearchCSGを用いてセ
ル再選択手順を行ったとしても、該ＵＥは該セルのＣＳＧ－ＩＤを受信してＣＳＧ－ＩＤ
をチェックし、ＣＳＧ－ＩＤが合致しない場合は、ｎｏｎ－ＣＳＧメンバー用のセル再選
択手順ＳＴ５１０６を用いてセル再選択するようにしておけば良い。
【０３７４】
　ハイブリッドセルはＳＴ５１１２で報知情報を送信しており、ｎｏｎ－ＣＳＧメンバー
のＵＥは報知情報を受信する。該報知情報には最大許容電力が含まれている。ただし、こ
こで報知される最大許容送信電力は、実施の形態２２で開示したようなＣＳＧメンバー用
とｎｏｎ－ＣＳＧメンバー用と異なって設定される最大許容送信電力を含まず、従来のセ
ルで共通な最大許容電力だけとする。ＳＴ５１１４にてＣＳＧメンバーのＵＥに上り送信
が発生した場合、ＳＴ５１１８に移行し、ＳＴ５１１２にてハイブリッドセルから報知さ
れた従来のセルで共通な最大許容電力（Ｐemax_common）を用いてＳＴ５１１８で上り初
期送信電力（Ｐprach）を導出する。ＳＴ５１２０にてｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥは
、該上り初期送信電力を送信電力に設定して、ＳＴ５１２２にて上り送信を開始する。
【０３７５】
　なお、上り送信発生のタイミングはＵＥ毎に異なるため上り初期送信のタイミングもＵ
Ｅ毎に異なる。このため、例えば、図の通りＳＴ５１２１に続いてＳＴ５１２２を実行し
ても良いし、逆にＳＴ５１２２に続いてＳＴ５１２１を実行しても構わない。
【０３７６】
　このように、セル再選択においてホワイトリスト中にＣＳＧ－ＩＤを有するＵＥあるい
はＣＳＧに登録しているＵＥと、そうでないＵＥに適用する基準の差分を用いて、ハイブ
リッドセルにキャンプオンしているＵＥがＣＳＧメンバーかｎｏｎ－ＣＳＧメンバーかに
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応じて上り初期送信電力導出に用いる最大許容電力を異ならせる方法を採用することがで
きる。このとき、たとえ、ＣＳＧメンバーのＵＥがアクセス可能なエリアにキャンプオン
しているような場合でも、ＣＳＧメンバーのＵＥのみ上り送信の送信電力を大きくするこ
とができるため、ハイブリッドセルにおいて通信に十分な上り受信電力を確保することが
可能となる。
【０３７７】
　上記の具体例に限らず、実施の形態１７、実施の形態１８、実施の形態１９、実施の形
態２０で開示した方法を用いることができる。
【０３７８】
　この例に限らず、セル再選択における基準のうち、ハイブリッドセルのカバレッジの広
さに影響する設定パラメータに関して、その差分に基づいて、ＣＳＧメンバーのＵＥ用と
ｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥ用のＰＲＡＣＨ初期送信電力を各々導出するようにすれば
良い。
【０３７９】
　また、セル再選択における基準が複数（例えばセル再選択の閾値とオフセットなど）設
定された場合は、どの基準を用いるかあらかじめ決めておくと良い。例えば複数の基準の
うちどの基準を用いるか優先順位をつけておいても良い。こうしておけば、例えいずれか
の基準が設定されていなくても優先順位の順に他の基準を用いることが可能となる。他の
例として、複数の基準のうち、それらの差分値に応じてどの基準を用いるかを決定しても
良い。例えば差分値が最も大きい基準を用いるなどである。さらに他の例として、複数の
基準の差分値の平均値を用いても良い。
【０３８０】
　また、他の方法として、複数の基準のうちどの基準を用いるかを、サービングセルが決
定してＵＥに通知するようにしても良い。通知方法としては、報知情報として通知するよ
うにしても良い。サービングセルが決定するのではなく、ネットワーク側（ＭＭＥ、Ｈｅ
ＮＢＧＷなど）が決定して、サービングセルを介してＵＥに通知するようにしても良い。
ネットワーク側からサービングセルへの通知にはインタフェースＳ１を用いることができ
る。こうすることで、ハイブリッドセルを含めたセルの配置に柔軟に対応できるようにな
る。ネットワーク側が決定する場合は、周辺セルの電波環境や負荷状況（例えば端末接続
台数など）をもとに値を設定することが可能となる。システムとして、通信不可能な状況
、通信誤りによる接続遅延、シグナリング量の増大、負荷の集中、などを低減することが
可能となる。
【０３８１】
　上述した方法はセル再選択の際の基準を用いる。従って、該基準を用いてハイブリッド
セルを再選択した場合に用いられることが可能となる。その他の場合、例えばＨＯにより
ハイブリッドセルへ移動するような場合は、実施の形態２２で開示した方法を適用し、そ
の設定値はサービングセルからＨＯを行うＵＥに対して個別に通知するようにしておけば
良い。
【０３８２】
　本実施の形態で開示した方法を用いることにより、上り通信を始める際のＵＥの初期送
信電力をＣＳＧメンバーのＵＥとｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥとで異ならせることを可
能とするため、ハイブリッドセルにおいてＣＳＧメンバーのＵＥがｎｏｎ－ＣＳＧメンバ
ーのＵＥより長く留まらせることが可能である。
【０３８３】
　また、上り通信を始める際のＵＥの初期送信電力をＣＳＧメンバーのＵＥとｎｏｎ－Ｃ
ＳＧメンバーのＵＥとで異ならせることを可能とするため、ハイブリッドセルにおいてＰ
ＲＡＣＨ初期送信電力の導出の際に用いられる最大許容電力を、ＣＳＧメンバーのＵＥ用
とｎｏｎ－ＣＳＧメンバーのＵＥ用とで別々に設け、それらをハイブリッドセルから傘下
のＵＥに報知するようにしたが、ハイブリッドセルにおいてＰＲＡＣＨ初期送信電力の導
出の際に用いられる最大許容電力を、ＣＳＧメンバーのＵＥ用とｎｏｎ－ＣＳＧメンバー
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のＵＥ用とで別々に設ける必要は無くなり、よって、それらを傘下のＵＥに報知する必要
も無くなる。従って、ハイブリッドセルで報知が必要なパラメータ数の削減、さらには、
シグナリングする情報量の削減を行うことが可能となる。
【０３８４】
　実施の形態１７から実施の形態２３で開示した方法は、同一周波数キャリア（同一周波
数レイヤ）にオープンモードセル（ｎｏｎ－ＣＳＧセル）とＣＳＧセルが混在している場
合（ミクスドキャリア）だけでなく、同一周波数キャリア（同一周波数レイヤ）にＣＳＧ
セルのみがある場合（デディケイテッドキャリア）の場合にも適用可能である。また、同
一周波数レイヤにハイブリッドセルがあれば適用可能となる。
【０３８５】
　また、同一周波数レイヤ内（intra-frequency）のセル再選択、ＨＯだけでなく、周波
数レイヤ間（inter-frequency）あるいはシステム（ＲＡＴ）間（inter-RAT）にも適用可
能となる。
【０３８６】
　上記において、ＣＳＧが用いられるＨｅＮＢを用いるＬＴＥについて説明したが、本発
明は、ＣＳＧが用いられるＨＮＢを用いるＵＭＴＳ、及びＣＳＧが用いられないＨｅＮＢ
、ＨＮＢ、半径が小さい基地局（ピコセル、マクロセルとも呼ばれる）にも適用可能であ
る。実施の形態１６の変形例１では、実施の形態１６の効果に加えて以下の効果を得るこ
とが出来る。現在のサービングセル周辺に存在するＣＳＧセルへ未登録であった場合の当
該移動端末の消費電力を削減することが出来る。更にネットワーク側（基地局など）が該
当の移動端末が、どのＣＳＧセルに登録しているか（ホワイトリスト内にどのＣＳＧ－Ｉ
Ｄを有しているか）を把握せずとも上記効果を有する点において、実施の形態１６の変形
例１の解決策は優れている。これにより、移動端末から基地局へホワイトリスト中のＣＳ
Ｇ－ＩＤを通知しなくて良く、無線リソースの有効活用が図れる。また、基地局が傘下の
移動端末のホワイトリスト中のＣＳＧ－ＩＤを管理する必要がない点において、基地局の
処理負荷の軽減という効果を得ることが出来る。
【０３８７】
　上記において、ＣＳＧセルあるいはセルによって報知される情報であるＣＳＧ－ＩＤと
、ＣＳＧセルあるいはセルによって報知されるトラッキングエリアコード（TAC）が関連
付けられている場合について、主に説明したが、本発明はＣＳＧ－ＩＤとＴＡＣが関連付
けられていない場合であっても、もちろん適用可能である。
【０３８８】
　関連付けられていない場合は、例えば以下のようＣＳＧに登録済みであるか否かと、Ｔ
Ａ更新が必要であるか否かを別個に判断すれば良い。
【０３８９】
　セル再選択の際、自移動端末が選択したセルに登録済みか否かを判断する場合は、該セ
ルの報知情報により受信したＣＳＧ－ＩＤが自移動端末のホワイトリスト内に存在するか
否かで判断する。該セルの報知情報により受信したＣＳＧ－ＩＤがホワイトリスト内に存
在した場合、自移動端末が選択したセルに登録済みと判断する。つまり、該セルが該移動
端末にとって「適切なセル」となり得ると判断する。一方、該セルの報知情報により受信
したＣＳＧ－ＩＤが自移動端末のホワイトリスト内に存在しない場合、自移動端末が選択
したセルに未登録と判断する。つまり、該セルが該移動端末にとって「適切なセル」と成
り得ないと判断する。
【０３９０】
　またセル再選択の際、ＴＡ更新が必要であるか否かを判断する場合は、該セルの報知情
報により受信したＴＡＣが自移動端末内に保管の１つあるいは複数のＴＡＣ（以降ＴＡリ
スト）に含まれているか否かで判断する。該セルの報知情報により受信したＴＡＣが自移
動端末内のＴＡリストに含まれていた場合、ＴＡの更新は不要として、ＴＡＵ不要と判断
する。一方、該セルの報知情報により受信したＴＡＣが自移動端末内のＴＡリストに含ま
れていない場合、ＴＡ更新が必要として、ＴＡＵを行う必要があると判断する。
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【０３９１】
　具体例としては、図１４のステップＳＴ１４０６～ステップＳＴ１４０９、図１６のス
テップＳＴ１６０７～ステップＳＴ１６１０などに該当する。
【産業上の利用可能性】
【０３９２】
　本発明についてはＬＴＥシステム（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）を中心に記載したが、Ｗ－ＣＤＭ
Ａシステム（ＵＴＲＡＮ、ＵＭＴＳ）及びＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄについて適用可能で
ある。更には、ＣＳＧ（Closed Subscriber Group）が導入される移動体通信システムお
よび、ＣＳＧと同じようにオペレータが加入者を特定し、特定された加入者がアクセスを
許可されるような通信システムにおいて適用可能である。
【符号の説明】
【０３９３】
　１０１　移動端末、１０２　基地局、１０３　ＭＭＥ（Mobility Management Entity）
、１０４　Ｓ－ＧＷ（Serving Gateway）。

【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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【図１６】 【図１７】

【図１８】

【図１９】

【図２０】

【図２１】



(92) JP 6671453 B2 2020.3.25

【図２２】 【図２３】

【図２４】 【図２５】
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【図２６】 【図２７】

【図２８】 【図２９】
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【図３０】 【図３１】

【図３２】 【図３３】
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【図３４】 【図３５】

【図３６】 【図３７】
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【図３８】 【図３９】

【図４０】 【図４１】
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【図４２】 【図４３】

【図４４】 【図４５】
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【図４６】 【図４７】

【図４８】 【図４９】
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【図５０】 【図５１】
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